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表紙説明

すでKエレベータが事務所ビノし,百貨店,

病院等における交通機関としてなくてはな

らぬ必需品となっており,かつまたそれが設

置は,建物の夕ーミナルと、いうべき中心点

K設置されるため,その点沼とくK建物に合

ちせ吟味されなければなりません.

とくに最近は,乗客自身がエレベータ忙関

心を持つようKなってきており,利用者の感

じKマッチするよら種々改良が加えられて

おります.

表紙は,東京ビル新館K設置されたギャレ

ス型口ートトロール付応答釦型の最高級新

型エレベータであります.
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昭和 30年
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や速度の選択はいわゆる勘で決め,そのためビルの人口当社が電力応用の一部門としてエレベータ用電氣機器
が増加すると設備不足となり,朝のラッシュアワ-Kはの製造を始めまτたのは,昭和の初年航空厩艦赤城,加
エレベータの前に利用者が雲集する状態となりビル白体賀の飛行機昇降用のエレベータからであり主す.爾来30
の能力は低下して,せっかく投資された建築資本、有効年になりますが,昭和 10年からはエレベータおよび工

に利用されないこと、あったよらでありまナ.しかしこスカレータの機械,意匠部分全般Kわたって製作と据村

こ数年来設備の建築K対する比重はとくに重要視され,に邁進し,とくに終戦後は金属回収により撤去せられた

エレベータの再建と,建築ブーム忙よる急激な需要に膳すべて合理的な決定を見る気運になったことは誠に喜ば
しいことであります.じまして,爾来エレベータは 2,000 台,エスカレータは

当社ではエレベータ,エスカレータの電気,機械のi河100台製作いたしました.

部品につきましては夙に標準品を発表しまして,計画生また当社は早くから米国 Westinghouse 電機会社と
産を実行しておりますが,なおこの上K乗場回りとかご技術提携をいたし主して,最新の技術を導入し,これを
関係の標準化が実施できれば名実と、に品質の優秀と価わが国の現状に合わせて改良しました結果,エレベータ

格の低減において更に・一段の進展が望まれますが,これの制御方式,運転方式,自動着床力式,戸閉方式等K新
は需要家および建築設計者のご理停たご採用を得れば容機軸を開き,最近は斯界に卒先してテレホンリレー等の
易なことと存じます.新型継電器と口ートトロール制御方式を採用Lまして,

つぎK縦の交通機開のーつであるケーブルカーは,戦前者は機械室の縮小に,後者は運松能*の向上に新記録
部H・1・,の金j禹匝叫又で撤去された跡k復旧がおいおい実現しをらちたて主した.

てきました.ケーブルカーは主とLて景勝の高地や相ヰ士意匠におきましては,建築設計家のご意見を取り入れ
仏閣の建てられているU_1地にある関係士',りクリエーシた斬新な、のを建築意匠忙マッチするよら常に努力して

,ンのために、ぜひ必要な交通機関であります'当社はおります.

一方エスカレータにおきましては,1淡条,・1・ゆ窄由で米終戦後いち早く高雄11_1ケーブルの電気品を製作いたしま
したが,最近は立山ケーブル,筑波山ケーブルの両ケー国との問に格段の相違が牛じましたが,当社はいち早く

その技術を導入し主して新型を製作し好評を博し,現在ブルカーの工事を引受け好成績を、つて完成しました
なお筑波ケーブルは士木および線路工事一式、当社で担わが国忙おけるエスカレータの優秀性能上製作台数では

当しました.斯界で・一頭地を抜やている次第であります.これは・ーつ

今回縦の交通機関であるエレベータ,エスカレータおK編要家,建築家各位の絶大なるご戈援の賜と深く感謝
よびケーブルカーの特集号を企画,最新の技術を発表すする次第であります.

る次第であります..品質恭仕をモットーとするこれら当第2次大戦頃までは,エレベータ,冷暖房,照明等の

建築設備は付帯工事として主建築k比ベて韓視され勝で社の製品にっきましては,他の機種同様K今後ますます
新機種の開発と技術の向上'K励みますから需要家各位の品質上り亀まず値段の力が第一K杉えられる村様であり

ご示教とご後援を深くぉ願いいたしますました.したがってエレベータでたとえれば,設備台数
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貸事 務
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Rented 0伍Ce Rooms and Elevators

所

Hirokazu KAJITANI

M辻Subishi Realty company

There is a very dose relation between lofty buildings for rented 0伍Ce roolns and

elevators instaⅡed there.1n general, buildin又S for such a purpose involve many com・

Plicated elements contradicting one another. W'hen they are solved in logical ways, the

building displays the best e丘ectiveness to the triumph of the designer, W'ho is said to

have fU1丘11ed his duty pretty we11. of various elements, income per unit aoor space,

What is ca11ed plan uti1北y, is the most crudal.

三菱地所株式会社

工

1,まえかき

高層の貸事務所とエレベータとは切って、切れぬ縁が

ある.建物の設計はまことK複雑で多岐に分れており,

矛盾し介う諸要索をいかに合理的K解決し,よい建物を

作って行くかが設削'者の任務であると杉えられる.

今回は,との「1・功、ら,とくにエレベータ K関係ある丁:

三の事柄を抽川して,簡単な説明をところみたいと思う.

2,貸事務所の経済性とエレベータホールの位

置について

ア.経済性の尺度

貸亊務所の経営は,支1-1_北収入との均衡で介理的な運

営となるが,長期にわたってこれを杉察すると,その問

に収益,支出の画に相当な変膨功荒忍められる.現象的に

いえば,貸室が満員となったり,あるいは空室が生じた

りすることである.空室が生ずるとその期問FI・.は,その

室の保守費はそれほど変らないのK収益は全くあげるこ

とができない,

たとえば,ある1培K空室を生ずるばあい,不況時に入

る時、その室が他忙比して賃料を、吉1愈して条件のよい

室であれば,他の条件の悪い室の賃借者はその室ヘ移転

してくる(水平的な各階中の移動が多く認められる),

不況から回復期に入ると賃貸料のほかに条件のよい室

を選ぶことから,多くあった空室のうち,諸条件のよい

室から充室し始める.事務所はまたほかの商店や倉庫と

述い,その性質上,上K記した運動が盛であることから

経済不祝を中に持つ長゛期問から上の資料を取るととに

よって,諸条件を持つ各室ごとの収益力の差異を比較的

明かに見ることができる.

レ
^

五

UDC 621.876

^ 夕

イ. plan utility

昭和2午から11年頃までは,多い時で 25~30%の空

室率をポすビルがあった.またこの時代は家賃統制令が

なかったから需要伊絲6の関係より賃料の上下が見られた.

戦後においては極端なビル不足と,インフレ,家賃統制

令等の関係から,ゆがめられた資料・しか得られな込ので

低とんど完全K需要と供給の関係のみから空室率と賃貸

刈の変化が見られた昭和6~10午の資料により,論を進

めることにする.

なお参杉まで忙火正 14 午より現冶ほでの丸ビルの人

口と充室率を 1表K水した.

1 表丸ビル人Πおよび充室率年度別調査衷

充笠¥謝査年河 ιミノ＼ΠW 謝査中河朋査年河

15 末

11/」 2

3

4-10

5-10

6-10

フ-10

8-10

9-10

10-10

11-10

12

13
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総人Π

4,230

5,260

5,270

3,465

フ,361

フ,723

フ,283

8,309

フ,723

フ,132

フ,198

フ,736

フ,787

8,038

/0

5,326

4,522

3,601

2,998

3,217

3β17

4,144

4,550

昭 15-10

16-10

17-10

18-10

19

20- 5

21- 5

22- 5

23- 5

24-10

25-10

26-10

27-10

28- 4 1

29- 4 1
30- 4
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5,572

5,180
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1 図 P.U.務度図(丸ビル)

Fig.1. DiagTam of p. U. density.
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密度図(東京海上ビル旧館)
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2図

F璃
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P.U.密度図(東京海上ビル)

2. Diagram of p. U. density.

さて各室別K

、/

収入=Σ0'XRX且'
ι

0'充室(賃貸)期問

R:坪当りの賃貸料

且':その室の坪数

を算出Lて見る.さらに且'は各期間を通じて・一定とし

また収益力を・一律K論ずるために昭和 10年を基準とす

る物価指数で各賃貸期問のR を修正し,とれを R伽と

すれば

1.、
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4図

Fig.4.

ノよ';

Σ0ⅨR伽

はその部屋の坪当りの収益力を表わし昭和6午~昭和10

年の間の資料からこの間の坪当りの月平均収益率はつぎ

のようK表わすととができる.

Σ0'XR託。
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P.U.密度図(火阪ゼル)

Dia号ram of p. U. density.
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5 図 P.U.密度図

(堂島ビル)

Fig.5. Diagram o{

P. U. density.

全期問の月数

これを Plan utiⅡty と名づける.

よい.

ウ. P.U.による結果

1 図~5図は,数例の貸司工務所の基準階における P.U.

の平均密度図である.まこと忙常識的なととではあるが

これが具体的に明良K表現されていて興味深い玉のがあ

る.

(1)方位Kより P.U.の変化が著るしい.すなわち東

南剖功二北西部K比して優位を示している.丸ビルのよう

Kエレベータホールよりの距離が速い所に方位上好まし

4 (53の NO.10.1955三斐電機・ V01.29

方位を示す図図:エレベータを示す

ノ'

くない西,北の部屋のあるときは急K P.U.が減少し始

めている.

(2)丸ビルや海上ビルのよう忙廊下の長いビルでエレ

ベータが集中していると,エレベータホールから近い室

が優位を示している.なお図では明確ではないが,資料

夕直前の室は騒音のためかの詳細によると, コニレ<、

P.U.に著るしい変動力這忍められる.

(3)海上ビル新館や大阪ビルのよう忙,エレベータホ

ールの位置が,条件の悪い北側忙ある場合,ホールから

の距離と打消し合って, P.U.がほぽ平均の値を示して

いる.

以上のよらに,エレベータは機械的性能のみでなく,

その据付位置によって,貸事務所の経済性に非常に大き

な影縛を与えていることを了解されると思ら.

3,貸事務所の平面計画の概要

ア.貸事務所用途分析

6 図は貸事務所の用途分析の概略である.複雑な機能

を有する百貨店や病院等に比Lて一見簡単に見られるが

建物K入る賃借人(テナント)の業種が雑多であり,か

つ設引'当初Kおいては,どのような業種のテナントが使

用するのか未定の場合が多く,いわぱ条件にXを含んだ

まま設引'を進めてゆかねばならない、

イ.規準階

1 図~5 図凡例

(単位:仟D

P.U.は尺度と杉えて
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貸事務所はその性質ヒ共用部のサービスの程度

を低ドさせることなく,収益部分である貸面積を

できるだけ増すようK老えねばならぬことはいう

主で、ないが,貸面積の増加を計るあまり,採光

や換気が充分にできない部屋を計画するととは,

後年空室の生ずる原因となるから,経営的に、能

卓よく設計しなければならない.

主た一向ビルの維持血から杉えて,管理や修繕

が行われ易く設計することが必要で,平血計画ナ

構造計画 1二,また設備計画上できるだけ単純な形

態にしておくととが望ましい.これは建築費や,

ひいては賃貸料K影響を及ぽすので充分考慮しな

ければならない.

この意味から,特別の理山がない限り,2 階か

ら上の階は同じ平面の階を重ね,これを貸付前の

基本平面として,規準階と名付けている.そして

設計者は,他の種類の建物とは違って,貸事務所

の場合は主ずこの規準階の設計から始めてゆくの

が普通である.

6 図において.印を付したのが規準階に設けら

れる諸室名である.

ウ.貸事務所の質の決定要素

借手の立場に立って,貸事務所の質を決定する

優素を並ベてみよう.

(1)立地条件はよ込か?

(2)地震や暴風に対して安全か?

(3)火災(自他共K)K対して安全か?

(4)(2)(3)の場合避難設備,非常設備(警報とか,

自家発電等)は充分か?

(5)盗難に対して,借手の室の鍵が信頼するに足る

、のが設けられているか?

(田同様の意眛から充分な監視が行われているか?

(フ)執務上充分に快的な室が用意されているか?

同様の意味から,充分な照明設備が用意されて

いるか?

(8)気候に対して,充分な暖房,冷房設備が施され

ているか?

(9)充分な給水,給湯設備があるか?

(1の上下交通K対して充分なエレベータが用意され

ているか?

(11)トイレットの設備は充分か?

(12)ゴミの処理が円滑に行われるようになっている

か?

(13)付属倉庫,付属車庫の面積は充分か?

細部の点はと亀かくとして,以上で大略の質が決定され

ると杉えられる.

このうち,(1)は設計以前の問題であり,(2)~(4)は

建築基準法により保証されるから,どのビルで、抵とん

ど変りがなく,(4)と(5)は管理上の問題となる故,規

準階の'戸面忙1肖接現われてくるのは便所とエレベータで

あり,これが貸事務所の質を左右するといっても過'で

ない

貸事務所とエレベータ・梶谷

口

收益部分

賢事勢室'
査倉

店舗

貸駐車塲

直営店舖

非收益部分

共用部分

エレベータ'

エスカしータ

段'

量重

自転車置場

非共用部分

掃除用具室'
/tイフたヤフド
各タクド

エ.共用部の扱い

前記のように,貸面積の増加を計る恵味から,共用部

面積はできるだけ小さく,コンパクトKまとめることが

望ましい.(一方サービスの面からエレベータや便所の面

積をきりつめる訳Kはゆかないから,勢い廊下の短縮を

計る方向ヘ進められる.)

共用部の中心はエレベータホールであり,この囲りに

便所・給湯室等がまとめて配置される.

エレベータはまた1階で玄関ホールー→道路と直接の

つながりを持つから,1.項で記したように,丸ビルが北

西K多少経営的K不利な室を牛ずるとして玉,ホールは

主要道路に近く東京駅側に配置されるように,道路との

関連性を持たせて考慮されるべき性質を持ち,規準階平

面では,最初Kその人昭の位置を計画しておかねばなら

ない

なお,最近よくある例であるが,1 階を銀hが使用す

る場合,大きな営業室のためにエレベータシ十フトを建

物の中心に配置することができなくなる場合がある.こ

の場合は,通常の貸事務所の設計と違って,設計の重点

が規準階より、むしろ1階に移るために,経営的にはむ

しろ不利な規準階を生ずることが起り得る.このような

ビルは階を単位として,移転が簡単に行い得な仏大会社

K一括して貸付け,そのイく利をカバーしている.

4,実例について

ア.丸ビ jし

規準階床面積 6,ooom.クラスの典型拍勺なブランを水

している.エレベータは集中型を採用するのが絶対の条

件で,かつ急行運転をhう

イ.日活国際会館

6図

Fig.6

貸事務所用途分析図
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4,ooom.クラスになると,

中庭を採って、中途半端にな

り勝ちで,設計者は非常に困

惑する場合が多い.このビル

は敷地の不整形と,上階に現

われる壁面後退(基準法上の

斜線制限)のため中庭をとっ

てぃない.とれは逆に室の奥

行が大きくなり,採光はぎり

ぎり・一杯といら所.上階ホテ

ルサービス用としてエレベー

夕のうち2台が逆向K設けら

10 図東京ガスビル

F槍.10. plan of
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11 図

中重ビル規準階平面図

床面祐 610m旦

レンタブル比 86夕'

Flg.11. plan of
Standard aoor.

画

^^

駆

屋

.

介

れている.

ウ.ブリヂストンビル,東

京ガスビル床面積 1,30o m2
Stand且rd aoor. 1,50om.前後のビルkなる

と,敷地一杯忙建物を計画し,共用部を中心に設けて、

室の奥行は深くならないので能率よく設計することがで

きる.前者は四方道路のため共用部を中心K配置し,後

者は三方道路のため,共用部のらち便所を不利な北側に

配置した伊1で,と、にとのクラスのビルの典型的プラン

というととができる.

中重ビル,新光ビル^.

床面積が 1,ooom.より小さいビルでは,室奥行の関

係から共用部は一方ヘ片寄せて設けられる.この二者は

と、に共用部を隣家側に配置し,採光のよい道路側に貸

室を設けた、ので,このクラスの典型的プランである.

友ビ jし^オ.

1 階を銀行が使用したためk共用部が片隅K設けられ

た例を示Lた.

5,むすび

以上,数個の例から貸事務所の設計でエレベータがど

のよう K扱われるかを説明した.多少なりと、エレベー

夕計画の上Kご参杉になれば望外の肖びである.
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エスカレ ^

Enlar禽ement of the Field of Escalator APPHcation
and combination with Elevators

(533)フ

の使用分

エレベ .

木

野の

夕

木

The latest demand for escalators in Japan has increased by leaps and bounds. The

number of lnsta11ation for the past three years has reached thTee times the total Pre訊lar

6gures, though the greater part of these escalators are found in department stores.

Enlarging 丘eld of their appHcation in America is sure to indicate the trend which

Japan may f0110W. Their application to department stores and business 0缶Ces in Japan

has merits and demerits as compared with elevators, whHe combination of boul the

arrangement has some features

村

これについては,19詔午 1ナ1米国電氣学公冬期総会

の1庸上 Westinghouse 冠機会1上エレベータ剖『サの H.C

Hickodく氏Kよって発表された Widening Field of

Movlng stairways.(エスカレータの拡火する使斤杉)

野りという論文で明らかであって,やがて人口稠密な日

本Kお込て、かかる方面ヘの応用が具眼の建築設計者忙

よって開けてくると思われる.これを要約すると

エスカレータの需要は年々増加して今日その応用の分野

は,あらゆる建物に用いられるよら Kなった.とれは過

去6年問に約 1,800台のエスカレータが米国国内に据付

られた.この数字はエスカレータが発明以来 45 午問に

据付られた値に匹敵することで証明できる.

使用分野としては,百貨店は、ちろん一般事務所ビル,

銀行,空港,バス・ターミナル,鉄道停車場,地下鉄,

ホテル,工場,ガレージ,病院,食堂,劇場,映画館,

学校,産尭馬場から舟舗白,航空母艦にまでおよび,アパー

トメント・ハウス,と倉庫を除く他のあらゆる高層建物

k利用されてきた.

このようK利用度が高くなった理由は,エスカレータ

の価格がおいお゛低減されまた輸送能力がとくに多仏K

、かかわらず運転費が安くつくように改良に改良を重ね

^

社

拡大

との併用

武

UDC 621.876.21,3

、.』

1.まえかき

エスカレータは発明以来郭年になるが,第2次大戦

後の画期的な発達と需要の急増は目覚しい、のである.

米国では終戦後 10年問の据付台数はそれ以前 45年

問の台数を上回るし,日本においては最近3年問の台数

は戦前の3倍に達する抵どKなった.しかLながら,最
近までの用途は主として百貨店に限られて込たが, ニ〔ス

カレータの使用分野は、つと広い、ので以下その点にっ

いて述ベるが,百貨店は、ちろん一般事務所ビルKエレ

ベータと併用するとき,その妙味を発揮する点を実例を

、つて記するとととする.

なおエスカレータの構造,一般的特長,据付寸法等K

ついては「三菱電機」第 26 巻 11 号および第 28 巻 6

号の"建築と電気特集号"に述ベてあるからそれらを

ご参照ありた仏

Takeo KIMURA

Head 0伍Ce

2.エスカレータの使用分野の拡大

エスカレータは主として百貨店の交通機関としてエレ

ベータとと亀に重宝がられてきたが,いまや米国では広

範囲の用途K用いられるよう忙なった.

*機械技術部長

夕
と



てきた結果である

エスカレータの経済的比較は縦の交通機関の兄弟分で

あるエレベータが良い対称である.エスカレータは短距

離を大量に運び,エレベータは長距離を多数運ぶ.要す

るに大量(Mass)と多数(Many),短距雛(short)と

長距籬(ιong)との差別である

エスカレータは毎時数千人(5,000人~8,000人)の能

力に対しエレベータは毎時数百人である.また前者は電

1含K毎分約 50ft の速度に対し後者は毎分500~1,oooft

K達する

したがってエスカレータとエレベータを併用しておの

おのの長所を牛かすことが建物内の交通方式として最良

の方法であろ5

3.百貨店

エスカレータは百貨店の主交通機関として米国Kおい

て発達し,全売場ヘの交通の 75%~85%はエスカレー

夕が受持ってぃる.百貨店における特長を列記すれば,

a.有効な場所をもっとも経済的k使用する

b.階から階ヘ連続的な流れで円滑に乗客を運び得る.

C.百貨店の交通の特長であるピーク・ロードをうまく

捌くとと、に売場の顧客の密度を平均K分散させる

d.一時的k顧客が殺倒しないから機器K無理が起ら

ない

e.特定の運転手は不要であるから運転コストが少く

てすむ.

f.エレベータのようK待時間がない.

g.同能力に対しエレベータの占める場所の面積のV.

~V6 でよい.

h.交通の変動に対し融通性がある. UP と down は

押釦だけで簡単に変更できるから店内の顧客が一部

分の場所に満員になったような時Kは,この可逆を

利用して容易に調節することができる

i.エレベータと異り開放型であるから,各階の売場

の大部分が眺められ購買欲を誘うから買物漁りのこ

婦人連や1階の売場を目的にきた人を、,ついその

便利さK誘惑されて2階以上に上って行くという効

果がある.

j.結局,百貨店経営の主な目的はひやかし客の財布

の紐を抵どいて有効な買物客に変えることで,その

点エスカレータは買物客を生み出す源泉Kなると申

して、過言でない

以上は米国の Louis parneS 氏が" planning stores

thatpay"とφう百貨店計画の書物に述ベた言葉で,日

本の百貨店において、全く当てはまる、のである

シカゴのマーシ十ルフィールド百貨店では,店内交通

の行詰りから綿密な交通測定の結果,既設エレベータ10

台を取り払いその跡へエスカレータを複列交叉型に地階

から 9 階まで18台を据付けて大々的に売上げの増加を

、たらしたとい 5 ことである.

ミ玲

1 図そごう百貨店ヌードエスカレータ

Fig.1. Nude Escalator, Dept. sogo

また三越百貨店本店では同様の理由から建物の中心付

近Kある5台並列のエレベータを撤去してうち2台を他

の位置に移設し,撤去跡ヘ三菱 12冊型エスカレータを

単列はさみ型に1階から5階まで,800 型を 5階から 7

階まで据付けたところ交通状況は目K見えて良くなり,

エレベータの前の混雑も緩和された.なお同店Kおける

エスカレータの利用率は1階Kおいて1日平均3万名で

入店客の約 40~50%はエスカレータで上層階ヘ運ぶ有

様である.このため商品の陳列棚の配列をエスカレータ

中心に模様替をした

大阪そごう百貨店では本年3月三菱 1200 型エスカレ

ータを地階から4階まで4台を新設した.同店のエレベ

ータは定員 22 名,昇降速度毎分120m の直流可変電

圧式ギャレスエレベータが8台並列に配置されて,毎時

約 4,000 名を 1階から上層階ヘ運び得るから,新設エス

カレータの毎時8,000 名とを合計して 12,0Ⅸ)名を運び

得ることとなり,どんなラッシュ・アワ一でも混雑しな

いで楽K目的階に行くことができるようになった

ことに1階2階間は両例レぐネルは透明ガラスになって

いる上にその下部には螢光燈の間接照明がしてあり,外

部から踏段がむき出しK見えるのでヌード・エスカレー

タ(特許出願中)と称して宣伝効果を100%K利用,売上

げが激増したとのことである.同店では引続き6階まで

2 台増設し本号発行頃には運転する予定である

また大丸百貨店も地下2階より1階まで2台,1 階よ

り3階まで2台計4台の三菱 1200 型を新設したが,引

続き3台の増設を決定し,とこも6階まで延びることと

なった.そのほか阪急百貨店に第1次計画として3台,

難波高島屋百貨店Kは 5 台,京都丸物Kは 2 台いずれ

、1200型を新設することとなり今秋末Kは京阪の大百

貨店は三菱エスカレーター色で塗りっぶされるという将

三菱電機. V01.29 NO.10 ・ 1955
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にエスカレータブームが到来Lた.これらはただ唯K競

g{心のみのホ',i果でなくエスカレータが1嘔卸,1iに<可欠の

ものであることが良く認識されたために外ならない.

ア.そごう百貨店におけるエレベータ,エスカレータ

併用の検討

乗用エレベータ稙載量 1,60okg,定員 22 名,速

度 120mlmin 直流可変電圧ギャ

レス.エレベータ設備台数8台

8 台ヰ辻匂の lj却侍問 155Sec

1周毎の乗客数を 22名とすれぱ1時闇の輸送能

力は

8 台の総輪送能力は 510×8=4,080 名,すなわち

エレベータは棚侍 4,000名を上層階ヘ運し町Uる.

エスカレータ 1200 型,最大輸送能力徳時唱,000名

速度 28mlmin

設備台数地階より6階まで6台

1階 2 階問のエスカレータの利用率を 75%とす

8,000×0.75=6,000 名れぱ

エレベータとエスカレータと合わせて証時10,000

60×60×22
^

- 155

りである.

そご5子i貨1円ではエスカレータを」曽,没したためには

density rati0 35.6 が 14.25 までドリ米国の股備の良い

再貨1占と変らぬまでに全った.したがって顧客は湿雑し

ないで所望の売場ヘ赴くことができる.ただエスカレー

夕の配置で米1到とU本と述う点は,前者はほとんど複列

配置であるのに反し後者は今までのところすべて単列で

ある.

1 表アメリカ 1こおける百貨店の density ratio

510

名を運ぶ.

百貨店において縦の交通が

能率良く行われているか否か

の判定k " denS北yratio"の

値を検討するのが簡便であ

る.これは density ratio=

2階以上の売場の全面積(ftり
1時問の輪送能力

で示され,この値が 20 また

はそれ以下の場合は良好な設

備状態とされ,25までは普通

でそれ以上になる抵ど設備が

能率的K行っていないとされ

ている.

そごら百貨店では,2 階以

上の光場の面積は 142,50oft.

であるから

手'

_ーー^^ーデ^1^^^
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density r2.tio

142,500 142.500

4,000 10,000

北寄入口

Jノ

恋斉橋通り

Seattle

Boston

はこの支ではエスカレータは 0%に壮りているが

density tati0 37 が 20 になった

,J

=35.6

また最プく愉送育E力の

ぎのとおりである.

上儿

地下鉄出札口
よりの入口

御堂筋入口

2 図エレベータ,エスカレータの配置(そごら百貨店)

Fig.2. Locatlons of Elevators and Escalators.

(Dept. sogo)

総カラス張り

エレベータ 33396

エスカレータ 66.696

米国における百貨店の

density rati0 は 1 表のとお

エスカレータの使jU分野の拡火とエレペータとの伽'ju・人村
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売場を見波せるのはエスカレータで下

りながらの方が理想的であるが,これは

Π本の現状ではエスカレータの価格が比

較的高くて建設費K多額を要するとと,

エスカレータの二剣荊が百貨店の新築当初

からの計画でなく後から加えた玉のが多

いとと,また最初から計画した玉ので、

その利用率が実際以下K見積られて主輸

送機関としてエレベータを選んだととに

原因していると思われる.

したがって今後の百貨店計画は主を工

スカレータ(複列),縦をエレ・丈一夕とす

ることを提唱したい.

イ.そごう百貨店におけるエレベー

タ,エスカレータの配置の検討

2 図のよら K百貨店の出入口としては

5 箇所Kなる.とれをある日の入店顧客

数の百分率で示すと大略

地下鉄よりの入口 32%

心斉橋筋南寄入口 22%

0 北寄入口 17%

御堂筋人口 16%

大宝寺町入口 13%

'J

、

琴珍
、毛

詠、

^

二ブ

劃゛ー 餐珍一瓢ξ笈.

"ど'

エレベータを分散させず8台弛列にし, 1_か、各人「1

から平均に近い位置K据付けたことは百貨店として定右

的な行き力であろう.

エスカレータの配置は,1"入の多い入口から目に付き

やすいとと,乗りながら店内売場ができるだけ多く見え

るととなどが条件となるが,今回殻置の位置は申分がな

とくに1階21塔問は出入人数の最、多い心斉橋筋側V、.

に正面を向け,また地下鉄側では出札口を11_隈と真横の

入口から 11塔ヘ上るエスカレータの側面が見えるように

削置されたことは良策である.

地ド3剣則からモードエスカレータ(外側パネルK確光

シグナルを通し竃光の走ることによってゴ、スカレータの

存在をはっきりさせた新機軸である)で 1 階に bり,1

階売場の卞姜部を通りながら最上階ヘ行く人はエレベー

夕を,中問階まで行く人はエスカレータを利用すること

となる

エスカレータ新設当時は珍らしさに惹力吋1て火割")の

顧客はとれK集中したが現在は目的階k応じていずれか

を選んで利用している.

4.銀イテ

米国では21偕を銀行K使用する力式,すなわちSecond

Hoorbanking が多くなってきたが,日本Kおいて、近

い将来この方式が採用されビル冉体を、つと、経済的に

利用することになる.

このガ式は銀行業務の主なフロアを地上向から上K移

すのであるが,かかる場合第一K公衆の便宜を杉えねば

10 (536)

ぎ
゛

,'

.「

y'ニ,゜

JO゛

^

Flg.3.

'゛

1"'
J^

14-

3 図第 2 階の銀行向エスカレータ

Plaza Bank of commerce, Kansas city, MO.

EscalatoT foT second 丑0OT banking

女、

。j

式

み

^

ならないから正規の階段に加えてエスカレータを設備す

ることが望ましい、

これkついて Florida NationalBank & Trust co.

の社長 C.A.shewmake 氏は経済的な角度から次のよ

うに強調Lている.fわれわれ銀行業者が新しい銀行ビル

を計画するときKは表通りに面するフロア・スペースは

余りに価値があり過ぎるからこれを商店とか高級喫茶店

とか高い賃貸料の取れるところヘ讓り,銀行は第2階ヘ

持って行き,安いフロアを利用すべきである.1 階の局

さは 18ft 、あるから階段を歩くのは大儀であるので工

スカレータを据付けるべきである.」

またシカゴ Title & Trust co.では公衆と接触の多

い部門を第21浩に置いて賃貸料で年闇 50,000~75,000

ドル節約できたとのことである. 1司社の高畔士長 H. A.

Moore 氏はつぎのように桜告している「エスカレータ

のために会靴は単位当り 4 ドルの賃料で 28,oooft.を{

める第2階を使用することができた.ところが地 U培の

賃判・は平均 6~8 ドルである.階段は設けてあるが顧客

は滅多K使用しないでエスカレータで昇降Lている.」

その他米国大者砂市では Second 丑oor banking の実

例は数多あるが,日本ではまだ実現していないが東京,

大阪のよらな士・一升金・一升といわれる処ではとの方式の

実現する日、近いことと思われる.銀行業者および建築

設計者各位のご決断を待つ次第である.

この場介エスカレータは800型を昇降おのおの1台ず

つ階段の両側または片側K並列するのが標準である.

5.バス・ターミナル,空港

地上階は当然バスの乗降場に使用し地階は商品光場と

してその問をエスカレータで連絡する.

三菱電機. V01.29 NO.10.1955
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4 図空港向エスカレータ

Fig.4. GreateT plttsbuTgh Alrport. Esca]ator {or aitpoTt

新式の空港たとえばピッツバーグ空港の如きは 32in

幅(800型)エスカレータが4台設備されて上階はホテ

ルk 、なっている.(4 図)

6'鉄道停車場,地下鉄等

高架の停車場および地下鉄プラットホーム路画問の数

分毎K殺倒する乗降客の流れを緩利する唯一の交通機関

としてエスカレータが適当である.この場合 1200型 2

濠,

がξ

一→』'

三
、耳

J'

リ

迂L〕、[1,,マ

^

二一

冨

乎

人乗厩11寺 8,OW 七の

能力の、のが良い.

戦前据付けた、ので

目下運転している工

スカレータは国鉄元

町駅(神戸市内)K路

面からフ゜ラットホー

1、の小1剖まで1200」1N

の三菱ML型(旧型)

があり,その他大阪

市内では地、ト鉄や阪

御電鉄に数簡所設置

されていたがすべて

戦時中の金属川収て

撤去されてしまっ

た.当社では最近京

浅尋

0、ー 、、'

ぎ

阪神急行電鉄から御

戸三宮駅終点西出入

口の路面よりプラットホームまで垂直揚程 9.387m,800

型エスカレータを受注し本号発行直後頃に運転開始の運

びに至る予定である.将来この方面K続々復活されて・ー

般乘客のサービスに使用されることとなる.

フ,食堂,ホテ)し

米国では力フェテリャ(お客自身で1Ⅲを運ぶ大衆食堂)

Kエスカレータを使則している. H本で玉賃貸料の安い

」也ト、1塔を食叫tに刊則してその出人K使刊なよら1てエスカ

レータを設備してサービスすることも鴬業 Lの一策であ

ろう

ホテルではエスカレータを入口からロビーヘ,炊出場

から食堂ヘその他の用途忙用いる.前者は泊り客用で後

者は食堂ボーイ用で米国各地の大ホテルでは利用されて

いる

日本では帝国ホテルK三斐 80OL 型1台を据付けた.

とれは21塔の大宴会場ヘ連絡するものである.(5 図)

8,工場,学校

従業員の非作業時問を節約したり,作業場と食堂間の

往来を便利忙するためにエスカレータを用いるのはやは

り時問鯨絲勺をモットーとする米国のことで,日本の工場

経営者がここまで意を用いるよらになるのは抵ど遠い感

があるがかかる分野Kまでエスカレータは利用されてい

る.
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5 図ホテル向エスカレータ帝国ホテル,東示

Fig.5. Escalator (OT hotel.(TeiRoku Hotel, Tokyo)

工1カレータの使用分野の拡大とエレベータとの併片」・木小1
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芋

これ、米国の例であるが高層建物の学校では,教室の

入れ替り忙クラス全体が移動する時エスカレータはエレ

ベータK比ベて数倍の能力を発揮する.新しい学校で10

台のエスカレータを用いているところ、ある.

9.劇場,映画館

パチンゴ店の最眺時にはしぱしばエスカレータの照会
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(5 ) virginia Light & power BUⅡding

4 階建であるがエスカレータの他エレベータは

,没備されていない.

( 6 ) Metropolitan Life lnsurance co.

N 晧建 6β妬人の従業員を容れる新築事務所

ビルで81培までエスカレータを設僻jした.

事務所ビルKおいて,エレベータの代り忙全部エスカ

レータを設備することは経済的であるが,またエレベー

夕とエスカレータとを働芋何する elevator・escalator

System がおいおい増加する.日本の現状としては,後

者の方が適当であろう.ただしつぎのととは予め杉慮K

人れて計画しなければならない.

a、エスカレータは21塔以上のノ＼口が600 名またはそ

れ以上の建物の場合Kぢ慮されるべきである.これより

少いノ＼口では不経済である.

b.エスカレータで満足なサービスを行うには,階高

は6階か7階で最高8階を超えるべきではない.これよ

り上層の階ヘの交通はエレベータの方が良いサービスと

なる.

C.エスカレータは経済的忙エレベータと匹1敵する場

合に用いるが,たとえば少々不経済で、エレベータ用の

機械室(建物の種類によって外観を不調和忙することが

ある)がいらないこと,鉄骨にかかる荷重が少いこと,

待時間がないこと,輸送能力が大きく急速K建物にはい

つてくる人を捌ききれる点等がエスカレータ使用の決定

的条件となる.

イ.事務所ビルに使用し九場合の長所,短所

(1)エスカレータの有利な"は

運転の連続性

エスカレータはいつで玉直ちK乗客を乗せる状熊

忙あるから,エレベータのよらに待時閥および着

床時間を省くことができる.

輸送能力

80omm 幅,27mlmin のエスカレータの公動;輸

送能力は5分問400人でとの能力は容量 1,10okg

(定員 12名)のエレベータ 13台または容量1,400

kg (定員 18名)の、の 9 台忙匹敵する.(エレベ

ータの1往復時間を 2分として)

占有面積

80omm幅エスカレータを上り下り2台複列に配

置する佃積と 1,40okg エレベータ 3 台バンクの

血科沈比較すれば 7 図に水すようK岡一である.

したがって朔一'輸送能力Kおいて松の占有画積

、,"

6 図劇場向エスカレータあしベ劇場,火阪

Fig.6. Escalalor for tl〕eater、(Theater Ashibe, osalくa)

'一

司

冬

があったほどであるから,確実な観客層を握っている劇

場や映画館、エスカレータKよるサービスは当然杉感さ

れねばならない.一例として付的は多少外れているが火

阪の娯楽街下H前あしベ劇場(6 図)の路面から地、トの

名店街ヘ、ドリ用の 1200型を,また佐世保国際会鮪(映向

館)κ路面から巾 21塔まで 8001,型を据i寸けた.

10.事務所ビル

般ア. ^

米国では最近数年問に事務所ビル忙エスカレータを使

用することが目立って増加してきた.

代表的な、のを挙げると

( 1) chrysler coorporation Building

地1塔5階間をサービスするためK 1948 午エス

カレータが8台設備された.

( 2) Tennessee coal & 1ron co.

5 階建の建物の企階が 18 台のエスカレータで

リ・ービスされている.

(3) John Hancock BUHding

地階・8 階問を運ぶために 48in (1,20omm)

の2人乗エスカレータがjUいられ,この26階建

るようになっている.

( 4 ) dupont Building

この建物は(2)と共にエスカレータの乃、左怜

送の1唯一・のノj法と Lている,

12 (53S)

の他の階ヘは 21 台のエレベータでサービスす 1

^ ^

^

J-゛丁

1図エレペータ

Flg.1. C01〕1Palison

14,600

とエスカレータの占イi画積の比較

Of space of elevntor wltl〕 esca】ntoT.

、1菱屯機. V01.29 NO.10.]955

β,500
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連続輸送であるからエレベータ忙比ベはるかK人で良い.

きな輸送力を有しているが垂直力向の速度は毎分運転手

人件費の飾約は明らかである.詳細は後で述ベる. 13.5m で高速エレベータの約 IW である.しか

しエレベータに乗るためk待たねばならない時問機械室およびピット

をエスカレータは進んでいるのであって丁度兒とエスカレータはトラスの中に機械室があるから不

亀の競走のよらな、のである要であるが,エレベータの場合頂部に機械室最下

階の下にピットを作らねばならない.この省略は 乗客の感覚

乗客にとってはエレベータでは目的階を一口いうかなりの金額Kなる.

だけで安閑として運んて.くれるのK反し,エスカ電力消費

エスカレータは平均1時間当り 4kW であるが, レータでは乗客自身で気を配らねぱならない

エレベータはギャレスエレベータで 10~12kw 不具者および荷物

これは構造上から亀不可能であるから少くと玉 1である.

台の人荷兼用のエレベータを設けねばならない.支持架K加わる荷重

不利な点は以上であるが,しか、見かけの速度がおそ複列のエスカレータに対する自重と動荷重の合計

は各中間階の床に対し 25t である(4 台分). いとか,乗客の感じなどは多分に心理的な要素Kよる

、のであるエレベータは 1台Kついて約 21t である.

ウ.エレベータとエスカレータとの経済上の比較散障

これKはまず台数を計算し,その結果経済的な比較をエレベータの故障は全階にわたる縦の交通機関の

つを失うととkなるが,エスカレータの故障は しなければならないが一二の例を挙げて説明する.

(例 1)ある階間の一方向のみK限られる.必要があれば

隣のエスカレータの運転方向を反転してその方向 地上7建階の事務所ビル

2 階以上の各階床面積妬,oooft.の輸送は確保できる.

(2)エスカレータの不利な点 2 階以上の全人口 2,700 名

エレベータは容量 1,20okg (定員 15 乳),毎分150m何といっても不利な点は速度が遅いことである

表エレベータとエスカレータとの経済上の比較

C

所 要 数

( 1)

エレベータによる計画

1,20okg, 150m mim

シグナノし.コソトロー九、

台9

b 、、贊

「1 贄

"1 哉

険黄

保 1.費

償

保

動ノ」,

仙

@¥10,000,000

aD

エスカレータ1Cよる計画

エスカレータ 80omm 型,12 台

間)

,.8 。

0.8゜。

占右面禎の評価(年

(待介せ場所も含む)

数坪

仕f '"り j1 4,ooo rrD

¥90,000,000

愉杉 人村費は連転千(交昌者を含む)スタータの給料,制服八,保険八等を見込み 1 人門 3 万円と仮定し

償剣1費壯撥械の寿命を 30年として 30年償却とした

選ノ」料f才 1 Π 10時間上し lk訊『H 当り 5円とした.

保守サービス費は 1 台当りギャレスエレヘータ月1 万μ1,エスカレーク月8 下山と仮定した

占有面柚の負貸評価月4,000円1坪は冷暖房費山よび敷金の利 f等を含めて仮定した値である

エスカレータの使汁杉)野の拡大とエレベータとの併用・木村

エレペータ 90 mlmin

Y 7,20n,0()0

Y d,4:1n,OUO

Y 600,00{1

Y 2,430,000

什 V14,660,000

エスカレータ@¥8,0Ⅸ),000

¥96,000,0Ⅸ)

Y 6,5{川,000エレペーク

計 VI02,500,000

十9,740,000

問)

(539) 13

σ卜住D

1台

V I,080,1×10

、 6,270.0Ⅱ0

¥850,00り

V 2,120,000

計 YI0,320,000

212 坪

、'10'200,000

Y24,860.000

V -12,500,000

100 坪

、 4,800,000

¥

、 15,120,000

+ 1,340,000

¥+5,400,000

1
2
3
4
5

台

趣
人



のギャレスエレベータとする.

削夕のラッシュ時の 5分間K 91塔以_1二の人1,1の 20夕6

を運ぶものとする.すなわち 2,700×0.2=540 名となる.

その内2階の一部の人は歩くと仮定して計算のとき

80秒 a 方向急行,他

60×5× 15

500 名とする.

エレベータの平均 1周時問を

ブj向は 1階飛として)とすれば

1 台のエレベータの5分問の輸送能力

'子56 名

エレベータの所要台数Ⅳ=-9 台

以上はエレベータのみの場合の必要台数である.

エスカレータについては 80omm 型を各階複列K設

けると 12 台となる.

1 台のエスカレータの実用上の輸送能力は 5分間に

300 名(最大の 72%)位であるが,12 台を朝夕のラッ

シュKは同一方向に運転すれば300×2=600名となり工

レベータの輸送力500名より多い.

ただしエスカレータの場合は少くと、1台の非常用兼

貨物用エレベータが必要である.エレベータによる計画

を 1 とし,エスカレータによる計画をΠとして両者の

経済的比較を表Kすれば 2 表のようになる.

との表により建設費において日本の現状ではエスカレ

3 表新丸ビル・エレベータ設備一覧表

ータの力が 14%高くなるが,経費と占村面積の評仙ル

で年問 40%安くなるから,数イギ間で建設費の超過吐取

り返せることとなる

(例 2)新丸ビル級事務所ビルにエレベータ,エスカ

レータ併用を老えた場合の設備剤・画.

新丸ビル忙おけるエレベータの交通実態調査は 28年

2 河 11日~12日忙行い 1、三菱電機」第28巻2・号「商

哲滄EエレベータKついて」と題する中で述ベたが,最近

の同ビル入口は調査当時(開館)の20~30%増加したと

のととである.便宜上その当時の数値を参吉に使用する.

(i)エレベータとエスカレータ併用の場合の台数.

現在エレベータの設備は 3 表のとおりである.

いま 7~8 階行をエレベータⅣ台を使用し,1~6 階

までをエスカレータ 80omm 型複列交叉型に配置して

10台使用すると仮定すれば,エスカレータの利用者は上

表カッコ内数字から 140十釦十55=255名(5分間),こ

れK対し 80omm 型の5分問実用輸送能力は(例1) K

示すように300名であるからまだ余裕がある.、し不足

の場合は上り下り用をいずれ、上り専用に使用すれば5

フ~8 階行エレベータは 1周時問の実阻Ⅲ直は 62.6秒

80

ノぐンク
容量X速度

】ζg mjmln

A 1000 ×150

B

厶数 位置

同

C

4

上

東玄関

行先階

同上

G

4 東玄関

悌老

700×75

フ-8

4

カ,コ内の数値は現在の乗客数の推定値である

西玄鬨

南玄関

分問に600名まで運び得るとととなる.

で,輸送人員は 265+80=345 名である.

5分問の輸送能力はエレベータ 1

4-6

2

220

他65)

2-3

南玄関
専用

フ-8

4-6

115

Ⅱ4の

二旋俺機・ V01.29 NO.10.1g55

60×5×11

- 2・ー=5362.6 -
345

IV=・・ー・・=6.5Nは

すなわちエスカレータ

エレベータ

(iD 経済的比較

(例 1)と同じょう忙計算すれば建設費においてエレベ

ータのみの場合より併用の場合の方がわずか安価にな

リ,かつ経常費と占有面積の評価においては年問約22%

安くなる勘定で併用式のばあいは最初から経済的である

といえる.

佃m
佑ω

45

(55)

6ハン

',

Aj67 8ハシク

＼1/

したがってエレベータの所要台数

7 台でよい.

1 階 6 階問 10

フ,8階1〒 7

東京駅降車口より
バスより

王スカし一夕を併設した場合を
新丸ビルエレベータ配置 予想した配置

8 図交通の流れ(新丸ビル)

Fjg.8. Tra伍C aow.(New Maru BUⅡ.)

60×5X定員
1周時問

14 (54の

東玄團

一一

フ゛階行

叉1出・:[各1白打ス
力
フ・δ階行L

夕

(iH)配置の検討

朝の最大ピークにおける

(午前8.55~9.0の入館者の比

率は東玄関70%,南玄関 29

%,その他 1%の割合である

から,エスカレータは当然東

玄関付近K設けねぱならな

い.

エレベータフ台のうち2台

X2バンク計4台を東玄関に,

台を南玄関忙,またその反3

対K配置するのが一般的な杉

え方であろう

したがってその配置を示す

と 8 図のよら忙なる.また工

スカレータの複列雪晒ご置は 9

1/
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2階
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9 図複列交叉型エスカレータの配列

Fi又.9. Arrangement of criss、cross type.

図のよ5Kなる.1階 6 階問の乗場たまり場所を含めた

全投影面積は225m.である.これと同一能力のエレベー

夕の台数は,4~6 階行の平均実測
60×5×11

、、

、、

'＼

、、
、、

る.ロンドン地下鉄のラッシュアワ一における運転速度
は 180丘に、達する.ただしとの場合釆場と着床長さ

(水平移行の長さ)は一般の、のより長くする必要があ

る.百貨店用と一般事務所用とは乗客の種類、違うから

速度玉進って、よい理である.日本で、最高毎分40m

位は許されてよいだろら.傾斜線速度で毎分125ft,垂

直速度で毎分60丘すなわち毎砂 lft で,階高 15ft

とすれぱ1階間の昇降K 15秒を要することとなる.

乗換えに歩くため 5~8秒を要するから線速度 125ft
60

のエスカレータを用いて、平均電直速度は 15ftx
15+8

'〒40fvmin となる.

6 階建の昇降行程は 15×5=75ft 忙なりこの行程を

行くのK約2分を要し,8 階建の場合は2分40秒を要

することとなり,一般K 6階~8 1箸までがエスカレータ

の使用限界と杉えられるのはとの理由からである.

それ以上の高仏建物に対して、エスカレータの優れた

点を発揮さすKは急行用エスカレータが必製となる.

1?.急、行用エスカレータ

10 階建の建物Kついて杉えて見る.

1 階を基準として,急行用と各階用を併役する場合に

おいて,急iテjⅡとして(a) 1-3,3-5,5-フ,フ-9,(b)

1-4,4-フ,フ-10,(C) 1-5,5--9 の3つの組合わせ

について所要時問を計算した結果は,(b)が、つと、よ

い方法であって1階から各階までの所要時間を1乗換に

8秒として計算するとつぎのとおりである.

階 使用 所要時問乗換数

1-- 2 0 ーカノし なし 15 Sec

1- 3 0 ーカノし 38 Sec1

1-4 づヨ、 1'、. 45Secなし

1-5 急iテおよび口ーカル 1 Imin 8 Sec

Imin31Sec1-6 グ 2グ

Imin38Sec1-7 六1、〒.i 1

2 min lsec1- 8 急行および口ーカル

1-9 グ 2 min24Sec0

2 min31Sec1-10 急行

10 図はこれの配置である

日本では事務所ビルK急行用エスカレータを計画する

気運K至っていないが,これは進歩的建築設計者の決断

Kより案外早く実現するか玉知れない.

13.エスカレータの配列について

エスカレータの配列の力'式は実川上単列,複列おのお

の2種類K分けられる.

複列の場合

a.交叉型 Criss・cross

、、

1

、、

、、

、、

あるから5分問能力は

、、

74

7 台である.7 台のレベータ所要台数は =6.75
4,5

エレベータの占有面積はたまり場所を含めて融om.で

あるから,占肩面積では同一能力K対し、以下でよい

こと Kなる.

Π.エスカレータの速度

H木におけるエスカレータの速度限界は東町t都庁で毎

分30m 以下と決められている.米国の Safety code

for EleV且tor & Escalator では最.j 125fvmin であ

、、

一

1 周時間は 74秒で

".5 したがって工

[二Σご亘正1_

下ル,^

^、^

1階

上ル

、太
10 図急、行用エスカレータ

Fig' 10. EXPTess esC且]at0τ.

エスカし一夕の使用分野の拡大とエレベータとの併用・水十1
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C四jぶ6' cmδδ aがaCルd
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^
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単列の場合

C.はさみ型 Scissors type

d.・一列型 Single bank type

とれらの配置上の長所短所を挙げると

交叉型a 1

Pa門がe/ C卯メmuoUぶ

所

1.1fドカ↑司い,、れ忙お 1

いても床か制木ヘ直

按連続に運ぶ

2.打'降の乗継ぎが敵れ

ていて混耕しない

3.エスカレータの直、F

の場所を、つとも肩

効に利用できる

b-i 平行重ね型

所長

1.エスカレータの存在

がよく判る

2.側面や端部がよく1挑,

められる

短 所

買物客の説野が減・J

る

δ卯卯肋PωedPa胎がel

_'ゾ

2.エスカレータの存征

場所が比岐的永しK

くい

3.側画と端部が重なり

合って視甥港さまた

げる

上記のうちa-i交叉隣接型は据付画積が

少く経済的な形式で,米国の百貨店で、こ

の型式が、つと、多い.

日本では現在ほとんど単列であるから

(C)のはさみ型が断然多い、(d)の一列型で

は乗継における乗客の歩行距離が長くなっ

て乗客ヘのサービスがよくない.

玉し事務所ビルK据付ける場合は第一に

占有面積を少くするよらに毛えなけれぱな

らないから,白からその選択は決ってくる.

14'エレベータ,エスカレータの建

物内配置

建物内の配置については種々の条件が関

係してくるがお、な玉のは入口と柱上の関

係である.12図はエレベータ,エスカレー

、1菱電機. VO】.29 NO.10.1955

11 図代表的配列例

Represenlatjve aTrangement9.

3.買物客の視野をさえ}

ぎらない

b-ii 平行連続乗継型

所

1.昇降いずれ、床から

床ヘ連続的K運ぶ

2、昇と降の交通がはっ

きり分割できる

3.顧客の視野は妨げら

れない

4.端部や側面がよく眺

められエスカレータ

の存在がよく判る

短 所

1.床から床ヘの交通が

不連続となる

2.乗客の向う面は昇か

降か店の・一方向のみ

となる

3.昇と降の交通がひっ

つきすぎる

δd硲卯

16 価42)

短 所

1.床面の場所が多く必

要とする

F喰.11.

δi四le 加nk

、

、
、 長



夕を併用した建物内の配の数列である.

下記の点は一的な注意項目である.

^^

^^

..酉..

エスカレータ

エレベ'ータ

留...

^^

....

C

^^

^^

(1)エスカレータは建物全体として人の流れのガ向

に設けることq列,そどぅ百貨店等).

(2)止面出人口から容易に客の眼につき幽然に上階

ヘ導き得られること q列,三越本店,大丸東京店

等).

(3)百貨店ではエレベータより、エスカレータを主

体Kして売場を定めること

(4)乗継のとき乗客の歩行距離をできるだけ少くす

ること.

(5)建物の規模k、よるがエスカレータで酒エレベ

ータで、おのおの分散した配置は有効でない.た

だし両者を隣接する必要はない

由
の

^^

^^

日
△

^^

^^

厘.....

15,むすび

以上のようKエスカレータはエレベータに比ベて,い

つでも乗れる状態にあること,数台のエレベータのどれ

K乗るか迷うこと玉ないし,エレベータのカゴ室に閉じ

込められて不愉快K肘を突き合わせるとと、なく,経済

上から、有利である.

しかしながら,エレベータの運転方法や制御方式、長

足の進歩をして,運転手なし白動監理運転のエレベータ

は運転手の人件費、省けるし運転効率亀非常に良くなっ

た.

結局エレベータとエスカレータを併用した計画,すな

わち比較的低階はエスカレータで上層階はエレベータを

用いることが日本では実現しやすい方法であろう.本稿

がいささかで玉建築設計者のど参考になれば幸甚であ

る.
..

て7

^^
^i^

^^
^^

ぐ

口^

叉7

LL^△
占'ιΞぞロユ刀

12

Fi8.12

図エレベータ,

Representative

ぐ

呈読ヨぐ
△一」△

エスカレータの代表的配置例

Iayouts of Elevator & Escalat0τ.

参考文献

H. C. Hickock, widening Field of Moving stairwayS 1953.

G.B. Gustae, Architectural Record,1950,1952.

Dr. Louis parnes, planning stores that pay

Second Floor Banking, Banking.

Westinghouse ElevatoT Division, Buyer'S Gulde Electtic

StaiNays.1954

木村武雄外4名三菱電機第28巻第2号高性能エレベータ

について 1954.

外野範吾三菱電機第28巻第6号縦の交通機関としての三

菱エスカレータ 1954

エスカレータの使用分野の拡大とエレベータとの併用.不村 (543) 11
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最近の

Standard Nlitsubishi 電levators of

the 夏'atest Desi禽n

レ

向

名占屋製作所

井徳樹*

Evaluation of large buildings is greatly governed by the 丘tness of elevators instaⅡed

there. The place of instaⅡation, the number, capacity and control system 且Ⅱ Play

impotant parts. To aim at the best utiHzation of faciⅡties in the new instaⅡation,

Mitsublshi has estabHshed a standard to recommend to customers based on a history

Of long years and the latest information furnished by westinghouse.1f this standard

is f0ⅡOwed on the part of users, elevators wiⅡ be delivered in deslred tilne with every

Possible high performance by our company.

^

^ 夕の標準

1.まえかき

エレベータは駆動装置・乗カゴ・釣合オモリ・制御装

置・レール・保安装置・出入口扉および枠・信号装置等

の機器をかならず備えていて,この各部分はエレベータ

の用途,容量によって多種に分れているので各部分の組

合せとなるとその種類は驚く抵ど多くなる.、しこの変

化、単・一機器の複合のみであるとするならば多種、問題

にするに足らぬ、のであるが,たとえば各建築Kよる昇

降路断面の変化忙と玉なうカゴ寸法の変化は相当根本的

な変化をエレベータK与え,上記8機器中レール部分と

信号装置との2部分以外は大きく変化せねぱならぬこと

となる.

、し家屋の部屋に定められて込る 4.5畳間,6 畳問と

いらように2畳敷のエレベータといったカゴの火きさと

操作方式等が堺格化されるときは製作工場の製作上の便

利ぱかりでなく,需要者側にお込て玉エレベータの計画

の場A',いたずら忙気迷いを多くして、つと、適当した

、のの,選定に困難を感ずることなく,高性能のエレベ

ータが希望の時期に安価K得られるし,使用中k故障の

あった場合忙玉さっそく問Kあい得ることは,設備を、

つと、有利K使用できる、のといえる.

米国においては製作数の 50%は標準エレベータであ

つて,あと 50%が特種の注文Kよって製作されている

と闘いている.

18(544)*技術部機械副課長

UDC 621.876.2 (083.74)

Tokuji MUKAI

Nagoya works

わが国の実状K、つと、適したエレベータを設置ねが

らため,当社の永年の研究と経験と米国 Westinghouse

竃機会社の最近の資料を基にして,標準寸法および標準

方式を以下述ベるように決定し推奨している次第であ

る.

領Ⅱ.種

乗用エレベータはその建物が使用される目的によって

一般用・百貨店用・1河浣用の3種類に大別される'一般

用とは事務所・アパート・ホテル等の建物である.これ

らの用途Kよってエレベータの駆動方式および操作方式

、低とんど限定される

1,駆動方式

駆動力式忙は歯車ナシ可変電圧方式,歯車式可変竃圧

力lt,交流2段方式および主K荷物用として多く用いら

れる交流1段方式の4種がある.

』"¥

1 表乘用エレペータの用途と枳準駆動方式

方卵動 式

1用歯車ナシ,歯車 交流2段交流1段
t 途＼可変確圧可変雛

三菱電機・ V01.29 NO.10.1955
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表 2 工しべータの標i佐駆動力'式と標準速度
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交流1段 交琉2段 歯車ツキ趨
可変電圧可

表 3 歯車ナシ巻上機利則"容量適川(kg)
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速皮＼＼
ml ・~n11n ＼

巻上滋

車ナシ
変置圧

＼

106

NID-105

2:1

巻上機の重量
3,150 4,350R宮

表 4 歯車式巻上機蔵枝容量適川(kg)

150

J

1,400

1,250

1,100

低速側宙動秩

高速側電動荏

0

入ID-104

1,800

1,800

1,800

1 1

1 図 EMF-400 型交流2段速度巻上機

Fig.1. AC-2 Speed traction machlne.

的階K近づいて減速圏内K入るとカゴ上忙設置された着

床りレーが動作して電磁接触器を高速側から低速側K切

替える

この低速電動機によって減速の問,電力が電源側K返

還され再生制動力が作用して減速の制動動作を行う.よ

つて減速距離を短縮して全体の運行時問を短くし,かつ

適確な低速運転が得られて着床の誤差を小さくできる.

(2)自動着床および床合せをする.

自動蒲床の結果停止制動位置以上に行過ぎた場合K幽

動的忙米合せをする.

交流2段エレベータでは電源電圧が異常に降下した場

介に行過ぎる恐れがあるのでこの方式を標準としている.

なお交流2段エレベータで速度妬m/m血以上の着床

誤治をとくK少くする必要がある場介には,要求Kよっ

て白動諮床の粘果行過ぎたとき、行足りないとき、床A

せすること、できる.

イ.直流可変電圧エレベータ

エレベータ各個忙電動発冠機を設け巻上宙動機は直流

分巻電動機を使用する.速度制御は発俺機の界磁制衝辻

電動機の界磁制御を併用するワードレオナートソj式であ

る.

この方式は当社のイングクタ・りレー方式と組合せる

ことKよって加速減速が負荷の変動にかかわらず規定の

哩想世1線にしたがって行われるから,加速減速が円滑か

つ迅速で乗心地が良く,とく K低い芯床速度が得られる

から着床が正確である.

e

90

105

EMF EMF

誕、

2:1 45

巻上機の重量
心紅動機を除く)

1ζR

毛

裟難

,000

200

注

2,600.4,000 6,000 9,000 10,000

.,'00,',000 ',0001,000,0,0001
2,400 3,400 5,000 7,000 10,000

^r^ー^^^^^^^^ヨ

上表中 EMF-300,400,500 型の容量は乗用1レベータの容呈を表わしして゛

るから貨物用の容量は]0%程度劫量できる

700

1,800

1,800

.メ

ア.父j充エレベータ

交流エレベータは建物内の動力電源(50CIS 20OV,

60CIS220V)を制御盤を経て直接巻上竃動機K与える

、のである.巻上電動機はエレベータ用としてとくに設

剤'した3相カゴ形誘導電動機を使用しているから起動・

停止.・逆転が頻繁K繰返されて、信頼度がきわめて高い

、のである.

交流エレベータは高速に用いるとカゴの着床が不適確

Kなるので低速で階数の少く,しか、設備費がある限度

内Kおさえられた場合K用いられる.なお速度を上げる

か着床を適確にするためつぎの3つの方法がある.

(1)交流2段速度電動機として速度を上げ荊床を適確

Kする.

商速,低速2種の3相カゴ型誘導電動機を同一軸K串

型に組合せた、ので高速倶揺極,低速倒B2極と、しでいる.
高速電動機Kて起動および定格速度の運転を行ら.目

最近の三菱エレベータの標準・向井

150 180 550

6,000

900 1 1,5001 2,700 4,000

9,000 1

6,000 1

__1,0001,500
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2図

Fig.

写

EMF-400 型歯車ツキ可変電圧巻上機

2. V.V. Geared 廿action machine.
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電力の消費と保守は最少限で済む

(1)ロートトロール付エレベータ

ロートトロールは回転機型の増畷器で同期的に滑り動

くエレベータの"頭脳"といわれる.この小さな直流発

電機の容量は 250W で V2HP の3相誘導電動機K直

結されて3個の界磁巻線を、ち,そのうち2個の界磁巻

線はカゴが動く速度K敏感なつながりを、ち,この発電

機の発生電圧を決定づける.この発電電圧回路は自己の

第3の界磁巻線を経て主発電機の界磁力を決定している

から負荷の大幅の変化に、初め決めた理想的な速度曲線

にしたがって運転される.

とれから外れるのを自動的K補正されるので乗心寸也の

良い迅速な加速,減速運転が得られる.

きわめて低い速度、強制運転ができるから着床寸前ま

で相当早い速度で、良いことになりエレベータの実効速

度が高く,したがってエレベータの運転効率が向上する

また着床速度がはるかに低い 2m/min となし得られる

から着床誤差を士10mm 以下K減少でき得るととは他

の方式では得られぬ特長である.

3 図 MD-100

型歯ホ:ナシ而j

変電圧巻上機

Fig.3. Geat・
Iess tTaction

Inachine

均
4 図呼カケ知

らせ盤

Fig.4
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乗場位置しらせは機械式または電気式を標準としてい

る.要求に応じつぎの器具の全部または・一部を設けるこ

とができる.

必要の際には手動低速運転に切り替えることができる

信号装置は乗用はフラッシュライト型,貨物用はロック

ドロップ型呼かけ知らせ盤をカゴ内に設ける.運転手は

呼かけしらせとブザーKより乗場の釦が押されている階

に運転停止する

カゴ室内インジケータはカゴカ井反戸かあるいは速度

105m/min 以上のばあいに限り設ける

2 台以上のエレベータがバンクのばあいには他機の方

向しらせを設ける.他機の方向しらせによりいわゆるダ

ンゴ運転が避けられ運転能率は向上する

乗場釦を応答釦にできる

必要のある場合Kは「床合せ装置」を追加することが

できる

「応答釦」は乗客がこれを押すと釦白身が輝き,エレベ

ータがその呼びに答えてその階に着床し停止すると消え

るから釦を2度押しするととがなくなる

「床合せ装置」は交流2段エレベータで病院の寝台車

用・人荷用等でエレベータの速度45mlmin以上のとく

に着床差を少くする必要のある場合に設ける.これによ

リエレベータが行き過ぎたとき、行き足らぬとき、再起

動して床合せを行う.

イ.カースイッチコレクチブジューアル(電動戸閉)

昼問は運転手付力ースイッチで運転し,夜問または閑

散時忙は運転手なし全自動式として使用する

(1)カースイッチ運転のばあ込

カースイッチのキースイツチを「運転手」に入れる

その後の操作は力ースイッチ操作と同じである.

修理,点検等のばあ込には力ースイッチのキースイッ

チを「手動」 K入れて置き力ースイッチを操作すれば低

速Kて運転することができ,また力ースイッチを戻せば

任意の位置でカゴを停止さ辻ることができる.

(2)全自動のぱあい

カースイッチのキースイツチを「全自」に入れる.乗

客は乗場釦を押すことによってカゴをその階に呼び寄せ

三菱電機. V01.29 NO.10.1955

5図力ース

イッチ

Fig.5. car
S工Uitch

2.操作方式

エレベータの制御方式は駆動方式・着床方式ヰ測乍方

式および戸閉方式等の組合せKよって多くの種類がある

との適当な方式の選択は建物の種類・規模ならびにエレ

ベータの用途等による.当社はわが国の実状に亀っと、

適した新標準方式を決定(11 表標準制御方式選択表参

,、粉推奨している.

ア.カースイッチ(自動着床電動戸閉)

カースイッチを運転方向K回わすことによりカゴの戸

と乗場の戸が同時に閉り助って,鎖錠するとカゴは起動

する.

目的階の1階手前付近で力ースイッチを停止の位置に

戻すと,ーー定位置から減速し,目的階K自動的に着床し

戸が開く.したがって減速ならびに着床は運転手の技術

に無関係で運転が容易である.

上下最終端階では力ースイッチを停止位置忙戻すのを

忘れていて、倒動的忙減速し停止する.
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ることができる

カゴが到着すればカゴおよび乗場の戸が自動的に開く.

カゴに乗り込んで操作盤の目的階の押釦を押すと戸が

開いてから約4秒後に戸は閉りカゴは自動的に起動加速

し,乗場釦および操作盤の各階用釦が押された時間的順

序K関係なく,カゴは順次着床して開扉,閉扉の動作を

操り返して進んで行く.進行方向前方に呼」がなくな

ると運転方向が自動的に反転する.呼がーつ、なくな

ると最後の停止階で戸を閉じて待機する

停止している階の乗場釦を押せばすぐ戸は開く

乗場釦,操作盤の釦は一度押せばカゴがそれに答えて

停止するまで登録は消えない

乗場釦に上下の区別はないから,乗客は自分の行きた

い方向に進行中のカゴを呼びょせるようKすると運転能

率を高め得る

戸が閉りつつぁるとき扉セーフティエッジK触れると

戸はすぐ逆行して開いて完全に開き終ってからふたたび

閉り始める.

戸の閉る速度は運転手付のばあいKくらベ遅くなる

操作盤に戸開釦があり戸の閉り初める時限を延すことが

できる.とのばあい釦より手を放すと戸は閉り始める

必要のある場合には床合せ装置を追加するととができ

0

ている問だけカゴは低速運転し,手を放せばただちに停

止する

(2)電動戸閉であって乗用の場合

基本動作は前記の場合と同じである

カゴ操作盤の行先階の釦を押すと自動的に戸が閉り,

エレベータは起動し目的階にいたって自動着床して戸が

開く.戸が開いてしばらくしてブザーが鳴り戸は自動的

に閉って待機する.戸には扉セーフティエッジを設けて

ある

要求に応じ,つぎの装置の全部あるいは一部を設ける

ことができる

a.必要のある場合Kは床合せ装置を追加する

b.カゴ内位置知せを設ける

(3)電動戸閉であって貨物用の場合

基本操作は前記の場合と同じである.

荷物の積込が終ったらカゴ操作盤の行先階の釦を押し

た後「戸釦を押す.戸はただちに閉り始める.「戸」釦

は戸が閉りおわってカゴが動きだすまで押し続ける.

カゴが目的階K着床すれば戸は自動的に開く.荷物の

運び出しが終ったらかならず乗場の「戸閉釦を押して戸

を閉めておく.完全に閉るまで「戸閉」釦を押し続ける

倚物の積卸中に他階から呼ばれるとブザーは鳴るが戸

は閉らない

戸が閉りつつぁるときカゴ操作盤の戸」釦,乗場の

戸閉」釦より手を放すか,または操作盤の「戸開」釦を

押せば戸はただちに開く

必要のある場合は床合せ装置を追加することがて

きる

る

ウ.シングjしオートマチック

(1)手動戸閉である場合

乗場釦を押せばカゴが使用中でない限りカゴはただち

にその階ヘきて停止する

運転者は戸を開けてカゴK乗り乗場およびカゴの戸を

閉めカゴ操作盤の目的階釦を押すとカゴは目的階に行き

自動着床する.このとき行先釦は2個以上押して亀先K

押した玉の以外は無効である.またカゴ内と乗場釦が同

時に押されたばあいは力釦が優先となる.すなわち乗

客がカゴK乗り込んで乗場の戸を閉めカコ

の戸を閉めて、約3秒間は乗場の呼が利か
ιベ

ないからその間に村先階釦を押せばとの 方向矢印

方向矢印
呼は完全K登録され他K取られる恐れ

はない.
先行

乗場釦の使用中燈(赤フンプ)が点じて

おればエレベータは使用中であって乗場釦

を押して玉無効である

カゴが呼びよせた階K到着したらしばら

くは他の呼 Kは作用しないからこの問

に戸を開く.またカゴ内で運転し同的階に

到着したときはカゴの戸および乗場の戸を

開けて外にでてふたたび向方の戸を閉める

までは他からの呼κは絶対K応じない

交流2段エレベータでは点検その他で昇

降路の任意の位置に行きたいばあいkは力

ゴ操作盤のキースイツチを手動に切り替え

た後最上階または最下階の釦を押すと押し

最近の三菱エレベータの標準・向井

セレクチブコレクチブジューアル^

通常は運転手なしで客乗が運転する全1ヨ動エレベータ

である.混雑時にはキースィッチの切替えによって運転

手付で運転することができる

(1)運転手なし全自動運転
.

キースイツチを「全自動としておけば.

カゴは呼 K答えて自動的に運転方向を,

選択して起動する.「昇釦と「降釦」の2

個を備えた乗場釦があり昇り運転中はカコ

釦と乗場昇金畷の押されている階に順次

停止し,最高のカゴ「呼」または乗場「呼
.

に答えた後自動的に反転下降に移る
.

カゴ釦,乗場釦と、,「呼」は同時に多数記

録され,押す順序K無関係に順次停止し着_メ⑨

.. ゜床と同時K戸が開き一定時限後戸は閉って

9/゜ 待機する.乗客はこの間に乗り込みカゴ釦
// を押して行先を登録する

カゴの一端に扉セーフティエッジが設け
.

てある

呼の全部に答え終るとカゴは最後忙

呼のあった階K戸が閉ったまま留る.カ

ゴが停止している階の乗場釦を押せば戸は

(547) 21

釦
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ι16Hアま
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6図セレクチブコレクチフ

ジューアルカゴ操作盤
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開く

直流可変電圧のぱあいは「呼』K答え終った後3~6分

問以内に新しいル乎」がなかったときkは電動発電機は

自動的に休止する.新たに乗場釦が押されれば電動発電

機は起動する

カゴ操作盤内の返し釦を押しておけばカゴは用済後指

定階(一般K基準階) K返る.返る途中からで、新しい

「呼」に応じて反転する.ただし交流2段エレベータでは

とくK要求のあった場合のみ追加する

(2)運転手付運転

キースイッチを運転手の側に回わせぱ戸は自動的K閉

らなくなる

運転手は乗客の行先を聞いてカゴ内行先釦を押し乗客

の出入が終った後「上」または「下」釦を押して戸を閉

ると自動的に起動してつぎの行先階ヘ行く.戸の閉る速

度は運転手なしのばあいより速くなる

最高「呼」白動反転,最低「呼」自動反転は運転手な

しのぱあ仏と同様である

カゴが停止中に乗場から「呼」があればブザーが鳴り

操作盤内の運転方向燈が燈るから運転手は「上」または

「下」釦Kより戸を閉めるとカゴは呼ばれた階ヘ行って

開扉する

戸は着床動作中に開き始め停止時Kは V2~別4 開い

ているようになっている

要求k応じつぎの器具の全部または一部を設けること

ができる

a.乗場釦を「応答金Π」 Kする

b.必要のある場合は「床合せ装置』を追加する

オ.シグナjレオペレーション

シグナルオペレーシ,ンは各個単独運転の高速度エレ

ベータとして最高級の、ので,カゴ操作盤のキースィッ

チによりつぎの2つの操作方式のいずれか

K切り替えることができる

(1)運転手付シグナルオペレーシ"ンι呼打岫

(2)手動運転

の戸が閉じ,続いてカゴは起動運転して月的階Kいたり

停止しカゴおよび乗場戸が開く.運転手は戸を閉める操

作を行らだけでそれから後の起動・着床・開扉は全部自

動的K行われる

・一度釦を押しておけばカゴはそれに答えて相当階K停

止するまでその要求は消えない.すなわち各釦は押され

た時間的順序に関係なくカゴは階床の順に、つと、近く,

かつ進行方向と同一方向の要求のある階に順次停止して

戸が開く.すべての要求階に応答停止L,終端階に行っ

てから方向を反転する.下降中のカゴは 1階で自動的K

上昇k切り替りカゴ内行先釦が押されるか,あるいは上

方乗場「呼」が登録されるとカゴ操作盤の「上呼燈」が

燈り運転千が運転バーを押し戸を閉めると上方忙出発す

る.カゴ操作盤の1階の釦はロックイン型電磁釦にして

あるから毎回押す必要はない

地下から「呼」のあったばあいKは「地下燈」が点じ

運転手が地下釦を押したばあいのみ地下まで運転する.

「pASS」釦カゴが満員等にて通過したぱあ.・.にはカゴ操

作盤の通過釦を押すと,カゴは乗場釦の要求に答えず通

過する.しかしー一度カゴ釦によって停止した後は自動的

Kふたたび乗場の「呼」に答える

「H・C・R」釦(最高呼自動反転)カゴが上昇中に空に

なったばあい H・C・R 釦を押せぱカゴより上方に「呼」

があればそれに答え,また「呼」がなければただちK自

動的に方向が反転して終端階まで行かず下階運転K切り

替る.これKよりむだな上昇運転をせず最高能率でエレ

ベータを使用できる

「上・下S山なんらか,のつごうで全部の要求に1心じ尽

さないで途中から方向変換したいばあいにはカゴ操作盤

の「U」(上)または「D」(下)釦を押すとカゴは白動的

に方向を変える

(1)運転手付シグナルオベレーシ"ン行先釦

各中問階には「昇金山と「1峰金山の2佃

を備えた乗場釦があり最上最下階にはそれ地T岼Π航

ぞれ「降金Π」,「昇金山を各1個を備えてい H.C. P.釦
通追

る.乗場の乘客はこれらの釦を押すことに
UP

より所望の方向と同一力向K進行中のカゴ 4砿朏ιギ郊
0OWN

をその階に呼びょせることができる S弘PTgpPチ・ス1
卯OP0肋序キ・スΥ

運転手は乗客の行先をカゴ内行先釦に登 N 6 W丁{

録する.行先釦は当社独得の電磁釦で軽く

押すと引込んだ位置に留まり登録されたこ

とがはっきりわかる

なんらかの理由で登録を取消Lたいばあ

いには引戻せば各個に取消しができる.運

転手が目的階K相当する釦を押して戸閉運

転バーを押下げると,カゴの戸および乗場

' 7U""五ιS、L

22 (548)

.

2 台以上バンクのぱあいKは乗場の呼釦

を共通Kしておくから釆場釦Kよって要求

方向に運転中のカゴを呼びょせるぱあいそ

の階K近づいたカゴカ斗亨止し後続のカゴは

通過する

「上呼燈」基準階に待機中または昇り運

転中で,カゴより上に呼があるぱあいに点

燈する

夜問または休日等エレベータの使用が閑

散なときは操作盤の「ナイトサービス」釦

を押しておけば乗場から呼びがあるとカコ

内のブザーカ刈鳥り同時K上呼燈が燈る.運

転千が戸を閉めるとカゴは呼ばれた階ヘ行

つて開扉する

(2)手動運転操竹

修理,点検等のばあし寸柴作盤_上のキース

イッチを手動側にしておき「U」または「D」

の釦を押し続けていれぱその間低速運転を

し,釦から手を籬せばカゴは任意の位置に

e菱電機. V01.29 NO.10.1955

主y

白)ー

運転八"ー

ι16H7 釦

ナY トサービ'ス釦・
f 厶 N

ιスト,りフ゜
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7 図シグナ兀オベレーション
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ゞ

停止する

要求に応じっぎの器具の全部または・一部を設けるとと

ができる.

a.乗場釦を f応答金弼にする.

b.「到着予報ゴング」を付ける.

カ.スーバシグナルオペレーション

2 台以上並列のばあい,シグナル操作エレベータより

玉なお・一層高級Kした、ので一群のエレベータを胎っと

、能率よくサービス良く管理運転することができる.操

作盤のキースィッチによりつぎの2つの操作方式のいず

れかに匂J替えることができる.

a.}坐転千イ寸スーノξシグナルオペレーション

b.手動運転

(1)運転手付スーパシグナルオベレーシ,ン

基本動作は前記のシグナルオペレーシ.ンと同・ーであ

るがこの操作方式はつぎの特長がある.

出発操作盤は1階乗場付近K設けて監督者が交通状況

K応じて運転系統および出発問隔の選択を行う、のであ

る.運転系統は行先階選択器Kよりバンク全体が同一系

統に切替えられる.

出発問隔は交通状況に応じ調整ダイヤルを適当な階数

たとえぱ前のカゴが昇り運転中 8 階K達した際,1階に

いるカゴに出発命令を出すには8の数字Kダイヤルを合

わすと8階問隔でエレベータは出発する.すなわち等間

隔運転ができて乗客の待時問を最短にできる.

1 階にあるカゴのうち先K到着したカゴK先発燈がつ

き運転手に出発信号を待つべきととを指示する.

監督ならびに乗客は乗場先発燈により先発のカゴを知

る.前に出発したカゴが指定の階K達すると1階の先発

燈のついたカゴの先発燈が消えゴングが鳴って出発燈が

つく.運転手が運転バーを押下げれば戸は自動的K閉っ

て出発する.同時に1階に帰った他のカゴに先発燈がつ

いて同じ動作を繰り返す.カゴが上昇から下降に移るは

あいには即時出発信号が出てすぐ11培K戻るよらK指示

する.

前のカゴとの距雛が所定距籬Kなって、カゴ「呼」ま

たは乗場「1乎」がなけれぱ出発信号が出ないからむだ運

松が防げる.

出発信号が出ないうちにカゴが満員Kなれぱ出発可能

で,そのカゴが出発して所定ル別精になるとつぎのカゴK

川発信号力斗1_',るから,混雑時で、ダンゴ運転が避けられ

る

(549) 23
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(線)
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夕方の下降がピークのばあいKは・一部のカゴを途中階

から折返し運転し,中仟引塔の人も乗れるよう Kできる、

キ'運転手なしオートナイトサービス操作

シグナノしオペレーションおよびスーパシグナノしオペレ

ーション操作に顧客の要求によってこの操作を追加する

ことができる.

夜間または休日等エレベータの閑散なとき基準階乗場

に設けたキースィッチを全自動側にするとつぎの運転忙

最近の三菱エレベータの標準・向井

.

ιノ6h、フ

.

四本

スト"ノフ゜

8 図スーパシグナルカゴ繰作盤

Fig.8. car station o{ supeT

Signal contr01.

された階Kきて戸が開く.カゴがちょうどその階におれ

ば戸はただちに開く

乗客がカゴに乗り操作盤の目的階の押釦を押すとそれ

から後の閉扉・起動・着床・開扉はすべて自動的に行わ

れる.

運転中カゴの進行方向と同・一方向の「呼」に対しては

シグナルならび忙スーパシグナルオペレーションのばあ

い同様呼の出た順序K無関係に順次停、止して行く.

「HC・R」釦K関係なく最高呼ならびK最低呼K答え

て自動反転するからむだな運転はしない.カゴが開扉し

てから他階の m乎」に答えて戸が閉り始めるまで約4秒

の時限が設けてあり乗客はこの問忙出入する.さら K

「戸開」釦が設けてあるからこの釦を押せぱ閉り始めに

扉を反転開扉するととができる.戸忙は扉セーフティエ

ツジ、設けてある.印乎」がなくなればカゴは基準階K

戻り戸は閉ったままとなる.

引続き 3分~6分以内K呼がなけれぱ電動発電機は自

動的K休止して新たに乗場釦が押されることにより電動

発電機は起動する

1Ⅱ.エレベータの据付標準寸法

高層建築KおいてはとくにそこK設置されて込るエレ

ベータの位置,台数,カゴの大きさ(容量)制御方式等

が適当しているかどうかがその建物の利用価値を大きく

左右する.

適当なエレベータの選定には建物の形,位置,階数,

および建物内の人口の分布や密度を充分解析する必要が

ある.(この点については別に述ベている)

かくして容量,駆動方式,操作方式が決定されてその

配置寸法はいかK選ぶべきかをつぎに述ベる.

1.昇降路

ア.カゴ床外法と昇降路との両側の隙間

.

.

9 図 MD-3 型出発操作盤

Fig、 9. MD-3 Starter
Statlon.

.

なる.

この運転では使用し

ないときは戸は閉って

いる.

「呼」があるとカコ

は起動して乗場釦の押

.
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一般用,百貨店用には釣合オモリを出入口の背面K配

置するのを標準配置としている.

病院用エレベータのよ5 にカゴ床の奥1丁をとく K長く

するときは側面に(23図参照)釣合オモリを配置する方

が建物内のエレベータの昇降路の配置を有利にする

カゴ床の両面の隙Kはカゴ用レール・レールブラケッ

ト・調速機用口ープ・同張り車・自動着床装置・行過制

限装置・終点スイッチカム・電線ツナギ箱・制御ケーブ

ル・乗場扉の錠外し装置等が設けられる.

その配置および寸法の一例を 10 図に示している.こ

れらの機器はエレベータの容量やカゴの大きさに抵とん

ど関係しない.10 図で示すようにカゴ床外法から昇降

路壁までは最少 20omm を必要とする

2台以_εのエレベータを並ベて配置するときは 2台の

カゴの中間Kとくに壁を設けることなくカゴのレールを

取付けるため中間ビームを 1.5~2.5m 間隔忙設置する.

中間ビユームは 1型鋼または溝型鋼を使用する.2 台以

上の並列のエレベータにあってはカゴ床外法と昇降路の

隙間は中問ビームの端からの寸法となる.(21 図参照)

中間ビームは建築の構造体(昇降路壁の一音D と考え

られていてとくに指定のない限りエレベータの見積りK

は含まれない.

しかしその心出し取付けは正確を要するので昇降路の

コンクリート打ちには中間ビームの取付穴を深さ 100~

150mm明けておいて,エレベータ業者がエレベータ据

付施行の初めに正確に心出してモルタル固定とすること

にしている.

カゴ用レールはレールブラケットK取付けられて,昇

降路の壁Kアンカーボルトを玉って(中間ビームにはポ

ルト)取付けられる.

レールブラケットの上下方向の取付ピッチは中間ビー

ム亀同様であるが,カゴの速度が 120m/min 以下の工

鉤合オモリβ6
200

力

800 立で

800 をこえ一1,400 "

1,400 町、1,800 ル

1,800 "-4,500,,

4,500 町一6,000,,

容^

kg

5 表釣合オモリの大さ適用

量

注

レベータでは 2.0~2.5m 間隔としそれ以上の高速エレ

ベータには 1.5~2.om 間隔とする

レールブラケットまたは中間ビームにかかる力はカゴ

の容量,大きさによって異るが一般用途のエレベータで

は 3,oookg 程度の力K耐える心要がある

イ.カゴ床外法と昇降路との後側の隙間

後側の隙間には釣合オモリ,オモリ用レールを配置す

るのが標準配置である.

との場合カゴ床外法と釣合オモリの側面との隙間は

50mm とし昇降路の側面とオモリの側面との隙間は

10omm を標準寸法としている.壁と釣合オモリ側面と

は建物が高い抵どコンクリート面の"タオレ"の余裕を

考慮する必要もある.最大(30~40mm の余裕を見て

いる.)

昇降路内kは床架を出すことは望ましくないがやむを

得ず出張らせるときは架の端面から上記の寸法を必要と

する.

釣合オモリの幅はカゴの容量によって決定される.(5

表参照)

ウ.カゴ床シキイ面と昇降路の前側の隙間

各階のシキイ面は上下方向に正確に心出しをして取付

けられる.カゴ床シキイ端面との間隙は 30mm とする.

昇降路の前側壁の内面から各階シキイ面までの寸法は

扉の方式によって決定される.

扉の方式には両開き方式と片開き方式とがある.両開

には 2枚戸,4枚戸,片開き式には2枚戸,3枚戸等が

実用されている.

これまで国内のエレベータは大部分片開き方法が採用

されてきたが米国では特殊の場合を除いては両開き方式

を標準として一般に採用されている.いまここに2方式

の優劣を比較して表示する.

6 表のように片開き方式は開き得る広さが有利である

以外はすべて両開き方式が優れている.開き得る広さ、

750mm 以上の幅を片開き以外では取れぬ場合を除いて

両開き方式が多少出入口間口が狭い点、は扉の開閉時間が

歯車ナシ可変電圧エレベータでは 20omm とする

レーノレ間廟

釣

900

1,200

1,200

1,500

1,500

In芯1

オ モ リ

幅 Inln

150

※ 180

200

200

250

才 2ω

10 図

Fig lo. plan

24 (550)

出λ口4

昇降路機器配置平面図

Of hoist、way tnachine layout.

q
リトラクタブ儿
ヘインC

開き得る広さ(幅)

戸の開閉時間

カゴのシキ4幅

6 表戸閉方式の比較

加速減速力忙よるカゴの反勘

両開き(2 枚戸)

カゴ床問口Xν2

約1秒とした場合

1 忙対し

反力がバランス,る

70mm

片開き(2 枚戸)

菱電機・ V01.29 NO.10.1955

カゴ床間口X213

約2秒

4

一方向でパランスせず

130mm
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甲'いこと,出入が容易なことで充分乗降時間を短縮でき

るから,できる限り両片き方式を採用した方がよφ.

戸袋の壁内面と扉との問隙は 40mm を標準寸法とし

ているが高い建築は各階の誤差が相当あって 40mm の

間隙がなくなること、あるから,コンクリート枠込めに

は充分注意を必要とする

三方忰の深さ Bは上記 40mm の余裕と蛙の厚さ,謝

の什上の種類(大理石,テラゾ,プラスタ等)およびチ

リ C の寸法によって決定される.(15 図参R粉

出入口の有効高さは 2,120mm を標準としているが

15 図に示すように出入口の昇降路の壁の裏面に戸の吊

手を納めたハンガーケースを V2in アンカーボルトK

て壁に固定する.

三方枠と荒壁との隙間およびハンガーケースと壁との

隙問はモルタルにて埋込み防音と防振の効果をあげてい

る

0 エ.昇降路底部(ピット)の寸法

ピットの形は原則として昇降路の有効断面がそのまま

規定の深さまで下りていることが必要である.(21 図の

うち昇降路断面図参照)

ピットの部分にはカゴ用,オモリ用の緩衝器,調速機

用口ープの張り車,行過ぎ制限スィッチ,釣合口ープの

張り車等が設置される.このうち緩衝器はこれら機器中

一番脊が高い玉のであってピットの深さ、最少 lm 以

上はこの高さによってきまる

緩衝器はエレベータの速度,容量によって緩衝距雜を

変えているから,カゴおよび釣合オモリと緩衝器との余

裕と共にピットの深さは 7表のとおりエレベータの速度

によって定めている.σV項の法規および 10 表参照)

オ.昇降路頂部間隙

昇降路の頂部の形は原則として昇降路の有効断面がそ

のまま規定の高さに延長されるととが必要である.(21

図のうち昇降路縦断面図参E粉

昇降路の頂部にはソラセ車,行過制限スィッチ終点ス

イッチカム等の機器が設置される

頂部間隙とはカゴが最上階の床に停止した位置kおい

てカゴの上架の上端から頂部の床の下面まで,床下面に

機械受梨のある場合は染の下面までの寸法をいっている

カゴが最上階の床からなお動き得る余裕はエレベータ

の速度とヒットk設置される釣合オモリ用緩衝器のスト

ロークにより決定されなければならないが,緩衝器のス

トロークは主としてエレベータの速度によって定め得る

ので偵部間隙はエレベータの速度によって8表のとおり

燐定している

エレベータのカゴ床面からカゴの上梨までの高さは力

→室の商さ忙よって決まるがカゴ室の出入口の高さを標

準2,120mm とした場合カゴの容量とカゴ床幅とKよっ

て 3,200~3β50mm を適用する

2.機械室

機械室の位置は昇降路の直上に設けるのが、つとも合

理的であって効率玉良いのでこの型式を標準としてφる.

機械室に設置される機械は駆動方式と操作方式,カゴ

の容量等によって変る

高級なエレベータほど機器の数玉多くなり機械室、広

い面積が必要となる.

大略の目安としては9表のとおりである

しかし実際的には昇降路の形状と巻上機の配置Kよっ

てその他の機器が有効K配置される場合とそうでない場

合とでは機械室の必要面積も相違する.

設置された各機器が保守点検に差支えないことが絶体

必要であるから 0.5m 雛れて囲壁を設けることKなっ

ている

エレベータ機械室として必要事項を下記する

a.エレベータに関係のない用途K使用しないこと.

b.室内に熱気または湿気が停滞せぬ構造とし換気窓

を設けること

C.適当な窓,照明燈,錠付出人口扉(1,600×1,200

mm)を設けること

d.天井K機械やカゴを吊るためのフックを設けるこ

と

e.床は電気配管後 50~10omm 厚のシンダーコン

クリート打ちモルタル仕上とし配管を埋込むこと.

ア.エレベータの電源線

電源線をエレベータ機械室の受電盤まで引込む配管工

事は建築施行側kて行いエレベータの見積工事外である

エレベータ巻上電動機は間歓負荷のかかるものである

から電源線の太さはカゴに定格荷重を積んで上昇する場

合の加速時の電流を基準電流として電源線内の電圧降下

が 306 以内Kなるような太さを定めねばならない

7 表エレベータの速度とビ,トの深さの関係

速

- 60まで0

60 をこえ一 90 ・

90 "-120 "

120 h -150 "

150 "、200 リ

n1 τr】1n

度 ビソト深サ

丁11

1.20

1.80

2」0

2.50

3.00

カゴと緩衝器の余裕

111τ11

速度

300

400

400

400

400

60を

90

120

150

8表頂部間隙

最近の三菱エレベータの標準・向井

60主て

こえ一 90 "

か一120 "

町一150 υ

"-200 "

緩衝器高サ

(取付台を含力)

In lnln

丁11111

480

740

1,070

1,530

1,980

頂部問航

1.50

1.80

2.10

2.25

2.70

1n
駆動方式

9 表機械室の火きさ(男峰路面積の倍数)

1

2

式

ナ

操作方式

段速度

段速虚

電圧口

ン可変電圧

注()内数は2台以上並列のエレベータの場合'

(551) 25
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(2)

判釦自動操作
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確圧,サイクル,容_敬,速度によって変るからそのつ

ど計算して電線の太さを決める必要がある.

3,カゴ室,Ξ方枠,位置知らせ

カゴ室,三ガ枠,位置知せはエレベータの部品小で心

接一番目K触れる部分であって,建築のデザインK調利

した形状と色彩とを要求されるから佃ル忙相異するので

あるが,形状や照明力'式は最近の建築にヤッチLた、の

を数種選定しておすすめしている.

カゴ室には従来のよら忙欄問のごてごてした飾り付の

、のは好まれない.単純な曲線を持った形状の、のとな

つている.

12,加ファン付
テフーザー

天蓋

とく K何立ってきているのは照明力式K斬勳さを表わ

してぃる.すなわち螢光燈の間接照明によって柔かい反

射光線Kよる室内照明か,または半透明乳内色板(アク

リライ件め Kよる明るいカゴ室等K大別される.

換氣方式は幅木を引込型として流通を計るがとくに来

染者用,百貨店用としては天蓋を2重天井とした玉のが

好・まれる.(12 図参照)

IV.建築基準法による規定

エレベータの設置計画に当っては建設省および労勧省

が定めた法規に準拠しなければならない.

エレベータは建築の一部として建築基淮法ならびに建

築基準法施行令によって施行し,とくに人貨用および荷

物のエレベータKあっては労働安全衛生規則によって施

行および管理されることになっているが,建設省では建

築基準法の施行規準としてエレベータに関する政令を準

備中であり,抵とんど完成しているが実施k至っていな

い.

これが実施されれば施行規準が全地区統・ーされてエレ

ベータの製作設置,管理K、便利になる.

東京都にお込ては建築基準法の細則と、いうべき東京

都昇降機安全条例を定めてエレベータの設置および管理

の規準を明文化している.
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15 図 2 枚戸小央開き力ーブ到(釆場標準、1'法)

Fig.15. standard dimensions ol curved jam

(center・opening)
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17 図 2 枚戸片開き角型(乗場標準寸法)

Fig.17. standard dlmensions of straight Jam

(two・speed)
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16 図 4 枚戸中央船き力ーブ刑(釆易"炉佐寸法)

Fig.16. standard dimensions of curved jam

(two・speed center opening)

当社のエレベータの設計・製作・据付・管理の施行規

洗は東京都昇降機安全条例Kよっている.

法規中エレベータの計画1て必要な主要点を略記し本文

説明中の引用の対照とする

1.昇降路の構造設備

(a)カゴが最上階K停止したとき頂上より昇降路頂部床下

面までの問隙および最下階K停止したときの最上階出入口床面

より昇降路底部床までの冏隙は 10 表以上とすること.

(b)主要構造部および昇.降路囲いは防火構造とし,昇降路外

の人または物がカゴまたは釣合オモリに触れるおそれのない枇

造とナる.

最近の三菱工しべータの標準・向井
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19 図牙駄昜位置知らせ盤(瞳気機械俳川式,湘過休11t幻イD

Flg.19. position indicator (electrical and mechanical)

(C)各階のH_1人抑は幅および滞さをカゴ出入口のψ紬および
品さと等しくすること

その肩効幅は 0.75m 以上,村効i高は 1.95m 以上とするこ

と.出入口宋先とカゴとの問隙は 20~如mm とすること.

(山頂部のツナ車その他の装置を支持する構造部は鋼材ま

たは鉄筋コンクリー 1、で構成し,この支持架およびこれを支持
する支持材の荷重は,支持架の上Kかかるすべての装置の重品:
に支持架に懸吊される最大荷重の2倍K樹当する電墨宏加えた
、のとし,支持架および支持材K対する安全係数は下記のとお
りとする

材 4a)鋼
7(2)コンクリー 1、

2.谷上機およびカゴの構造と設備

10 表

底部問隊頂部問隣凌 丁n11nln n1

1.00 {120}1.5045 まで

1.35 (1.2ω1.8045 をこえー ,ノ

1.35 (1.8の1.8060 " Jノ

1.35 (2.10)1.80 (2.1の90 訂一10o h

1.65 (2.1ω2.10100 "、120 "

1.65 (2.5ω2.10 (2.25)120 ガー150 ガ

2.00 (3.0の2.25 (2.フ)150 "-180 訂

2,25 (3.0ω2.40 (2.フ)180 "-200 "

庄()内の寸法は建築基準法の宛行規池とLて池備小の政令案によった屯の
でカゴの速旋に対し緩往ル巨雛を9!主しい安全停止長きとした寸怯である.
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力

述転手

作方式

ス

カースィソチ内刑"脊肝ξ

11 表標準制

駆動方式

流 1 段交

交流2段

可変電圧歯ホ付

可変電圧歯小:ナシ

可変電圧歯車付

可変電圧歯*ナシ

流 1 段

流.2 段

イ

川

ノ チ

シク

シク

ン

ナルまたはスーパ
ナノレオヘレーシ

通常運転手

閑散時のみ
ι,'一石

御方式

速度

In11n】n

30

45

可変電圧歯車ナシ

選択衷

蔚床差士
Innl

30~40

60~75

20(1の X
30(15) X
10

12.5

12.5

12.5

ヨ

建物の種類と適用例

.H 'のノ」、建'1勿・一奇受

4までの小建物一般
階までの中建物一般
階までの中建物一般,中百貨店
階以上の「1'建物一般
火百貨店
階以上の火建物,とくK火衆を相手とす
る建物

12.5 階までの中建物一般
階以上の中建物・一般12.5

12.5 火百貨店(スーバシグナルのみ)
125(1の十 7 階以上の火建物一般
12.5(1の十 7 階以上の火建物,急行州

40~50 4 階までの小建物・一般

5

6

乎

ユーフ'ノし

105

105

120

90

105

105

120

150

30

通常乗客

__L___

可変電圧歯車付

戸閉

X (
十(

__________________ 105_____

交涜1段は手動,交洲2段力ースィ*チは手動または電動とする
交流2段力ースィ*チコレクチブジューアル以上ならびK可変電圧はすべて電動をお異準とする.
)内はARL方式の場合病院用,人荷川で車の出入をナる、のに採用.
)内は口ートトロール制御エレベータの場合.

用途

1

運転者

運転手

,'までの小建物一般

操作方式

力

癒豆常1玉!1広^

閑散時のみ
扱者

コレクチフ

ス イ

ス

動

チ

イ

着

カースイッチ
シングルジューアノし

荷扱者

、

1

通常荷扱者
混雑時のみ
運転手

速度

In11nin

15

20

30

45

60

5

0

5

0

5

0

5

5

0

0

5

0

5

0

45

60

60

可変電圧歯車付

シソグノレ

オートやチソク

2

着床差士
Innl

10~15

15~25
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10

15
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10

15

10

10

10

15

25
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15

10

10

1 15
10
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扱

'、ι

可変電圧歯車付

交流 1 段1

流 2 段父

可変電圧歯車付

交涜2段

可変而圧歯小:付

セレクチブコレクチブ
$j ユ戸ーアノし

戸剛

(554)28

2

者

セレ

段

複帰

相、h二

交流1段は手動,交流2段および可変電圧は手動または電動,セレクチブコレクチブヅユーアルは電動を標準とする.
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階までの中建物
階以上の大建物

ブく雪!エレベータ

5 階までの中建物
8 階までの中建物
7 階以上の大建物

火型エレベータ

4 階までの小建物,病院

階までの中建物
階までの中建物
階以上の火建物

大型エレベータ

階までの中建物
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むすひ

製品を標準化するととが産業合理化のため必要欠くべ

からざる、のであることはここ K旦f新しく申上げるまで

、ないととであるが,標準を決めて実効あらしめるKは

とく KエレベータKおいては各力画の協力を必要とする.

わが国のエレベータ製作の歴史は約 40年であるが,

標準化は遅れていてこれまでにほぽ決定し実施されてい

る、のは矯力と速度だけである

使用者,建築者各位の絶大なるご協力を得て標準化の

実現を念願する、のである.

L二 1 出入旦育効弔 1'・辻λ口j甥殉」_→
ーご加t-ーーーーー^' nゴ床且口_^、_ιι_^_^打コ巨向旦^11影L

オモリf一→一^サ^、

t-ー々紐7:二→

冨^

.

^

600

ι冨^

ノ

イノ ".

*い

^

ガ』

牙ギ羊路平凾

→

ノノ'

!

^

ノ'

g 11.

機械宗平面

600

20 図百貨1^ξ川歯_小けシ式心流可変電圧エレベータ容碓 1,400~1βookg 速度 105~150m min 第2機械室村'4枚戸両蛸き式戸閉

Fig.20. Ge且τless vaTi且b]e vo】tage contTol elevator for departn)el)t stores.(capacity・140ORg t0180okg, car speed・105 t0 150mlmin.)

Πが付近の床または屋上から 1.5m 以上の商さ忙ある場合は(ωエレベータ各部の強度訓'算1ておいてはエレベータカゴ

傾斜角釦度以下の金属のはしご生たは階段を設ける.ただしの動荷重は下記Kよる
1.5m 以下の場合は垂直と,、ることができる370kglm2 以」ニ(1)乗用エレベータの場合

はしごまたは階段Kは手すりを備え金属製とナる(2)貨物用エレベータの場合 250kg,m9 以上
4.カゴおよび釣合オモリが笄1逢路底部に落下したときその衝(b)カゴ枠およびカゴ床は鋼製とし荷重は床加上に断・分布
墜を緩和するものを設けるされる、のとして,その安全係数は卜記ICよる.

(a)ばね式緩衝器とする場合は定格速度釦mlmin 以下の(1)乗用エレベータ フ.5 以上

、のK限る、との速度を超えるものは油式緩衝器を使用Lなけ(2)貨物用エレベータ 6.0 以_上

れぱならない(0 乗用エレベータの定員はカゴ而桜 5人.1m0 を超えない
こと. 以上建築の付帯設備としてエレベータの計画上Kとく
ただし10歳未満の小児は2人をもって1人K訓・算する

K関係があって本文説陟川リこも引用される部分を抜書し
(d)カゴおよび釣合オモリを吊る口ーブは,3 木以上としメ

たツキをせぬ鋼製口ープとし,各条別K鋼製ソケッ 1、にバビ"ト

詰めで取付けるとと
V.ロープの直径はツナ車の適径の如分の 1 以、ト

ロープの強度計算の安全係数は 10 以上

釆用エレベータK使用する口ープの直径は 12mm 以上

ただし牛栃Ⅲて認めるときは直径 10mm まで低、Fすることが
で寺る、

3.機械室の構造

(a)機械より 0.5m 以上の1剛凉をお゛て,その吊"出に1Ⅱ1を

すること

(b)機械室の来面積はケ蔀条路平面祐の 2 倍以』ニ

(C)天井品さは床伯はり内法 2m 以上

(d)機械室忙は照明設備およびコンセントを設け,そのスィ

ンチは入口の見やすくかつ近寄りゃすい位置

(e)廊、下その他の通路に接して出入口を設けること.出入

最近の三菱エレベータの標準・向井 (555) 29

折.降路縦断面

ノ i

娃臭室

6

付表 A (20 図の付衷)

架に掛る荷重(t)

2,300 2,000 5,500 4,700 5,500 2,380

1ヨ、)

桑上皓

ノノ

(注) E・F 点は第2機械宝に

出る点である.
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21 図
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1 キ

r一

・一般用歯市ナシ式直涜可変電圧エレペータ容量 1,000~1,40okg 速度 105~150川lmin 第2機波室なし2枚戸両開き式戸閉.

Fig.21. Geatless variable voltag3 ContTol elevator for general use.
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付表 B (21 図の付表)

架に掛る荷重(t)

C点 D点Ξ点 F点 G点 H゛
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22 図・一般川歯車式直流可変億圧エレベータおよび交流

2 段速度エレベータ容1止 900~1.10okg 速度 60~

90 mlmin つC計tのりケ合はj麥度 45,・)75mln11n

Fig.22. Geared variable voltage and a・c t工Vo speed

Conttol elevat0工 for general use.
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付表 C (22 図の付表)
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付表 D

容,五 男.降室機械力速度

AA AHハ1β八IAIn11τ11nRζ

1,000 30 ],600 3,000 2,200
45 1,100 4,1002,600

1,500 1,800 13,200 2,400

男・降路平画

J-'L.

(23 図の付立.

出人口荊

J

《新刊図書紹介》
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最近の三菱エレベータの標準.向井 (557) 31
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、蓬ミ

1 ンyPクj夕

図 23 病院用(ベッド運搬ΠD 交沈 2 段速度エレベータ

容量 1.000~1、30ok8 速度 45mlmin.

A・C いVo speed control e1己Vator for hospital use (caTrying bed)

^^

機械室平而

ニ!で

"J

路

C11

架に掛る苅重〔t)

.[七ミ(

3.23.9

〒'゛

2,730

'イ

号

4,9

岳下

、1

1つ

'>

打.降路縦断面

(釣合オモリ横落しの」昜合)

三捷俺機・本社機械技術部長

木村武雄著

最近のエレベータ.エスカレータ

縦の交通機関としてのエレベータ・エスカレータ全般Kついて写真,図,

実測データを豊富に戯せ,判りゃすく飾説してある

とくに第6 章と第 12 章にはエレベータ・エスカレータの設置計画ど記

置設計Kすぐ役立つよう忙具体例を挙げて説明してある

機械・電気・建築関係の1断而者・サ【ビスマンおよび学生に、好適の解

説書である

〔A-5 判・ 280 ページ.1955年9月発行.オーム社.550円.〒5田
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Newly Developed contr0Ⅱers for Elevators

^ 夕 新型制御装置

As vertical transport facilities of buildings, present・day elevators are on the im・

Provement toward higher e伍Ciency, more comfortable and safe riding as weⅡ as

econ0血y' Remal'kable is the progress of control apparatus specia11y; it wiⅡ be no

exaggetation to daim that they are the heart of successful operation of elevators.

Mitsubishi has developed new contr0Ⅱers that have put on quite a new aspect to the

Old design by adapting rototrol to them and elevatlng the operating characteTistics a

great deal.

『'「

名古屋製作所

城

1.まえかき

最近のエレベータは建築物の縦の交通機関として,よ

り能率的で,より快適安全で,より経済的な装置ヘと改

良されつつぁる.したがってその制御装置の進歩改良は

めざましく日進打歩の状態にあるといって、過言ではな

い.

当社では今回従来の面目を・一新する新型制御器具を開

発し,さらK歯卓なしエレベータK口ートトロール制御

を採用し運転性能を大いに向上Lたので,それらの概要

について述ベる.

Ⅱ.新型制御器具

最近のエレベータの制御方式は高度の自耐J化ヘと進

み,その制御奘置はますます複雑になってきた.したが

つてとれを惜成する器具としては極力小型で,信頼度高

く,寿命が長く,しか、保守が単純で容易な、のが必要

である.われわれはとの点に鑑み長年の経験と W'est、

inghouse 電機会社(以下W 社と昭す)の最新の資料

に基き試作研究の結果,従来の面目を一新する 125V

新型制御器具を開発した.

1. KR 型, KRι型管理継電器

エレベータの呼K対する応答の肉動化(D,さらに進ん

で複数のエレベータ群K対しいわゆる自動贊江里運転①が

32 (558)*技術訊1

¥

UDC 621,876.2:621.316.71

Ak辻a MIYAGI

Nagoya works

採用されるよらになり管理回路に必要な継電器数は増加

し,従来の制御継電器では据付画積が過大となり不経済

となる.したがって管理回路用としてとくに小型な継電

器が必要となる.

とれにやや似た要求が電力用速方監視制御奘置にあっ

て,電話用継電器の絶縁を強化した型式が採用されてい

るととはご承知のととと思う.エレベータで玉この型式

の継置器が米国の W社,英国 Express L辻t 社等で過

去 20 午来使用されているがいずれ玉寿命ならびに保守

の点からエレベータ1専用の大型の、のを製作してV、る.

夕の場合Kは電力用遠方監視制御装置またエ.レパ;

は電話用宿動交換機の場合と異って専門の保守員が常駐

して込るのはむしろ例外といってよく,したがってネ佳五

器としては長期問無調整無故障で動作する、ので,かつ

保守が単純で容易な、のが要求される.またエレベータ

機械室は男・降路の直上にある関係上昇降路からの気流に

よって運ばれる躍竣が多く,とくKわが国ではこの傾向

が荏だしいから1坊腰K、充分注意を払わなけれぱならな

い.

KR型管理継冠器は上述の要求を満すべく研窕試作の

結果最近生産K移った電話型継電器で1図に示すように

型式は電話型であるが各部は遥かK大型頑丈となり,使

用電圧 125V で接点数は 8 個、のと 4 鯏玉のとがあ

る.

以下その特長Kついて述ベる.

三焚確機. V01.29 NO・ 10.1955
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ア.小型てある

通信用継電器に比ベれば大型であるが,従来の KS

型制御継電器K比ベ取付面積が約 V3 になった.

イ.機械的寿命が長い

ベアリング・ストッパ類はとくに頑丈にできているの

で摩耗が甚だ少く,可動クシ板とアーマチュア,可動ク

ン板と可動ばねの問の滑り運動を様とんど無くしたため

この部分の摩耗は無視できるようになったので,機械的

寿命は甚だ長く部品を取換えるととなしに5千万回以上

使用できる

ウ.信頼度が高く接点寿命が長い

従来比較的故障の起り易すかった可燒シャントが無く

なり,かつ接触圧力、 KS 型に比ベ倍加したため接触

の信頼度は遥かに増大した

接点、は純銀で大型であるから 10A の通電容量があり

接触ばねの内力は小さいから,ばねの疲労、無視できる

程度で,またぱね常数が小さく選ばれているので接点が

消耗した場合K、接触圧力が抵とんど低下しない.接点

のフォローアップ、この種の継電器としては甚だ大きい

のでいわゆる無手入寿命が長く,火花消去回路なしで 1

千万回以上,火花消去回路を設ければ5千万回以上無手

入無故障で動作するから長年の間抵とんど調整の必要が

無い

なお接点の厚さが厚いので,簡単な再調整さえすれ

ば,部品を取換えることなしに寿命をさらに数倍延長す

ること玉できるので接点寿命はエレベータの寿命よりは

るかに長い.寿命試験の詳細については別の機会に報告

したいと老えているが,可動クシ板と固定クシ板とによ

る独特の駆動機構を採用し,アーヤチュアがストッパに

当る衝撃が接触に影縛せぬよ5な構造としたために,接

点閉成時の跳返りが全然なくなったこと、接点寿命の増

大に大いに役立っている

保守調整が単純容易てある^.

防塵に留意すれば長年の問抵とんど手入の必要がない

が,手入の必要が生じた場合で、,アーマチュアの動き

が大きく接点ギャップおよび接触後のアーマチュアの運

動の余裕もこの型式の継電器としては甚だ大きいので,

0

一般の通信用継電器忙要求されるような微妙な調整は必

要がない.アーマチュアのストロークは表面からねじで

容易に調整できるし,接点ばねは可動クシ板と固定クシ

板で互に無関係K支えられているから,各単独に容易に

調整できる.

アーマチュアのストロークの余裕すなわち接点消耗の

限度がクシ板とばねとの関係位置を目測するだけで容易

に点検できる点、実際の保守上甚だ大きい利点である.

オ.コイル寿命が長い

コイルは蒸気圧の低い絶縁物を完全K真空含浸してあ

り温度上昇は非常に低く設計されているので,密閉キ十

ビネット内で使用して亀寿命が甚だ長い.コイルの取換

えが必要となった場合には前面から短時問で容易に取換

えることができる.

カ.防 塵

エレベータを良好な運転状態に保つためては定期的に

継電器の順送動作を点検することが望ましいが,継電器

各個K防塵カバーを設けると継電器の順送動作が見にく

くなるので,共通の完全防塵キャビネットに入れて必要

に応じて表面の扉にアクリル板の窓を設け密閉したまま

で点検ができる構造とした.継電器が大型であるから扉

を閉めたままで継電器の状態を充分点検できる点は,防

塵保守の見地から大きな利点である

なお KRL型はコイルに銅管を付加し,遅緩復旧動作

をさせる、ので,0.1秒程度の時限が得られる.

2. CR 型制御継電器

CR 型制御継電器は制御回路用の直流操作多接点継竃

器で,9 接点までの型と5接点までの型の2種類があり

絶縁盤K取付けて使用する.軸受は焼入された頑丈なナ

イフエッジで,復帰ばねはとくに内力を小さくとってあ

る.可動接触子はアーマチュアK固定されたフェノール

レジンネリ物のフィンガボードKはめ込まれている.ア

ーマチュアが吸引されると可動接触子は対向する一対の

固定接触子を橋絡するようKなっており,故障の原閃と

なり易い細い可燒線が無いのが特長である.接点は大型

の純銀で2重迭断となっており,接触圧、フォローアッ

プ、充分大きくしてあるので,接触は確実で接点、をみが

く必要は無く寿命は甚だ長い.

コイルは絶縁物で完全K真空含浸されており寿命が長

いが,コイル取換はアーマチュアとフィンガボートが工

具なしで簡単K前方ヘ外れるから極く短時問で容易に行

い得る

^

1図 KR 型管理継電器

Fig l. Type KR supervisory relay

エレベータ新型制御装置・宮城

一^

3. B 型接触器

B 型接触器は主として発電機の界磁,電磁制動機,

閉電動機等を制御するためK用意された直流操作の接触

器で,基礎機構は CR 型制御継電器と全く同型式であ

るから動作は確実で機械的寿命は甚だ長い.主接触はそ

れぞれの用途に合うように単極の玉のから4極の亀のま

(559) 33



ゞ
、

、

琴き

マ'

2図

Flg.2

,五

CR-500 型制御継電器

Type cR-50o contr01

Telay.

''ー

であって,固定接触子は銅グラファイト,可動接触子は

硬引銅で絶対K溶着しな込のが特長である.磁気ブロー

アウトを有しフォローアップ、充分とってあるので接触

子の寿命は長く,さらに銅グラファイト接触子は 90 度

ずつ回転して4面を使用できるようになっており,この

回転、極く簡単にできるよう改良された.可動接触子の

可繞線Kはとくに素線が細く素線数の多い良質の、のを

使用すると共に端子に圧縮型の AMP ソルダーレス端

子を採用したので,可燒線の寿命は従来に比ベ5倍以上

長くなった.特殊な用途に対しては接触子材料として銀

ツケル,銀タングステンを使用,、る、の、ある.^

補助接触には CR 型制御継電器と共通の CR 型シャ

ントレス接触が最大4個まで設けられる.

ゴイルは CR 型継電器と同一要領で前面から簡単に

取換えできる.

4. TC 型時限継電器

TC 型時限継電器は従来の DT 型に代る、ので,原

理的忙銅管型と蓄電器型の2型式がある.いずれ、電磁

石ならびK機構は同一でスプリングの張力を変えるとと

Kよって時限を調整する.銅管型は鉄心kはめた銅管内

に誘導される電流Kよる遅緩復1Πを利用する型で0.15~

"鼻

玉

丁量

3 図 CR^900 型制御継電器

Fig、 3. Type cR-900

Contro] Telay.

&、

一^

議

*メ

j1ム

尋

^

4 図 B-10 型接触器

Fig.4. Type B-10 contactor.
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1秒,蓄電器型は蓄電器に蓄えられた静電エネルギを利

用し遅緩復旧する型で1~12秒の範囲で使用する.接触

は CR 型シャントレス接触 1 個でメークとブレークが

ある. TC 型時限継電器は小型で動作が確実であり,時

限調整が容易である.

5. VR 型電圧電流継電器

VR型は小型の電圧継電器で電動機の界磁保護その他

に使用する.軸受がナイフエッジであるから動作点が確

実で狂わない.動作点の調整は主として外吾吋氏抗で行ら.

6. S1型誘導継電器

S1型誘導継電器はエレベータのカゴの上K取付けら

れる磁気的位置検出装置でカゴが昇降して乗場の床から

特定の距離Kくると誘導継電器が昇降路K配置された誘

導板K対向し,継電器のアーマチュアが吸引されて接触

が開き制御装置忙減速その他の制御指令を与える

S1 型は小型であって轍受は板スプリング軸受で摩耗

割功ミなく,カバーにパッキングを使用してあり防塵は完

全であるから信頼度は高く,一度据付けれぱ長年の問確

実K正確に動作し保守K手がかからぬ.

VR尹!電圧電流継電揣

8. Type vR voltage

Current relay

5

Fig.5.

'J
史子

図 B-20江吋剣牲排

Type B-20 contactot

ξ

エヂ十占 },

y

,,

6 図 B・31 尹辺接触排

Fig.6. Type B-31 Contact0τ

34 (56の

、島

'虫'

7 図 TC 測時限継電器

Fig.フ. Type Tc time

Ⅱmit relay

'

グ七

,夕畢

9 図 S1型誘導継電器

Flg.9, Type sl inductor

re]且y

.ゞ菱電1幾. V01.29 NO.10.1955

迂

"喰

^"゛

,

8図

F喰

七
1

ー
,
人
.

凡
ι
"
人
;

ー
'
ー

二瓣
一
〕



.

10 図 L1型多段誘導

継電器

Fig.10. Type LI

multゆle step inductor

relay

0
'

'

:9
00
゛
'゛

0厶

が伸縮して床が狂った場合に、床を自動的に補正ナると

とができる.11図に示すよらに誘導板が各階に1個で良

いから据付調整が容易である

アーマチュアの軸受は板スプリングで摩粍部分がなく

防塵は完全であるから,一度据付けれぱ長午の闇確実正

確に動作し保守K手がかからぬ

8' KN 型セレクタ

セレクタはカゴと同期する移動部を有し継電器K登録

された呼とカゴとの関係位置を判定し,運転方向の選択,

戸の開閉,加速曲線の選別,減速開始点の決定,応答済

みの呼の打消,停止の予告,位置知らせ,出発管理装置

その他各種の機能を司り,エレベータの神経機朧の重要

な部分を構成する

KN 型セレクタは S1型誘導継電器の発するインパル

スにより直流電動機を制御してねじ棒を回し移動ナット

をエレベータの昇降に同期して移動させ,各階床に相当

する接点積みを駆動するノッチング型のセレクタであ

る.その接点積みは KR 型管理継電器の接点積みと同

一構造で,1 階床当り最大 20 接点まで取付くようKな

つている

KN 型は従来のセルシン型セレクタに比ベ小型で,接

点寿命が長く,動作が確実で保守点検K手問がかからな

い

フ, U 型多段誘導継電器

エレベータの速度制御は乗場の床の付近がとくに重要

であって,床から 50omm 以内に多くの制御点を設け

る必要がある. U 型多段誘導継電器は 5個の要素継電

器から成る誘導継電器でカゴの上男',下降両方向に対し

宋前 50omm,250mm,75mm,12.5mm 各4個の制

御点を与え,エレベータを円滑迅速かつ正確K着床せし

めると同時Kこれと同期して扉を開く.この継電器は力

ゴの停止中亀動作状態にあって,乗客の出入によりツナ

,1-

11 図 L1型多段誘導継電

器と誘導板

Flg.11. Type LI

multiple step inductor

Telay and lnductoT plate

ム 00

0' o r'=風0
PO "'6'イ、

{W

差会

9, ET 型電子管タイマ

ET 型電子管タイマは冷陰極りレー放電管を利用した

タイマで電動発電機の唱動休止,出発信号装置等K使用

する.時限は用途により広範囲K選び得るが自動休止用

は 1~6分,自動出発信号装置用は自動的に時限が調整

される方式で調整範囲は 0~1分である

いずれ、セレクタキャビネット内K取付けるよらK計

画されている

j
鳧,,

12 図

F喰

ビネソト内の KR 雪弊W誼将上 KN 劉セレクタキ 气

12. Type KR relay and type KN selector in
t11e cabinet
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Fig. 13

図 ET 型電子管タイマ

Type ET electronic timeT.
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14 図理想運転曲線

Fig.14.1deal running curve

Ⅱ1. RWB工型歯車なし口ートトロール制御装

可変電圧エレベータを理想的に駆動制御するには適当

な速度調整器を備えることが望ましく, W 社では小型

エレベータには電子管制御を,中型以上には口ートトロ

ール制御を標準としており,西独ジーメンス社(.)で玉小

型に磁気増幅器制御を中型以上には回転増幅器制御を最

近開発したようである.

当社では歯車なしエレベータの口ートトロール制御装

置を開発し,さきに東急会館K6台次いで東京ビル新館

に1台を納入しご好評を得たが,今回東京ビル新館3号

機について詳細な現地試験を行った結果さらに研究改良

を加えて RWBL2 型 6 台を製作し,日下丸ビル旧館

に据付け中である.以下その概要について紹介する

1'理想速度曲線と速度調整器に対する要求

乗心地と走行時間とは相反関係Kあり,乗心地を良く

すると走行時間が長くなり,走行時間を短かくすると,

とかく乗心地が悪くなり易い.したがって乗心地良くし

かも走行時問を短くするには加減速全般Kわたって乗心

地Kむらが無く一様な良い乗心地とする必要がある.理

時向翻0
＼
、

、

、

準界磴電h゛

7鳥丁+^然讐界借誠、屯温厶2
+

ロートトロールによ否界瑳亀流

16 図口ートトロール速度調整器のブロック線図

Fig.16. Block diagram of Rototrol speed Tegula

想的速度曲線は人間の感覚と心理に関係するために定量

的決定が甚だ難かしいがさきに(幻筆者等はわが国の実状

Kしたがって 14 図に示す曲線を推奨した.この曲線は

欧米で一般に採用されている値K比ベ相当乗心地重視の

方向に傾むいている.これはわが国の乗客が乗物の加速

度になれておらず高加速度の乗用車を乗り回す欧米人に

比ベ,乗心地に対し非常に神経質なためであるが,従来の

制御装置で実際にこの程度の乗心地K保とうとすると,

とかく走行時間が延び輸送能率が低下しがちである.輸

送能率が公称速度ではなく実際の速度曲線に大きく左右

されることはさきに①筆者等の指摘したとおりであっ

て,走行時間の点で亀理想曲線忙近ずけるよう努力しな

いと甚だ低能率不経済な設備となる.一般にエレベータ

は 40~50%の釣合重りを吊っているので,乗客の多少

と運転方向Kより電動機の静的回転力は 100~-50%,

加減速時の動的回転力は T250~-200%と大幅に変動

し,さらに乗客が50%乗り過ぎれば負荷回転力は80%程

度増加することになり,その上に乗客は常に変動するの

で,速度曲線を理想に近ずけるには,負荷と運転方向に

より速度曲線が成るべく変動しない駆動方式とせねばな

らない.また理想的な着床をするためには着床寸前の速

度を上記の負荷変動にかかわらず常に 2土0.5m/min 程

度に保つことが望ましく,速度 150m/min のエレベー

夕に対しては実に 0.3%の動的精度が要求されることK

なり,単純な可変電圧制御では不可能となり,即応度の

高いフィードバック制御の速度調整器の採用が望まし

い.

完電桟誘迦電圧

厶7

十3

孟回路電流

+

卷上電動桟

速陵

9

+

井U

N

PF

6

井D

,キ、、

R

井

15 図 RWBL-2型制御装置原理図

Fig.15. principle of type R工π7B工一2 Contr011er.

36 (562)

RWBL・2 型制御装置

RWB工一2 型制御装置は 45HP 150mmin 以下の歯

車なしエレベータの口ートトロール制御装置でRWBL-

1 型の経験により数多くの改良を加えた.

15 図はその原理図で口ートトロールはブリッジの対

角線上に接続されている.ロートトロールは2極の誘導

電動機に直結されており主電動発電機の上に据付けられ

ている.運転中の状態をブロック線図で示すと 16 図の

如くなる.このブロック線図では簡単なために口ートト

三菱電機. V01.29 NO.10.1955
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ロールの諸巻線の誘導が無説さ才しているが,この口ート

トロールは巻線の自己誘導ならびに相互誘導が小さくな

るよう設計されているのでこのブロックにしたがってア

ナログコンピュータにかけた結果は実際の特性K充分近

く,装置の設計ならびに調整の目安をつけるのに大い

に役立った.

つぎに動作順序にしたがって簡単K動作を説明する.

エレベータの起動K先立ちまず乗場およびカゴの戸が

閉り始めると口ートトロールの倚重巻線W.F.ならびに

電圧巻線 V.F.が動作状態K入る.秤機構W.M.忙よ

り秤スイッチ荷重抵伉 WR が制御され W.F. Kは力

ゴと釣合重りの重さの不平衡K基くいわゆる負倚の静的

不平衡回転力に比例するアンヘアターンが与えられる.

したがって口ートトロールは発電機を所要のガ向に励磁

する.ーノj発電機に電圧が発生すると口ートトロールの

電圧巻線 V.F.に逆向きのアンヘアターンがかかるので

発電機は W.F.のアンベアターンに比例する一定電圧

に落着く.すなわち電動機電流したがって回転力は急速

に負荷の不平衡回転力K釣合う.間、なく戸が閉じ錠が

かかると W.F.は切放され同時に昇接触#U と電流巻

線C.F.が動作しブレーキがゆるんでエレベータは昇方

向に起動する.この秤起動方式は当社独特(特許出願巾)

のものでブレーキを開仏た腸問に負荷回転力と電動機"1

松力が釣合っているから速度抵抗SRを理想曲線Kした

がって減少することにより戸が閉じた瞬問に円滑敏速に

起動することができる.すなわち他のノノ式のようにカコ

が空で上ガへ起動する際に一瞬飛出すようK起動した

リ,カゴが満員で上方ヘ起動する際一瞬下方ヘ沈んでか

ら改めて上方ヘ加速するようなことがなくなる.

すなわち従来の方式では 17 図(a) K水す如くブレー

キをゆるめた瞬冏K電動機回転力と負倚回転力とに止負

KΠる相当な差があるために以後の加速度K初期条件の

差による過波項が加わり,したがって加速度曲線の前斗

は負倚の多少により相当変化し理想曲線K合せることが

できない.また負倚回転力により急、激に飛出すのを防く

ためkブレーキをある程度ゆっくりゅるめる必妾がある

ので,実際Kカゴが目的ガ向に起動するのは戸締り接触

が閉じてから 02~1.0秒後となる. RWBL 2 型の秤起

動ノj式では 17 図(b)に水す如くブレーキは急速に1削く

ことができ,かつブレーキをゆるめた瞬冏の負荷の回転

/Jによる加速度は抵とんど零に近いから,戸締り接触が

閉じてから直ちに目的方向に円滑に起動し,以後の加速

曲線は負倚の多少によらず抵ぽ一定の理想曲線忙合せる

ことができる.

一旦起動すると口ートトロールはいわゆる逆起竃力型

の速度調整器として働く.速度抵抗SR とブリッジの分

流比で定る電流(速度基準電流)が発電機界磁G.F.お

よび口ートトロールの基準巻線 P.F. K流れる.他方電

圧巻線 V.F.は基準巻線と逆k電流巻線 C.F.は基準

巻線 P.F.と同ノj向K巻かれており V.F.と C.F.の合

エレベータ新型冽御装置・宮城

C

10
Sec
^t

全貢荷上昇

0

02SCC^t

全賀荷下降

015Sec^ t

化)(a)

起動および加速前半の加速度Π

17. starting acceleration and theF喰
former haH of the acceleration

成アンヘアターンは電の逆起力すなわち電動機速

度に比例するようK構成されるから,ロートトロールは

電動速度が速度基準電流に比例するようK発電機を強

制磁する

出発と同時Kセレクタがつぎの停止階をさぐり,各階

停止,1階飛,全速の各速度曲線を選別し,この曲線K沿

つて速度基準五流を制御する.速度基準電流を理想速度

曲線に合せるKは加速中は時限継電器により減速中は誘

導継電器と時限継電器の組合せKより全速に対して各

10ノッチを 0.15~0.25秒間隔で刻んで行く.なお加速中

は電動機界磁を強め全速では基準界磁とする

減速の最後の 50omm はとくK重要でこの部分の述

度制御を正確にして戸をこれと同期して尚速で開くよう

にしないと運転時問が延びたり,停止の乗心地が恕くな

つたり,床が良く合わず床合せを繰返したりして不貝合

が生ずる.

RWBL ガ式では L1 型多段誘導継確器と口ートトロ

ールの尚い丘gure of meritS を利用して肴米寸'前の速

度を負荷のいかんにかかわらず2土0.5mmin の極徴速

忙保ち,浩床する瞬問まで笠気的K駆動し低とんど停止

した瞬問K電磁制動機で保持するから,乗心地が良く心

行時問を短縮することができる.

試みに電磁制動機を開いたままで保ったらカゴは乗場

床の上下約 20mm をゆっくりと上ったり下ったりして

いたことを桜告すれば速度制御が安定で女全性が甚だ高

いことが了解願えると思う.

昇降11程が 40m 程度のエレベータでは,停止中に秉

客の出入によって 10mm 程度もツナが伸縮して床が狂

つてくる. RW'BL 2 型では床が 12.5mm 以上狂5 と

U 型誘導継電器がこれを検出し直ちK秤起動を行い極

微速で床を修止するから乗客がシキイKつまずくぉそれ

砺
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景冨遠夏買動玄

妄四、mm

着畉連産系動玉

^

従耒のコンバウンー方三

央IV別・1方式
加iVβι・2,

のノm川

150

起動の火きな利点で,従来の力法では実現できなかった

'点である.ノッチ数が多い上にダンピングコンデンサが

有効に倒Kので加速度はノッチがほどんど判らない程度

に円滑である.

、つと、重要な停止前約 50omm 以内の減速状態は

従来に比ベ進歩が著しく,低速でクリープする期問がほ

とんど無く,迅速かつやわらか忙着床しており,戸が開

いて最初の乗客が足を踏出す一瞬前に床が合うから,つ

まずくぉそれがない.

なお従来の装置でこれK近い乗心地に調整Lようとす

ると床から床までの時問(ある階で戸が閉り始めてから

次の停止階に達し戸が開いて乗客が安全K出入りできる

がない.

従来の方式で床を修正しよらとすると,たとえば2mm

修正するためにブレーキをゆるめた瞬問に一旦'逆に 10

mm 、狂いが増力「ルた後改めて 12mm を修正すると

いうよう Kなったり,あるいは修正の行過ぎを起して修

正を繰返すよらなことK成りがちであったが,この場合

に、秤起動方式は甚だ有効でほとんど気付かない程度の

ただ1回の徴動で床を修正することができる

一般に逆起電力型の速度制御では電動機刷子降下の非

直線性と電機子反作用が速度誤差の原因となるが, RW

BL-2 型では電流巻線 C.F.の直列抵抗 C.R.を非直線

性とすることにより 18 図K示す如く精度を佶加すると

とができた.(特許出願中)

ロートトロールはとくにヒステリシスループの幅の小

さ゛ハイパーロイ製で,零点ドリフトが本質的に小さく,

かつ電源の電圧および周波数の変動にかかわらず同調が

保たれるようK計画してあるので,速度制御は正確安定

であって,整流が良いので保守、容易である.

19 図は東京ビル3号機を利用して研究試験を行った

際のオシログラムで,負荷の影糾がはっきり判るよう過

負荷の上昇と下降とを選んだから,各階運転,1階飛運転,

全速運転のいずれ、ほとんど理想曲線どおりで乗心地が

甚だ良くしか、全然むだ時問がなく走行時問が短いとと

が判ると思、うが,とくに注目願いたい点をつぎに述ベる、

まず戸閉動作中に電動機の釣合電流は確実K定常値K

落着いている.ついで戸締り接触が閉じると 02秒以内

Kカゴは円滑に起動している.したがって始動のむだ時

問は従来K比ベ平均 0.5秒程度短い.

電流曲線および加速度曲線を見ればブレーキがゆるん

だ瞬問に電動機回転力と負荷回転力が良く均合っている

ととがわかる.

加速曲線の前半が上昇,下降共によく似ている点は秤

38 (564)
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Fig.18.
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20 図 RWBL-2 型制御

盤外形図

Fig.20. Type RWBL-2

Conttol panel.
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としてきた最良の乗心地と

W 社並の高い輸送力とを

同"寺に実現した、ので,世

界の水準を抜く性能を有す

るものと確信する.

N.各種の新型制御装

置

削jK紹介した 125V 新

型制御器具の開発忙と、な

い各種の制御装置の新型化

を着々実施しつつぁる.22,

23図は歯車つきエレベータ

用の総制御盤で従来の起動

盤,制御盤,りレー盤およ

びセレクタ等一切が一括

して電動発電機の上部K納

まるので据付面積が甚だ小

21 図 RWBL-2 型セレ

クタキ十ビネット外形図

Flg.21. Type RN入7BL-2
Selector cabinet.

_ーーJ、 L-一御
23 図 GDCL-CS 総制御

盤外形図

Flg.23. Type GDCL-CS
Unit contr011er.

さく機械室が小さくてす

む.また従来据付で配線し

てぃた機器相互間の接続が

盤内接続となり工場で完全

な総合試験をLた上で出荷

されるから据付期問を短縮できる.

器具が小型となりかつ信頼度が向上したので2力ーセ

レクチブコレクチブ男1作(2 Car selective c011ective

Operation)(D とかさらに複雑なセレクトマチック操作

(selectomatic operation)(1)'穿、容易に需蟇に1心;イぞら

れるようになった.

V.むすひ

以ヒ当社が最近開発Lた新剛器具ならびK制御裴胃の

概蟇につきご紹介L諸賢のご参杉に供する次第である.

参考文献

(1)エレベータの自動制御

宮'城オーム 195、11 臨時号

(2)高能性エレベータKついて

木村,宮城外三菱電機 19542

(3)昇.降機における最近の電氣装置小林オーム 195516

(4)最近の1三菱エレベータとその標準について

河合,宮城三菱電機 1952凡1

22 図可変電圧歯車つき工しべータ総制御盤

Flg.22. unit controHer for geaTed v.V
elevat0τ.

ようになるまでの時間)は 1.5~3.0秒長くなり輸送能

力が少くと、フ~20%低下することになる.

したがって RWBL-2 方式はわれわれが長午の月標

エレベータ新剛制御装置・宮城 (565) 39
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Nlotor.driven Elevator Door operators

With the advancement of elevator performance the role played by the high speed

door operators is getting more and more important in promoting the transpoTtation
e缶Ciency. Quickness, however,is not the sole requiS辻e of the door operator and the

Safety of passenger must be we11 taken into account by arranging their time of opening

and closing in close relation with the elevator operation. Further, speedness, quietness

and smoothness are desired quaH6Cation of the door operator. To me色t such require・

ments, Type AA 4 high speed door operators have been developed recenuy to assure

high e缶Ciency of elevators

^ 夕の電動戸閉、

1.まえがき

最近エレベータの各種性能の向上には目覚しい、のが

ある.これら性能改善にかかわらず電動扉開閉装置が従

来のままであってよい訳Kはゆかない.やはり縦の交通

機関としてのエレベータの進歩に伴って性能向上が強く

要求される.すなわち扉開閉操作はエレベータの能率上

大きな役割を占める、のであるからである.エレベータ

の輸送能力は床から床までの所要時間に大きく関係し理

想的な速度曲線に従って自動的に加速もしくは減速着床

させ,エレベータの出発停止と緊密K関連して扉を開閉

しその間にむだな時間を浪費することがないようKす

る.このように扉の開閉操作はエレベータの各種の性能

向上と有機的に関連するのであって,たとえばエレベー

夕の加減速が滑かに行われ実効速度が速くて、扉の開閉

が時間的Kあるいは時期的に遅かったり,甚だしく円滑

を欠くようであっては高性能エレベータではあり得ない

し,またその逆K扉だけが良好であって、他の諸性能が

満足されなければ、ちろん高性能とはいえない.

このようKエレベータの扉のあり方の一例として,白

動化の進んだ米国では電子頭脳に支配される運転手無し

エレベータKおいてはその能率向上のためK自動化に即

1心;して光電裴置や電子管検出裴置を利用して扉の開放さ

れてぃるむだな時問を極力短縮する方式が実用されてい

る.

当社で最近K開発したAA 4型扉開閉機構は静粛,円

滑,迅速の点で従来の比を見ない玉のであるが筆者は本

稿においてなぜ扉の開閉が時期的に,あるいは時問的に

秒を争う程の必要があるのか,エレベータの走h枇能の

向上K対しての扉の関連はどのようにあったら良いかの

如(56の*技術部

Hango soTONO

Nagoya works

τゴ菱電機. V01.29 NO.10.1955

UDC 621.876.2.078.393

置

点についてその概要を説明し,あわせて AA-4 型戸閉

装置の各種性能特性を記して諸賢のご参杉に供したいと

思う.

2.動扉の開閉時期と開閉速度

エレベータが高能率化すればその高性能K相応して扉

の開閉が必要Kなってくる.またエレベータの東心地の

良さがそのまま同様に扉において、静粛円滑K運転しな

けれぱ釣合のとれぬ、のになってくる.このように開閉

操作の迅速と静粛円滑さの相反する機能を共に満足させ

る開閉機構は必ず高性能エレベータの威力を発揮する、

のである.

いまエレベータが扉を閉鎖し目的階に向ってある階を

出発しまた減速停止して扉を開放するまでの時間の短縮

がその輸送能率増進に大きく役立つが,このうち扉の開

閉に要する時問的割合は高性能エレベータ抵ど大きくな

る趨勢Kあり,また停止箇所が多くなればなる抵ど扉の

開閉所要時問の割合が大きくなる.それはつぎのように

説明される.たとえば往復と、%箇所の階にサービス

する高級エレベータの一周時間(Round trip time)は

近似的Kつぎの rKよりあらわされる.

フ=t+2πt巾。+2πtα十2 -2π ( 1 )^'ι?0

ただし S=エレベータの昇降行程

光=停止箇所の数

t=釆客出人所饗時問

t巾。=芥階扉所要時昆勺(Total door waiting

time)(ただい図参R粉

む=加速または減速時問

1=加速または減速巾K走った距離

V=定格迷度



上記のように開閉時問の影響は停止階が多いほど大き

くまた高性能エレベータにおいて t"が小さくなればな

おさらである.上式中の t佃は扉の開閉合計時間(2td)

からエレベータの走行との重複時問(1 図 to)を除いた

、のであり Total door waiting time (扉待時間)と

もいわれ 1 図のオd,十ぴ' K相当する.

前述したようKエレベータの走hと扉開閉とは乗客に

対して絶対に安令でしかもむだのない時問的関連が繁密

K保たれている.エレベータが出発する際まず扉を閉鎖

するが扉の閉鎖速度が大きければ大きい抵ど釆客に対す

1 表エレベータ扉開剛時問(秒)(扉全開あるいは企1羽)

注(1)2COC0方式出入口幅 2S
2S...2 枚戸
枚開きま運転T付き 1.60 120

900

たは3枚戸・なし 1.702.50

・付き 枚開き1.231.70950
町なし (TWO1.802.65

・付き Speed)1.271.81,000
四なし 1.QO280

CO..2枚戸υ付き 1301.91,050 小央開き・なし 2.M2.95
(center・付き 1.801.372.001 100
Opening)"なし 2.102.103.10

・付き 2CO -4 枚1.901.U2.101.150
・なし 2.202.203.25 戸中央朋き
町付き 2.(扮15022 (TWO1.200
・なし 23U230340

Speed
2.20・付き 1.705

1350 Center
2.602.60討なし 395

Opening)2.4h 付き 1.9028
1.500

(2)運転手2.9"なし 2.904.50

なし式の所
叟時問は扉
の閉める時
間を示す.

入＼

C

゛

td2

、、

る危険を吉慮しなければならないしまた閉める途巾で緊

急、停止したり,灰転開放するのに速かに操作する必要が

生じてくる.したがっていかようK扉開閉速度の上昇を

計って玉その運動部のエネルギをある範囲内に止めてお

かなければ万一乗客を挾んだ場合危険であり,また急激

な停止、しくは反転操作が困難となるから扉閉鎖速度を

上げるためKは怪くかつ慣性ノJを小さくする以外にガ法

はない.この恵味で扉機構の運動部分のうち扉の重量の

樫減,操作機構の慣性力の減少はとくに詔意されなけれ

ばならない.以上で扉の閉鎖所要時冏の知縮の限界の恵

味が判然とすることと恕、う.1 表は AA4 型電動扉開

閉装置において扉の閉鎖所要時間の一例を示す.本表は

全開あるいは全閉の調整基準時間で扉開閉装置の能力で

はない.本表でカゴの扉の単位画積重量晰,釆場扉単

位面禎重量御とすれは

W,=24kg m., W.=34kg/m.の場合の値で一般的に

カゴ側伽f,乗場側勿.'の単位血禎重量の扉に対する調

整基準時問 t"'は本表の値を t"とすれば

4
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図
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上記によれば簡単にその扉の調整基準時間が決定される.

電動扉の開放または閉鎖の行程の後半においては戸閉

'動機は制動機として逆向トルクを発生しているから,

開閉の途中で一旦停止または反転した場合Kは引続いて

急速な開閉ができないので AA-4 型戸閉機構では位置

スイッチK時限装置を付加して敏速な開閉を行う.

扉が完全に閉じ施錠され外部から開くことができない

ことが確認され,すなわちインタロックされて始めて工

レベータは起動するがこの全閉から起動までの所要時問

は僅小になった.以上はエレベータがある目的階K向っ

て出発するに先ιつて扉を閉じる場合の諸性能を述ベた

がエレベータが着床停止する際の扉の開放時期およびそ

の所要時間の問題は一変する.

エレベータが着床運転中に扉を開き始め着床完了の直

後K扉は乗客が出人するのに不都合のないまでに開くこ

とがスヒード感、あり事実能率的な方法である.

1 図はエレベータが極めて短時間K円滑に着床する場

合K所要時間 td,の扉の速度曲線① k対してはエレベ

ータが停止するよりただけ以前に扉を開け始めると工

レベータの倍床停止後むで事実上扉が開と見なし得る

位置まで開く.扉はその位置より若干開いて全開となる.

しかしエレベータの減速に1図のように短時問にしか玉

滑かに停止するのは現今では極く,司級品のみに限定され

2 図のようK疏床階K近づくと床合せを桔密に行うため

ある時岡 Slow speed でクリーフ運動を行うものが多

い.この場合②のように扉を開ける時問td.をすべて

エレベータノ汽床運動小にhうと仮定すれば扉が全開忙な

るのとノ汽床停止とが約同時となる.この場合Kは見掛け

ヒの扉のための待1埒剛(door waiting time)はない.

3 図では児想的速度曲線K沿って川滑Km床する刷性能

tdl
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エレベータに対して扉所要時問td.の高速度電動扉が開

閉を行った場合の関連を示し扉速度曲線③はエレベー

夕着床と同時にすでに扉を全開とし,また曲線④は着

床停止時K扉が 70~75%開きその後 tκだけ時間を経

過して事実上開と見なし得るまで開く状況を示す線図で

ある.2 図~4 図に明示してある扉事実上開の位置とは

全開位置の約 70~80mm手前の状態でとの位置になれ

ば乗客はどんどん出入を始めるようになるが一部氣の早

い人は扉の 0んの開度で出入しようとする、のである

またエレベータが減速着床停止を行う場合カゴ内の乗客

は重圧感または浮遊感の減少を以て無意識のうちK停止

直前にあることを概ね予測する、のである.したがって

、しその時扉が開けば床合せが完了してないとき,エレ

ベータより誤って出るか、知れない危険がある.

さて1図の場合エレベータが着床後で、乗客は扉が開

かないため出入ができないから,時問むだけカゴ内で

待っていなければならないし多分焦燥感玉伴ら.それで

は扉の開き始めをより早く行えば扉が開き始める位置は

まだ階床に非常に速い昇降路にカゴがある訳ではなはだ

危険である.したがって 1図の結論として減速着床の早

い高性能エレベータで速度曲線①の扉の所要時闇 t心

は長過ぎる.より速い扉の開閉を行わなけれぱエレベー

夕の能率は阻害される結果となる.2 図は従来のエレベ

ータに多く説明された場合であって,エレベータ着床速

度の SIOWが長くしたがって扉が全開となる位置を床着

位置とほとんど同一にするから扉としての時問的損失は

無いしまたかかる方式とすれば扉の開閉所要時問をそれ

ほど短縮する必要は余り認められないとする杉え方であ

る.とのことは2図で明瞭である.扉が開き始めてより

乍実上開となるまでの所要時間は t。であるがこの位膚

での出入は危険であるので結局床合せ完了の t陀後でな

いと出入ができない.したがって2図の場合において、

扉の事実上開の位置 A はエレベータ停止 B より幾分

遅れるようにすれぱ合理的であるし扉の開け始めを遅ら

せると前k述ベたよう忙エレベータが停止したような錯

覚をしたり床合せの完了してないためにつまづいたりす

る危険、ない.

3 図の扉速度曲線③のように扉の開閉を行えば開け

始めてより t.後に事実上開となるがやはり床合せが完

了しておらず危険であるので曲線④のような開閉時期

開閉速さが最、申分がないことが判る.乗客は重圧感ま

たは浮遊感が減少するからエレベータが階床に近接した

ことを無意識に体K感じる瞬問に扉を開け始め,(との位

置は階床からそれ抵ど遠くない)最初の人が足を踏出す

直前に着床停止を完了するようにする.この完了時B 点

の次の瞬間 h後に扉が開と見なされる位置 A となり

多くの乗客が出入を始める.したがって一部の気の早い

人に、危険はないしまた焦燥感、なく感覚的に、能率的

K、優れている.

またとの場合エレベータの階当り扉所要時問 tル((1)
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i勺参旦α) Total door waiting tilne は 3 図の場合 i心

十t*となり僅小でエレベータ能率向_L1て火きい役割を果

すことになる.結論的にいえば局性能エレベータ忙は絶

対に迅速円滑な開閉を行う扉が必要である

3, AA-4 型高速度電動扉開閉装置の構造

高性能エレベータの能率改善にふさわしい AA-4 型

扉開閉装置はその操作の静粛,円滑および高速の点で従

来と面目を一新した.この形式は扉の方式が2枚戸中央

開き式,2 枚戸 2 枚片開き式,4 枚戸中央開き式のいず

れK亀同一部品,同一装架方法で適用され能率良くかつ

安全Kカゴ側および乗場側を同時に開閉せしめる.その

機構の外形は 4 図および 5 図に図示する.

ア.扉開閉操作について

直流分巻電動機の多段速度制御およびウォームギャ減

速単ークランクァーム操作機構となっておりしたがって

扉の開閉行程は理想的な速度制御が行われる.開,閉共

に全行程にわたって電気的に制御され,前述のように停

止反転は速かに円滑に行われ扉の速度調整は開閉およひ

τ台菱電機. V01.29 NO.10.1955

5

Flg.5

1

図乗場戸陽奘置

HatC11 do0τ Opa'ato]

C、ノ
L
1凋

丘
、
・
、
=
、

ー
,
゛
!
ー
」
圭
.
ξ
1
ー
ー
.
」
.
キ
ー
!
+
ー
ー

ー
,
'
[
 
r
 
」
^
一
、
く
 
J
 
1
 
ー
ト
 
E
 
堅
f
 
イ

判
b
ミ
ー
ー
ミ
ず
」
゛
ー
'
y
」
,
゛
゛
ー
マ
上
露
ン
「
{
」
'
訂
t
1
 
弓
、
メ
址
」
、
ー
ー

i
i
t
 
"
、

四
,
ー
'
、
ふ
'
小
"

司
」
↓
玉
,
「
〕
ξ
「
'

J
イ
'
ヨ
ミ
、
,
ル
」
田
」

ノ
'
考
之
"
'
i
筆
1
ー
'

◎

1
詣
)
詔
轟

j
H
県
'

ノ
"
、
'
卦

,
1
王
"
。



」戸

'

1'..,.U I,,,,'.".1 .,"..1Ⅱ..""1.,...,"1,"酔.,"1,..,",1.",,..1.".,、1.,,N,.1

1;ig.6.

^^^^^^^^^^^^^^

6 図 AA-4 刑戸閉裴置"朋"のオシロ(CO)

OSC1Ⅱogram of door opetator when worRing to open
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7 図 AA-4 測戸閉装置"剛"のオシロ(CO)

OSCHlogram o{ door operator when worldng to close.

加m討 ιιonT

開剛速度が速くなれば加速度的に振動,音鷲は噛
火する.その大きな原閃は戸閉機械およびタランク

機桜北そのりアクシ,ン,カゴ扉および乗場靡の
連弱井幾胤,カゴ扉および乗場扉のハンガと戸の脚
(Gib)である.以上の対策として扉開閉奘置分体
を防振ゴムを用いて乗籠(cage)から遊航せしめた.
この奘架法は9図のようにカゴ枠構造の上梨とスタ
イルですべてを支持せしめカゴは振動的に無関係と

なっている'とれらの防振効果はエレベータの乗心

地K、当然関係しカゴの吊口ープ,エレベータレー

釣合口ープより発生または伝達される夕L部の振ノし

動音剥を遮断しかつカゴ室での共鳴、同時に無くし
ている.

(2)カゴ扉および乗場扉の連動機構

エレベータの昇降の際は無関係にし,着床して扉

開閉を行う場合にのみカゴ扉と同期的忙乗場扉を開

閉せLめる機構で扉開閉と同時に乗場扉のゴムブロ

ツクと内動的K候合する.乗場の扉の開閉操作のり

アクシ"ンはすべてこの機構が受持つからとの位置

は扉の小心と,ハンガ摩擦反力の力学的約中央にあ

りまた駆動アームの力の作用点と一致してぃるので

念リ放な開閉を行って酒ハンガに無理な力はかからな

い.カゴ扉の開く初動によって扉は相互に遊隙はな

くなり衝峡は伴わないから開閉は静粛円滑である.

(3) 1坊音ハンガおよび戸の脚(Gib)にっいて

過去数 1、年Kわたるスチールローラハンガを取1し

ー^15&

q JI

加m印認d
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8 図 AA・・4 刑戸閉の"85%閉"反転のオシ U

CIOSC.Fig.8. osciⅡogram of door operat01, Teversingat 85タイ
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9 図カゴWH辰枇造

Fig.9. vlbTation proo{
Construction of car

0

その行程の冬部分について単独に容易K可能である.し

たがって必要とあればそのエレベータの使用状態,堺の

状態により簡単Kカゴ内部より開閉速度を調幣できる'

6 図,7 図,8 図はそれぞれ出入口1順 1,250mm 出入

口高さ 2,120mm の当工場扉試験装置により開放,閉

鎖 85%,閉鎖後反松を行ったときのオシロで開閉共に

1.5秒,反転 2.5秒である.扉重量の 1仇および W。は

1 表と同一条件Kなっている.

イ.戸閉装置の静肅円滑

a)戸閉装置のカゴ枠ヘの装架力法

最近のエレベータの竃動戸閉装置・外野

1・~
~＼゛~y瓢一
~~＼＼Φ、げ松田_.

カゴh扉

__ノノノ孟口ーラ

0

めたのはその桔度を向_1二し

てもその音料発生はメタル

ゴンタクトの場合本質的だ

からである.しか、近くに

共鳴箱があるような、ので

その音粋は倍加される.戸

の脚、強靱ゴム製とし音縛

発生を極度に防止した.前

項に説明したよらに開閉操

作はハンガk無理な力をお

よぽさないことはこのハン

ガの第一条件である.10図

にカゴ扉用 A3M型ハンガ

の略図を示す.ハンガロー
ノ、ンナj

ラ経を大きくしかつ扉の懸
Hanger.

吊問隔を幅広くして耐久性

を充分杉慮してある、

(4)りタイヤリングカムならびKインターロ"ク外し機
構

エレベータが着床の際扉を開けるK光行してそのイン

ターロックを外すのはカゴのりタイヤリングカムの前進

動作と外し機構による.この作動が音料発生の原医ルな

らぬように可動部分の重量を減らすと共に緩動電磁石と

ゴム緩衝器により留意してある.(4 図,5 図参1粉

ウ.乗客の安全に対する考慮

扉の開閉共に全行程にわたって電気的制御されるから

いかなる点忙おいて停止または反転を行って、その動作

は急速に行われるととKついては述ベた.、し運転千な

(569) 43

10 図

Fig.10.
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11 図扉安全スィ"チ付 AA 4 型戸閉装置

Fig.11. Type " AA 4" hlgh speed mastet
type doot operator with safety Eage

し自動運転エレベータまたはオートナイトサービス付工

レベータでは扉閉鎖速度を1表のように落し罪安全スイ

ソチを扉先端に取付ける.乗客が玉し安全スイッチの先

端のゴム製Nosingに接触すると扉は速かに全開の位置

K戻り一定の時間後ふたたび閉じ始める.11図は SE-2

型扉安全スイッチ(saf-T-Edge)を取付けた AA 型

扉機構で 2 枚戸中央開き式扉の場合で扉の先端より

NOS加g の突出は扉の速度に比例して増減するから中央

開き扉が全閉になって、左右のSaf T-EdgeのNosing

は相互に接触することはない.むしろ乗客に衝突する場

介の扉の速さK応じて Nosingが先行しているから扉の

停止反転の急速さ、加わり乗客K全く危険はない.、ち

ろん扉の企開の場合には Nosingは引込むので出入口1幅

を狭くすることはなく,また運転手付エレベータに切換

えて使用する場合には Saf-T Edge の前述した操作は

簡単に停止しつねk Nosingが邪魔Kならない位置とす

る. Nosing の重量は Saf-T-Edge の作動の敏速性に

関係するので極力幌合金製とすると共に同転摺動部はす

ドルベアリングを使用した.扉の急速な停止まべて二

たは反転操作のためにグラグラしたり音響を発したり,

またNosing が押圧されて原位置K復旧する場合に衝突

を伴わぬようk空気式緩衝器を用いてある.この Saf

T Edge は全然同一部品で,2枚戸中央開き式のみなら

ず 2 枚戸 2 枚片開き 4 枚,小央開き式K適用できる

停電の際その他緊急、時ではカゴの位置にかかわらず力

ゴ内より女子で手で、容易に扉を全開Kすることがで

きる.戸閉機械が低回転速度閉電動機により駆動され

逆向効率の良いウォーム歯車減速機構となっているから

慣性は小さく,、し万一扉k挾まれても危険は伴わない

し手動による扉の開放は容易な訳である.1 表に示す基

準値を基礎とし扉機構全体の慣性力を老慮して扉開閉速

度を調整してあることは高性能エレベータの能率増進K

役立つとと大であるといわなければならない.

従来手動にて扉を開く際忙は

(1)インターロックを外すかまたはレハー直線となる

機構を乗場扉のロック装置として採剛してある場合には

それを折曲げる必要があった.

(2)もしカゴが階床位置にあればカゴ扉および乗場扉

の同時連動機構(名ツカミ機構)を外してカゴ扉と乗場

扉との連動状態を外すか(外さたければ前項のレバーの

腰を折ることが困難である)または逆K機械運転と同様

の噛合状態とし乗場およびカゴ双方共に手動で開けるか

いずれかの必要があった.

以上(1)(2)のようにとくに停電緊急時Kは乗客は焦

燥感がある上に手動開放のための予備動作を伴らことは

好ましくないが AA-4 型ではこのようなインターロッ

ク外し操作,レバー屈折操作,連動機構雜脱操作等全然

必、要ではなくてただ単に扉を開方向ヘ力を加えるとよい.

乗場の戸が施錠され外部から扉を開けることができな

い状態を確認して始めてカゴの出発を許容するが,この

安全性は扉のいかなる位置での途中停止,反転を行って

、決して阻害されない.

エ.調整ならびに保守

保守k手が掛らず簡易であることはその機構の性能維

持にきわめて重要であり満足できる能率をつねK発揮で

きる、のである.われわれはとくに強調したいのは,、

ちろん全然保守の必要のない永久寿命を保証できる機構

をまたそれに近付けることが理想でありまたこの点非常

に進歩しているがやはり最小の保守をぜひ定期的に行う

ことが機構の性能維持の原則である.この AA・4 型扉

機構は昇降路の塵挨量に応じてハンガおよび扉のレール

の清掃,ア"プスラスト調整,1年K 1回戸閉機械の油

里点検,インターロック点検および調整で充分である.

保守の簡易であること,すなわち据付時の扉調整は永久

的に維持され気温湿度Kよりその調整が変化し狂うこと

はない.一例を挙げると,扉開閉操作速度は開閉おのお

の単独に,しか玉行程の各部分毎に調整自由であること

はすでに述ベた.この調整は電気的制御ノッチおよび抵

抗調整で外部よりドライバ1本で簡単にできる.この速

度調整は温度差による油緩衝器の特性変化の影響はなく,

永久的と考えてよい.また扉開閉機構の各回転摺動部は

4図に明示するようK全面的K密封型ポールベアリング,

ードルベアリングを採用して摩擦 10SS をなくするこ^

とは、ちろん保守の必要を全然なくした

扉の連動ツカミ機構およぴその相手のゴムブロックは

据付調整または保守の際kは便宜上その朕入を外して行

うがそのため相互K衝突して亀なんら破壊することなく

ゴムブロックが折れ曲って逃げる特長を持ってぃるので

保守の際に便利である

4.むすび

エレベータの性能向上は必、然的に扉開閉操作の改善を

うながし今口の高能率エレベータとなった.しかしあま

りに扉開閉速度を上げることは乗客の安全上好ましくな

くまた遅い扉は全く能率を阻害するから充分な安全性の

杉慮の上で扉開閉速度を上げなければならない.この点

現段階で AA 4 型は有効に高性能エレベータとしての

機能を満足せしめるととと信ずる.
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エレヘータの口ーフ伝,

Various problems on Elevator lraction

C

As the matter of the traction type elevator, the shape of sheave groove has a great

e丘ect on the traction ability. There are some explanations about this problem in this

Iiterature, especiaⅡy concerning the undercut u groove, we present some theoretical

Procedure to obtain the value of the contact pressure and the friction force.1n elevator

Operation the " Traction Ratio " may vary with individual case, but it must be sma11er

than the sheave's traction ability. And the geared half lap traction has a Httle a110wance

for this abi1辻y.

In any cases, the elevator Riding capacity should be kept in mind concerning traction

type elevators.

名古屋製作所

矢

トラクションの諸問題)

用

Chikao MITSUYA

1.まえがき

今日エレベータといえばトラクシ"ン形式,すなわち

カゴと釣合重りとを口ープで繋ぎ,巻上機のシーブに吊

り掛けて運転する形式と決って込る.しかしながらトラ

クシ,ン式が一般化する以前には巻胴式のエレベータが

用いられ,いまで玉鉱山用巻上機等にこの形式が使われ

ている.今世紀初め 1910年代よりト クショ:ノエ.レベ

ータが商用化されるに及んで巻胴式は完全に市場から駆

逐されたのである.

わが国における建築の高層化は近年とくにめざましい

、のがありこれによってエレベータの利用が増大してい

るのはい5 まで、ない.しかしながらトラクシ"ンエレ

ベータの機能はまだ充分に理解されてぃないように思わ

れる.すなわち200%も300%、の定員オーバーの人員

を乗せることを要求されるようなことである.エレベー

夕は完備した安全装置群を持っているためKまだ大惨事

を起したことはないが,今日喧しい定員の問題こそ他の

交通機関より以上に厳しく守られたい問題なのである.

エレベータは正しく使用して初めてその機能を充分K発

揮することができるのであり,これKよってのみ貴重な

設備費が効果を表わす、のといえる.

本項Kおいてはトラクシ"ンエレベータの特質を一般

に理解して頂くため,これに関する諸問題につぃて述ベ

ることとする.

さてトラクシ,ン式の解説を述ベるに先立ちこの方式

*技術部

夫

Nagoya works

UDC 621.876.2.016

0

が巻胴式を駆逐し去った原因を振り返って見ることは読

者の一層のご理解を助けるものと思う.

巻胴式とトフクシ,ン式を比較すれば安全性の点で,

終点階を過ぎて玉なお巻取りが続けられたような事故の

場合,巻胴式では破壊的な事故となるのに対し,トラク

ション式ではバッファによってカゴまたはオモリが停め

られ,巻上ツナはシーブの上で緩んで滑るためKなんら

事故とならない.また経済性の面では巻取ドラムは大型

(571) 45

^^

( a )

1図トラクションエレベータ

巻胴式エレベータ(b)

Fig.1. Traction elevator (a) and
drum winding type elevator (b).

^

( b )

(a)と

三
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ね)麻口ーブ巻シーブ(b)ゴム入溝(C)2重円弧イd)V満(e)アソダーカット溝.U溝

2図 の、1 々

Fi宮.2. various types of gTooves

合

ウォーリントン雪!

T1

であり巻上機の据付面積が大きく,昇降行程が大となる

とドラムは異常K大きくなりしたがって巻上機の標準化

ができない.これK対してトラクション式はシーブには

ロープの本数だけの溝と幅があれぱよく,極めてコムパ

クトであり,昇降行程とは無関係K一定の巻上機が使用

できて標準化されるのである.これがトラクシ"ン式の

利点であり近代建築の高層化と大容量化とはとの方式の

出現により可能となったとまでいわれるの、むべなるか

なである.

しかしながらトラクション式とは口ープとシーブの摩

擦力のみによりエレベータ重量を上げ下げする、のであ

つて,本質的な機構上その能力Kはある限界がある.古

くから種々の試みがこの摩擦力を増すためになされてい

る.すなわちツナ溝の底にゴムを入れた、のとか種々の

形状の溝型がそれである(2 図)

以下摩擦伝動機構ならびに当社で使用しているアンタ

ーカット溝の能力とその理論その他について述ベること

とする

3図 Vベルトのトラクシ,ン

Fig.3. Traction of v belt

乃

4 図 V溝の口ープK

よる摩粍

Fig.4. wear of

gToove

かくしてV溝が結局この型に変化する、のならば初めか

ら最終の形とし,不伺な初期摩耗を除く方がよいとの杉

え方で生れた玉のである(4 図).

当社で使用しているアングーカット溝型はアンダーカ

y 卜の中心角 50゜,あるいは 97゜と必要な摩擦力を得て

かつ最小の接触圧力を保てる如く選定され,それぞれフ

ルラッフ゜用,ハーフラップ用に使用されている

(2)ワイヤーロープの断面構成とアンダーカット溝

型との接触

ワイヤーロープKは多数の断面構成の種類があるが,

エレベータ・トラクシ,ン用として一般に用いられる玉

のは,シーノし型,ウォーリントン型,フィラー型の 3千重

でありストランド数6ないし8の、のが使用される

とのような口ープが溝と接触する場合には6図の展開

図忙示すようK接触斜線の連続となり,新しい口ープに

おいてはこの斜線が点で構成され,ロープが摩耗するK

つれてとの点は幅と長さを、つ面積となり斜線は帯状と

なる.ロープの摩耗写真と対照されたい

(3)アンダーカ"ト溝理論式誘導のための仮定

従来のアンダーカット溝の理論は口ープを完全な円筒

と仮定して圧力分布,摩擦力等を誘導している①.しか

しながら実際の口ープは5図の如くストランドを撚った

、ので接触は線状であるから圧力が溝面全面K分布する

ような式では到底真実を表わしているとはいえない

筆者は口ープ断面をストランド小円の集合体と仮定し

て線的接触を理解する解析を行った.これではストラン

ドが小素線で構成されて込るととは無視されているが,

HaymanSの式より現実に則した、のといえるであろら

理論式のための他の仮定はシーブ上で口ープ断面が変

形しないとと,満断画と口ープ外接円とが完全に一致す

易

4

2.ツナ車のトラクション能力

(1)アンダーカツト溝型の導入

よく知られている如く平ベルトKよる伝動力の不足を

V溝の襖作用により増加することが一般に行われその場

合,車の両側におけるベルト張力の相違によってスリ"

,ノ

プが生ずる限界は次式で与えられる(3 図)

(1・1)711r9=ι Sin化

V溝Kワイヤーロープを掛けて伝動する場合

に、(1)式が成立するが, V溝と口ープの接

触は最初のうちは全くの点接触しか起らぬた

めに接触応力が極めて高くなり使用後僅かの

期間で両者の摩耗が進行して当り面が生ず

る.この時の形がいわゆるアンダーカット溝

型と同じ玉のである.アンダーカット溝型は

46 (572)

立ノ

8 × 19 シーノL埀!! 6×25 74 7 一型 6×19

5図口ープの断面構成

Fig.5. cross section of Tope
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日

6 図アンダーカ,ト満とU ーブの接触

Fig.6. T]〕e line contact be武Veen

Under・cut groove and rope.

ることが挙げられる.この条件は実際には口ープ径は荷

重Kよって縮少すること,新しい溝の曲面は僅かに口

プ径より大であるとと等のために全面接触は行われない

のが普通である.とく K摩手モの少いフルラップ用の溝の

場合には理詮式を直ちK適用することはできな込が,ア

ンダーカット幅の広い溝Kついては短期問に当りが生じ

てとの条件は実現される、のである.

(4)ロープストランドの圧力分布

シーブ上で 7 なる張力で口ープカ阿長られるとき法線

方向に側K力は(シーブ径を D として)単位長さKつ

厶

夛0,

P

ストランドの接触線

Ⅳ'とすれば相隣るス

ヨユ

y

β

8 図アングーカット溝の圧力分布

Fig.8. PTessuTe distribution of under・cut groove

,27
(1・3)^^^

Normal Force Ⅳ'が接触線上にどのように分布するか

を調ベる忙当り6図接触線αhh'4'を溝の断面上に投影

して吉え門.Bθ且'とする(8 図).溝の弧上の各点の単

位長さ当りの圧力を垂直方向と溝画の切線方向に分けれ

ば,垂直方向分力のみが摩耗K関する、のであり,溝上

の摩耗は垂直方向に均一に進行するからとの垂直方向の

分力がどの点で、等しい、のと置ける.したがって

^=h=const (1・4)
COS φ

ーブjKおいて圧力の垂直成分の和はⅣに等しいから,

ロープ径を d として

>(が、(が

7

Pmax

^

a・2)

αみh'α'(6 図)が受ける法線力を

トランドのねじれピッチを 1として
^

^

^
^
^
^

^

厶'

a ・9)

(573) 47

^
^

g

'ー^....

ー.ーー.^、

ノノ

^

^

^

゛ノ

^
^

摩耗

Ⅳ"=2ιつCOSψ dq/
Ⅳ'=dι RCOS9φdψ

7 図口ープの摩粍Kよる接触面砧の変化

写真は口ープの摩耗 6×19 ウォーリントン不反撥性口ープ

Fig.フ. change of contact area due to rope 工Neat.

エレベータの口ープ伝動(トラクシ,ンの諸問題)・三矢

C
ツーα十SinツーSin a

ただしα

の角である,

4COSψ

= 4 (ツーα十SinツーSina)
はアンダーカットの中心角,ツは接角虫1製界

したがって(13×1・4)式を入れ

この線圧力つは断面に投影した圧力であるから実際の接

触線αhh'4'に沿う線圧力つ'は撚りのねじれ角をδと

して

27 4COSψ
- Dd ツーα十SinツーSina

つ'=ーー1COSδX

(1・5)

となる.

a・フ)

いまストランド数をπとすると幾何学的に

1
(1・8)

なる関係がありこの値は口ープの撚り方によって定まる

定数でありこれを C とする. C の値は6本撚り口ープ

では 0.521,8 本撚りでは 0392 である.

したがって圧力分布式は

a・6)

て

、
d

SC
1
d

D
N

き

r
b1
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1
'

1
異
1
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、
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、
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ア9= 1V2+W2+Wゞ・1-ー'

ただししは負荷重量

W,はカゴ重量

W,加。はそれぞれカゴ側,オモリ側の吊り口ーフ

重量

金勺合口1ι!1/,10Ξ'は ノグ

W。はケーブルのカゴイ則重量

フ。は釣合口ープ張り車の重量

いまカゴに上向きの加速度を与えるべく綱車K トルク

を与えれば r.および乃はつぎの如1くなる

8

7

6
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繪

3

2.6

工ノ
゛

2.4

0

が

0 20 ι0 釦 60 100 120

アンダ'カ,り卜の中1也角

9 図アンダーカ,ト溝係数の値

(フ=150゜)

Fig.9. value of under、cut

groove coe缶Cient (ツ=・150゜)

最大圧力はアンダーカットの縁の点で起り

゛

2.2

2.0

゛

t守

下'

1.8

の

】.6

゛

1.ι

1.8

、,勺
.、

(2・1)

1.フ

ー゛)つ

入

0 ゛

ヨr

である.当社ではギャード・ハーフラップ

用の溝として 97゜アングーカット溝を用

込,ギャーレス・フノしラップ用としては 50゜

アンダーカットを使用してエレベータ運転

K良好な結果を得ている.9 図は最大圧力

および総圧力を示す係数 K,および k.と

アンダーカット中心角との関係を示し, 10

図は綱車のトラクシ.ン能力の値である

(田接触圧力の許容値

(4)項では接触線圧力の最大値の式 a

]のより8本撚り口ープが優れている、の

としたが,これは厳密ないい方ではない.

すなわち実際の応力が溝面および口ープに

ノ<力

ツーα十SlnツーSlna

C=0392 (8 本撚口ーブ)

C=0.521 (6 本撚口ーフ゜)

すなわち8本撚りの方が線接触圧が減少する.当社エレ

ベータの口ープに 8×19,シール型口ープを使用する 1

つの理由はととにある.

(5)綱車のトラクシ"ン能力

圧力分布式(9)により容易に全圧力が求められる.す

なわち

120゜ 13げ 1ι0゜ 150゜ 160゜ 17d 180゜
卷付角

10 図ツナ卓のトラクシ,ン

育毛 j、J

Fig.10. Traction abi]ity of
Sheave

金

シが

0゜ 3

K1

d3 0゜ 3

4 COS・ー

0゜ 3 げ3

つぃてどのよらになるかが解明されていな

いからである.円筒接触の応力については

ヘルツの式等が用いられるが口ープストラ

ンドとシーブの接触にこの式を適用すると

とはほとんど無意味であろう.そこで(2)

項の摩耗写真等の事実を吉慮すれば口ープが摩耗するに

したがって接触線は帯状となりしか亀この帯の面は溝画

と同じ曲率であるから,実際の接触応力は線接触圧力を

ある幅で除した、のと考えることができる.かくて8本

撚り口ープの利点、正しく認められ(1・11)式等の意義が

ある、のと考える.

以上の如くアンダーカット溝と口ープの接触は実応力

を規定する段階Kはないので経験的K,ロープ速度K応

じた NormalForce の限界値を規定している状況であ

る.この点では今後の研究K待つことが多い、のと思ら.

3,エレベータ系のトラクション比

前章K述ベた如くシーブに掛付た口ープは両側張力の

比が・一定限度を超せばスリップするのである.つぎK実

際のエレベータ運転において口ープの張力比がどのよ5

になるかを求めるとととする.

(1) 1:1 0 ーピング,ハーフラ*ブの場合(ギャ

ド)

11 図(a) Kついて杉えれば静止状態では明らかK

げ

(1・1の

'γル d

甜ル

(1・11)

ただし

2r1 1 'γル

- P ツーα十SinツーSinα剣2

(1・12)P=Ⅳ'κ?

ツーα+sinツーSina

すなわちアンダーカット溝により総圧力は

する.したがって摩擦係数をμとすれぱ口

プする条件は巻付角をθとして

',=^.C

2

4(sin --sin^)

一ιμκ0θ (1・14)

&の値はアンダーカットの中心角を拡げるととで任恵

K大きくとれるが(10)式の接触圧力が高くなるため実用

的Kはα=120゜が最大限度とされている.

アングーカット溝型は K.を任意K定めてトラクシ,

ンK必要な摩擦力を与え,しか亀接触圧力をできるだけ

下げるよらに合理的にアングーカット幅が決定できるの
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(1・13)

&倍に増加

ープのスリッ

"-1U J-W 十

才ノ

(
、
ノ

ー
.
ー

0r
乞オ

ノ

1

ー
く
i

1

フ
、
T

1
 
9

5
 
ι
1

戸
部
 
2
2
 
幻
 
2
。
 
W

2
 
1

捻
 
1

1
6
 
而



刀
@乃
N

WI W2

.乃
Ⅲ

W2

W 勤 W2

WI W

.所

a l:1 八ーフラ川プ
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11 図エレベータ系の略図

Fig.11. ElevatoT system diagram.

T0

(b)2ゴハーフラ田プ

U/2

ι+WI

フ,=(ι十IV',十独十W,'十W。)(1十α)}
十70+U十゜+U0α

r.=(1ν.十W.十加D(1一α)十゜-ua

2

、のことを杉憲すると(11 図(b)参照)

0

.M

(2・2)

ただし U,U0 はそれぞれソラセ卓および釣合口ープ

張り車の慣性質量とする.したがって加速度運転時の際

生ずる張力比は

W0

W2

(ι十W,十W。+wn(1+α)+2W,(1十α)十゜
r1

ω!'

'(W.十WD(1一α)+21ι,.(1一α)十゜
ー(4U+2UDa

乃

(C)2;1フ儿ラ,りプ

W2

(2・5)

となる.略算式は(2・4)と同じでよいがこの場Aは 1

1 より条件が悪くなることは老慮せねばならない.

(3) 2:1 0 ーゼングフルラ"プの場合(ギャレス)

この場合は(2)とほとんど同じでソラセ車の慣性力の

入れ方が異る.(11 図(C))

鵤

(ι十W汁既十勿.'十WO)(1+)
r'(W.十刎.十WD(1一α)十r゜-ua

十(之Ui+UO)α

(2・3)

となり各エレベータKつきこの比を計算してツナ車のト

ラクシ,ン能力の値以内に入れなければならない.亀し

この比が綱車の能力以上になるならば口ープはシーブの

上で滑りエレベータは綱屯でいくら加速して、一定の加

速度以上は出せないのである.

大略の計算には次式を使うのが便利である.

^^^^^^

^^^^^^
^^^^^^
^^^^^^
^^^^^^

(ι+11,汁W"十W。)(1十α)+2W'(1十α)
r,_+(2U.+U゛+4Ma

0

,^

(2・田

以上代衣的エレベータ系につぃてトラクシ"ン比の算

式を示したが適当に補正すればいずれU衛略式(2・4)が

利用できる.

つぎK (2・4)の式Kよって実際のエレベータがどの位

のトラクシ,ン比になるかを調ベよう.なお当社のエレ

ベータは最大加速度を乘心、地の許す範囲で通常 12 図の

曲線K規定している.したがって 150mlmin のギャレ

ス級を例Kとれば, a g=0.14 なる故トラクション比は

静的な張力比の 133 儁となる.当社エレベータの定格

倚重,4006 釣合重り K おけるトラクシ"ソ比の略算値

を 13 図のグラフに示す.個々のエレベータKついては

もちろん偏差があるが基凖の値と{,て発表する.

4,エレベータの口ーフスリッフより見た負荷

限界

定員過剰の問題はエレベータKとってもっとも困難な

問題である.定員k対して規定のカゴ室向稍は3倍K近

(1V.+WD(1一α)+2W.(1一α)+ 2゜

十゜十ハ10α

r1

r2

ι十WI

IV2

(2) 2:1 0ーピング,ハーフラ*フ

の場合(ギャード)

前と同様に杉えて 2:1 の口

(HI)
←1)

-2A12α

旦^^^^^^^

0・15^^^^^^^
^^^^^^^^
^^^^^^^

^^^^^^^^
0^^^^^^^^

(2・4)

刀_(ι+WXI+wg)
72 W2 (-4g)
170

30 ι5 印 75 90 105 120 130 150
エレベーター速度剛mm

12 図エレベータの最火加速度

Fig.12. Max. acceleration of elevator.
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14 図口ーフスリップより

みた負荷限界

Fig.14. Load limit fTom the

Viewpoint of rope slip.

フスヒー

エレベータの口ープ仏動(トラクシ,ンの諸問題)・.矢
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13 図代表的エレベータの
トラクション比

Fig.13. Traction ratio of

tepresentative e】evator.
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い人員が押込み可能でありハーフフップの巻上ではとの

超過荷重を翫H寺できないのである.ギャレス巻上機はフ

ルラップであるからトラクシ,ン能力が大きく,単に口

ープスリップの点では300%以上の超過荷重人員K、耐

えることは容易であるがブレーキKよる乘心地の悪化を

避けるためには停止ブレーキを極限まで軽くするととが

望ましいから,これ、また200%以上の荷重人員では運

転Lてはいけない

いまツナ耳、〔のトラクシ,ン能力を r とすれば釣合重

り重量に f を掛けた玉のがカゴ側k許容し得る最大の

重量となる故,負荷の限界を定格容量に対する%で表

わせば

。 1'W2-WI
%=ー・一乙一・ (3・1)XI00

となる.すなわちこの%を超える荷重に対してはエレ

ベータは静的K玉スリップする危険があり,運転は全く

不能となるのである

当社の経験値よりカゴ重量は容量K対してほぽ一次函

数で表わされるので過負荷限界%(3・D式は容量の増加

する程直角双曲線的K減少する.5 表のグラフK釣合重

りを 40% K調整Lたときの負荷限界を示している.な

おこの力ーブはギャレスフルラップに対して「=2.113

(330゜巻付角K相当),ギャードハーフラップK対L ては

r=1.732(150゜巻付角K相当)を一律にとった、のであ

る

力が要るのでこれが1つの振動源となっている

このようK接触圧力が高く,喰い込み現象があり口ー

プK与える摩耗玉大きく,また自身、僅かの切削量で大

きく口ープの位置が変化する等々の欠点のためKV満は

全くアンダーカット溝に席を讓っている状況である.ア

ンダーカット溝はV溝の初期摩耗を最初から進めた形で

あり接触圧が低く,トラクシ,ン能力、充分に取れる安

定確実な満として今後と、広く実施されるであろう

一方ワイヤーロープについてはエレベータの構成部分

として重要な意義を玉つに、かかわらず断面構成,撚り

方等Kついて明確な解明はなされて込ないのが実状であ

る.シーノし型,ウォーリントン型,フィラ型などー々曲

げに対する剛さ,耐摩耗性など忙一長一短があり,撚り

方で、反撥性,不反撥性の相述があり,さらK撚りのピ

ヅチなど、 TenSⅡe strength あるいは口ープの弾性

的,非弾性的沖長に関係してくるのであって,これらを

総合的に判断するの方誠唯し込.最近とくに8×19 シール

型ワイヤーロープをトラクション用として汎用するよう

になったのは剛い6×19ウォーリントン型を軟い8本撚

りとしてしか、接触圧力を下げた玉のであり,断面構成

の弱化は丈夫なシール型として補って゛るわけである

なお8本撚り口ープの使用はアンダーカット満によって

初めて可能となるのであってとれをV満K適用すると傷

みが甚し込ことを付記する

一般的Kエレベータトラクション用として口ープに求

める、のは

(ω断面構成が必要なハサミ圧力に耐え同時に摩耗

に対して強いこと

(b)屈曲に対してできるだけ柔軟なこと

(C)伸びの弾性はできるだけ大きいこと

(d)非回復性の伸びはできるだけ小さいこと

などであり,亙に相反する事項であるため兼ね合いが困

難である.今後と、安全と乗心地,耐久性, Low cost

の点から注意が払われるであろう

声'

D-C ギャード A-C-2 の負荷限界が小なるととろで

は210%であるととK注意されたい.このことは 200%

までのオーバロードまでは運転できるが,それ以上は危

険でありカゴのズリ落ち、起り得ることを示している

、ちろんカゴはバッファーで安全に停止され危険はな込

が脱出時問等で乗客および施設Kおよぽす損害は大きな

、のである.定員は厳重に守らねばならないゆえんであ

る

百貨店等で定員が守られ難込、のK対しては釣合重り

の増量などの措置がとられているが,とれKよる過負荷

限度の増大を過大K評価してはならない

5,溝型と口ーブについて

最初K述ベた如くトラクシ.ン能力向上のために従来

種々の溝型が使用されており,中で玉V溝が簡単に高い

能力が得られる、のとして汎用されて込た.しかしなが

らY溝を長い走行距雜の問正しいV型に保つことは特殊

な強靱鋼によって、不可能と思われ,一般の耐摩性鋳鉄

級ではかなり早い期問K摩耗変形するのが普通である

またその問の変形は吊り口ーブの各溝につき均・ーな摩粍

は行われず,なんらかの原因で先K摩耗した溝は他の溝

より一層早く摩耒モさせられる正当な理由があるためーイ、t

の満のみひどく減る、のである

またV溝K口ープが入る場合は1ピッチごとの点接触

Kよる喰い込み現象であり口ープが雛れる際に引き籬し

6,むすひ

これまで述ベた問題はトラクシ.ンエレベータの特質

を一般に理解して頂くための、のであった.すなわちそ

の能力は無制限に高い、のではなく極く身近な低いとと

ろkあること,それがトラクシ,ン式の本質的な限界で

あり小々の細工を、つてして、画期的な変化は望めない

ととが了解願える、のと思う.定員1珂題に関する一般の

関心が上5やく起りつつあるとき営手4性のエレベータに

おいて、 The customeris Right 式の杉え方は棄て

去るべきで権威ある安全管理が望ましいのではな込だろ

らか.この拙文が少しで、エレベータの理解ある使用の

助けKなれば雫である

参老文献
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特 殊 工

Tokuji MUKAI・ Yutaka TAKENAGA

Nagoya 工入70rks

Japan is a weⅡ 1くnown country subjected to frequent earthquakes. Lofty buildings

are restricted by law, the height of 31 meters being the lim北, which has been depriving

Us of opportunltles of insta11ing elevators of high travel. Recently, television towers

Or observation tower as high aS 180 meters began to appear here and there, and special

elevators have come in need. Large li丘S to be insta11ed at railway stations and factories

are 2nother importantitem of the latest development' The design features of foregoing

apparatus are dealt with herein.

向井徳樹*・武長,古 ^
^,0、

Special Elevators

レ

名古屋製作所

^

まえがき

わが国の懲築の島さは欧米K比して低い.とれはわが

国は世界で、有名な地震国であることが主な原因であろ

うと思われるが,建讐辺表池法K、地上.31m 以下と定め

られている

エレベータは地下室や屋上1粁を含めて、行程の最大は

40m 以下であるから速度、 150mlmin 以上の必要は

ない

わが国では行程の商いエレベータは特殊用途の建物以

外にはない.すなわちテレビ塔,観光塔忙設置される工

レベータが、つと、高いエレベータである

カゴの容量{Cおいては釆客容量を増加すれば台数は減

ずるが,エレベータの一周時問(Round・trip time)が

増加して輸送能率は低下するので来渠者用の百貨店エレ

ベータに、容量 1,80okg 力那長度とされている. Lかし

貨物用エレベータでは運ぶ物の重量によって種々要求さ

れるから1製度がないが,容量 3,oookg 以下の貨物エレ

ベータは一般的な倚物を運ぶ、のが多く,これ以上の、

のには特殊の荷物を運ぶ目的の、のが多い.高いエレベ

ータとしてテレビ塔エレベータKついて,また容量の大

きなエレベータとしてブく雪リ貨物エレベータについて述

べる,

^ 夕

UDC 621.876.?

1.テレビ塔エレベータ

1.まえがき

中京名古屋を中心としたテレビ放送上観光・教育・文

化の諸施設を備えた大テレビ塔が名古屋市の中心に昭利

29 午 6月完成した

この鉄塔はキ緯造力学・建築・テレビ技術・美術等の斯

界の権威者Kよって計画され,鉄塔の製作は新三菱紳戸

造船所,塔内のエレベータの製作,1W付は当社が行った

この塔は 10om 幅の道路上の真ヰ・1にまたがって建て

られて,ガッチリふん張った4本の脚のル引靭は 35m 四

方で堅牢K固定され,塔の主柱となる4隅の柱は・一辺

70cm の箱型となっている.塔全景を 1 図に示す.

地上から高さ Hm の処K 1 階,続いて 2 階,3 階

とあり,さらに地上 90m の高さに展望台がある.当社

が製作納入したエレベータはその各階をつなぐ、のであ

る.この塔の展望台は、ちろん 1,2,3 階と、周剛は総

ガラス張りで眺望が良く,かつ視野の広い構造になって

いる

エレベータは全部で3台で1号機は地上と 1,2,3 階

とを結び,2,3 号機は 2,3 階から展望台ヘ通じている.

1 号機の昇1降行程は 21m,2,3 号機は 67m である

1 号機の昇降路は地上からコンクリートの壁でできてい

る.2,3 号機は鉄塔の中心部に一辺 4・5m の正方形の

鉄骨枠で昇降路が構成され,保護とLては金網のみであ

(57フ) 51*技術部機械副課長**技術部



1,20okg K対してかなり大きな値Kなっている.またツ
ナが長くなると,倚重Kよるツナの伸びが大きくなって

きて,無負荷のときと容量 1,20okg をつんだ時とでは

約 30mm の差が生ずる.

現在世界で玉っと亀行程の高いエレベータは米国の口
ツクフェラーセンタ忙設置されている W'estinghouse

電機会社製の行程 779ft.(約 240m)のエレベータで

あるとされている

イ.屋外運転てあること

塔には風圧に対する強度上から昇降路に目くら囲い玉

しくはガラスの囲いを設けてないからエレベータは風雨

吹きさらしの中で運転されるという悪条件を背負ってい

る.エレベータは元来建築物内の縦の交通機関として発

達してきたので,雨や風また千等に対しては全然考慮が

払われてぃなかったといえる.この塔のエレベータは吹

きさらしの屋外である悪条件の上K,なおその上に安全

性,確実性および快適性が要求されるので,設計製作に

とくに苦心を払ったのである.

ウ,高い鉄塔内の据付

このエレベータの据付は塔の建設と同じょうK非常な

危険が伴う.鉄塔のエレクシ,ン作業と充分な連繋をと

つて据付工事は進められたのであるが,数多いエレベー

夕機器を許容寸法限度内に取付けることは楢造上の老慮

と共に特殊の技術を必要とする.とくに天候の状況に大

きく左右されて,雨天時には非常な危険な環境の中で据

付工事が進められた

鷲ず

W

叉罵、

焼失前の名古屋城 丸楽百貨店

1 図テレビ塔全景(高さ比較図)

Fig.1. General view of television tower

つてエレベータは風雨に晒されて運転されるからエレベ

ータの運転は風速が 20m/seC を限度としてぃる.

との塔の原形となった有名なフランスのエッフェル塔

は地上 75m に 1 階があり,115m に 2 階,275m

が展望台になっていて,エレベータは3段に分れて設置

され,展望台まで昇るには2度乗換えると聞いている.

名古屋テレビ塔エレベータ要目

1 ぢ機 2 号機

歯卓ツキ可変歯卓ツキ可変駆動方式

電圧式 電圧式

1,5)0 1,200

20 16

6090

直流 251百流 30

28 74

3.各部の構造

1 号機は頑丈なコンクリートの壁K囲まれた昇降路内

を運転されていて,普通のエレベータと変りがないので

記述を省き,2,3 号機のエレベータについてその主な部

分の構造Kついて説明する.

三菱電機. V01.29 NO.10 ・ 1955

積載竜kg

(定員人)

速度mlmin

巻上電動機HP

昇降路全高m

カゴの寸法

間口X奥行

テレビ塔エレベータはつぎの3つの特色を有している

ア.高揚程てあること

ブレビ塔に納入したエレベータは,わが国において設

置されたエレベータの中で,これらの規模,性能を持って

地上 90m の高所まで高級エレベータを設置したことは

わが国では始めてのことである.展望台の高さ地上90m

といえば,建築物のほぽ 25 階に相当する.行程が大き

くなるとカゴを吊っているツナの重量が大きくなり,テ

レビ塔の場合はツナの全重量が 350kg 、あって,容量

2.駆動方式およひ操作

このエレベータの駆動方式は可変電圧歯車式であって

エレベータおのおのK電動発電機を備え,巻上用電動機

は直流電動機を使用し,その速度制御には発電機の界磁

制御と電動機の界磁制御とを併用するいわゆるワードレ

オナードカ式である.この方式は構造の項で述ベる床着

けりレーと誘導板の組合せKよって加速,減速が負荷の

変動に関係なく一定K行われるので運転が円滑で乗心地

よく着床が正確である.

操作方式は運転手Kよる力ースィッチ制御であるが,

朱筒けは上述のよらK自動的に正確K行われるので,運

転手の熟練による必要はない.操作はまず起動箱の起動

釦を押して電動発電機を起動させ,エレベータの乗場お

よびカゴの戸を閉めて,カースィッチの"自"金口を押

しハンドルを「上」または「 F」ヘ回せば,自動的に目

的の力向K運転される.すなわち=菱力ースィッチ白動

箱床操作のエレベータである

2,260 × 2,080 1,650×2β50

52 (578)

キ
盲

.
御



匠

'一量

、

真、

＼

亀'

' 1

、

轟、

イ与ーノ
ψ_

、ニ,

ア.昇降路

鉄塔本体とは別に塔の中心部にエレベータの昇降路を

形成する枠組が組まれている.この枠組は塔の設計者,

塔の製作者と当社との充分な連絡の亀とに決定され,大

きさは一辺 4・5m の正方形でその中に並列に2台の工

レベータが納められている

昇降路を形成する枠の4隅の主柱は・一対の溝形鋼を、

つて構成され,適当な横桁および 2,3 号を区分する小

間ビームが挿入されている.カゴと釣合オモリの昇降を

案内するレールは強固なレール受けを介して鉄塔に取付

られており,とくにレールの取付'は塔の揺れに対して、

充分な耐振構造になっている.また巻上ツナの強風にお

ける揺動に対しては釣合オモリ側に木製コロを設け直接

巻上ツナがカゴまたは鉄塔に接触せぬ構造とし風K対す

る保護を計'つて゛る.2 図は展望台から2号機を見下し

た写真であり,3 図は地上 50m 辺りの回り1砦段から昇

降路を見上げた処で昇降路の構造がよく判ることと思う

イ.機械室

エレベータの運転に必要な機器類すなわち巻上機・巻

上電動機・発電機・起動盤・受電盤・制御盤やエレベー

夕の位置を知らせる信号操作器および保安装置の役を受

け持つ調速機等が機械室に設置されて込る.機械室は昇

降路の頂上すなわち展望台のさらK上に設けられてい

る.機械室を下部に置くことは口ーピングが重複し風K

対する保護からとくに望ましくな゛.機械室は 2,3 号

機と、共通である

ウ.カゴ枠,カゴ室

お、な構造は・一般乗用エレベータと祠じであるが,構

造用鋼材類は強力な防錆塗装を施し各部のボルト,ナッ

特殊エレベータ・向井・武長

3 図男゛羊路の外部

Fig 3. Exterior of hoistway

ト類は防鏑メッキを行い耐暴露性を強化している.

カゴ室は雨水の保護として2重天井とし各壁は 2・3

mm の高級仕上釦井反を用い裏面を山形釧で補強してあ

る.とくに要求Kよって壁およびカゴの戸Kは大きな窓

を設け後部には倚子が設けられている、また,窓の割")

や壁板の接目等風雨K対しゴムパッキンまたは巻き込み

の板接ぎとし,外側はカゴ枠同様防錆塗装力訪琶してある

カゴの出入口は手動の2枚戸両開き式で左右の戸はレ

バーて際吉合されている.油入りの戸締り確認のスイッチ

を設けてあってカゴの戸を閉じなければエレベータは運

転できない.出入口のすきまから風雨が浸入しないよう

Kとくに擶造上老慰されている

4 図でカゴ枠の縦の柱から横に出ている金具は着床リ

レーに対向する誘導板である

エ.ガイドローラ

カゴをガイドレール忙沿って案内するガイドとして,

とく K垪用エレベータとして設計されたコロ式のガイト

ローラを使用している.(カゴ枠の上下に 1 箇所3個の

コロ,4 箇所Kよってカゴが案内される訳である)従来

のスライド式の滑り子に比して給油の必要はなく,とく

K冬期に、円滑な運儀が行われる.また軸受Kゴムブッ

シュが入っておりカゴKはコロの回転による振動を与え

ず,カゴの運松は円滑である,6 図はカゴ枠下部の非常

止めの下Kこのガイドローラの付いた状態を示す

オ.集電装置

一般のビル内のエレベータではカゴの操作盤と機械室

の制御盤との電気的接続はカゴ床と昇降路の行程の中間

Kあるツナギ箱を結ぶ可燒性の制御ケーブルKよってな

されており,可変電圧歯車式級のエレベータでは 16 心

(579)認
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4 図カゴ杵の仮組立

Fig.4. provisional C且r assembly
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ガイドローラ

Guide r0Ⅱer

5 図カゴ室と展望台釆場

Fig.5. Elevator car and hoistway door.

のケーブルを約 5 本使っている.

このエレベータの場合は,制御ケーブルによって電気

的接続を行わせると,風のためKケーブルは大きく揺動

し塔内の凸部や機器k引掛かったり,ケーブル表皮の摩

耗,損傷が起るので,使用不能である.このためトロリ

線と集電装置を取り付けた.現在 13 本のトロリ線のう

ち6本が制御回路用,3 本がカゴ内の電燈,ファン,ブ

ザー用の回路,残り4本が非常用の電話の回路Kなって

いる.

トロリ線は電車線則のミゾ付硬銅トロ峠泉 70mm.

を用いている.集竃子のスライグ部Kは青銅系の焼結含
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7 図トロリ線と集電子

Fig.フ、 Tr011ey wire and cutrent c011ectors

油合金を用い,ばねにより適当な圧力でトロリ線K接触

している.集電子は上下2段忙なっていて,・一方がトロ

リ線の取付箇所等でバウンドして玉つねK回路が断たれ

ぬ構造となって仏る.

トロリ線の取付碍子の絶縁抵抗は雨天時Kは通信碍子

と同じく相当低下するが,エレベータの運転には差し支

えないよら制御回路K特別の杉慮力斗厶われている.7 図

はカゴの上から集電装置部分を見た処である.

カ.床着けりレー

床着けりレーは誘導板とと、Kエレベータの減速,停

止を司る重要な役割を果す.普通のエレベータでは床着

けりレーはカゴ忙,誘導板は昇降路K取りつけてあるが,

このエレベータの場合はトロリ線の数を少くするために

着床けりレーを各階所要位置K取付けた.このりレーは

誘導板による電磁作用によって作動するのでなんらの機

械的接触はない.カゴk取りつけられた誘導板が床越け

リレーのミゾ部を通過することによって作動するから,

なんらの振動,騒音、なく摩耗する部分、な込、かつ動

三菱電機. V01.29 NO.10.]955
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8 図カゴ床の底面と非常止め

Fig 8. B0杜om of car and emet宮ency safety

作位置は圧確で,構造は完全な密閉型である.

キ.保安装置

このエレベータには最i商級のエレベータに使用する"N

速機および非常止めをはじめすべての機器を備えて安全

のうえなお安全を期Lている.とくに風に対しては(風

は地上から鵡Kなる程強く 10om 近くの高所では 5~

10mlseC の風の日が多い)調速機ツナKコロの案内を

設けて揺動を防ぐと共にとくK調速機のツナ車の近く忙

はいずれの力向からの揺動忙1)ツナの移動なきょら1加岫

受入り防震型の4つ屯を設けて風に対する保護を計って

いる

4、運転状況

ア.使用状況

テレビ塔は昨年6打完成し,それから今Uまで塔は年

中無休で午前9時から午後91俳まで閉かれているので工

レベータはとの冏連続運松されている.

実際にどの位の乗客をエレベータが運ぶかを昨年の

10月実測Lた.その日は平Hで,天気は快H青であった

1 号機の方は地上晧で 2,3 号機の方は展望台でエレペ

ータに乗る人数と1降る人数を数えた.9 図はその状況を

図示してある.縦軸の上側は塔ヘ登る人数下側は降りる

人数である.村劇岫はエレベータが地上階,および展望台

を出発した時刻を取った.したがって線の冏隔が一周運

松吽間を表わすことKなる.同図の1・号機の方の乗客の

数が河試鄭刈なのはエレベータの乘場が満員になると血1り

の階段から歩いて昇1峰するためであった.2,3 ぢ機の力

は 10時頃までは登るお客ばかりであるが,それ以後は

昇降と、定員を乗せて上下している.1 号機の方の定員

は 20 名,2,3 号機は 16 名である、

エレベータの定員を運ぶ場介の一周期の所喪時岡は

特殊エレベ【夕・向井・武長

風' 、/ J/
[一J..剖゛十'ー^

<、,ーしイy毛 q ゛1、〆'
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ヲ.製',.三"4y
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3min 50sec
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ιmin

紗
人

昇 20

客m

島向
g.JO

降 10

客
20

1号柱

10.卯

F地.9

展望台

9 図乘客の笑況測定図
Actua1 1neasurement of the number of

m.JO 11.00

JT

J階

2踏

U 階)

桟

リ.30

Passengets.

2'3 号

0

口

乗客の乗ぎ酷向^

乗客の降百時向^

10 図エレベータの一周時剛

Fi8.10. Round ttip time of the elevator.

10 図のよう忙なる.すなわち 1 号機は 2分10秒,2,3

号機は 3分50秒Kなる.1 階は通常の場合は止らない.

5.むすひ

名古屋テレビ塔に設置したエレベータの特異点と構造

性能を述ベた.との工しべータは観光客が地上90m の

高所にある展望台まで老人や子供で、氣様るに登り得ら

れるとと,エレベータのカゴ内から広幅のガラス窓越し

K四方の下界が可動的K見物できるとと,鰯天のエレベ

ータであって、リ剣貝の時以外天候のいかんKかかわらず

運松ができる

これらの特長を持っていてかつ本文詳述の糾浦Eを捕一

たエレベータはわが国Kおいては始めてであるのでご紹

j卜したが,今1糸このチ重のエレベータのi女置計画の多少の

ご参杉と、なりご理解とご援助を切望する次第である

(581) 55
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1.まえがき

従来大型エレベータとしては車両用と特殊作業用等の

用途の玉のに限られていたが最近工場の建物、、:体的に

伸びた鉄骨"ンクリート構造となって,貨物エレベータ

の需要が多くなってきた.とくに貨物の運搬には運搬車

と共K荷物を積み込むガが能率的であり,工業生産機種

の範囲、広くなってきて貨物エレベータの容量酒逐次大

型化している

大型貨物エレベータは停止階数、 3~4 階以下の、の

が大部分であるのでカゴの速度は 45m/m血以下の低

速度であり,操作方式玉複雑な亀のを必要としないが容

量とカゴの大さによる各部構造はとくK充分考慮せねば

ならぬ点であり,設計・製作・据付には経験と技術と設

備を要する.

以下大型貨物エレベータの構造と特長を述ベる

2.駆動方式

貨物エレベータの駆動方式は乗用エレベータのばあい

と同じく巻上電動機の種類と同時に速度制御の方式によ

つて,交流式と可変電圧歯卓式とがあり,ローピングは懸

吊荷重が大きくなるので 2:10一ぜングが採用される

1:1 の口ーピングに対して 2:1 0ーピングの有利な点

はおのおののツナが受け、つ荷重がν2になるからツナ

の径が小さくてすみ同時にツナ車の径酒小さく巻上機の

懸吊荷重、12とすることができて機械室の占有面積を

小さくできる. 11 図は 2:1 ツナカケの説明図である

交流式とは巻上機K交流誘導電動機を用い速度制御に

は抵抗法を用いる.さらに交流1段速度の、のと2段速

度の、のが使われる.可変電圧式とは巻上用電動機に直

流電動機を用いその速度制御には別K設けた発電機の電

圧を変化せしめて行う、のである.とくに大容量の貨物

エレベータで電動機馬力が30HP以上の時Kは可変電圧

Ⅱ.大生貨物エレ 夕
式を用いるのが性能上は玉ちろん経済的に、有利である

3.操作方式

エレベータ操作方式には種々あるが貨物エレベータの

場合にはほぽつぎの4種が用いられる.詳細Kついては

本誌18頁"最近の三菱エレベータの標準"の項を参照

願いたい

(1)カースイッチ

もっと、簡単な運転手Kよる操作の力'式で,床合せは

運転手の熟練による

(2)カースィ"チ自動着床

運転手kよる操作方式であるが,インダクタ方式Kよ

つて自動的に床合せが行われる、のである

(3)シングルオートマチ"ク

運転手なしの自動エレベータでカゴ内釦または乗場釦

Kよって起動し,目的階で自動的に停止する.運転中は

他の呼びに応えない

(4)カースイッチシングルジューアル

通常は運転手のついている方式(2)により,閑散時に

は(3)のシングルオートマチックK切り換える方式であ

る.

各邦の構造

ア.巻上機

容量がほぽ 4,oookg 位の貨物エレベータは乗用の大

型の場合に使用する巻上機を 2:1 のツナカケkするこ

とによって行うことができる.この場合の巻上機は乗用

の場合と同じであるからその特長等については乗用の項

で参照願いたい.容量がさらに大きくなると歯車部分・

ツナ車・ブレーキ等の部分はさらに大型Kなってくる

12 図に小す巻上機は当社で製作したエレベータ用の、

つと、大きなもので,容量 10,oook宮,定格速度 40m

min,巻上用電動機は 10OHP の、のである.この巻上

機は他の小容量の歯車式の玉のと同じく減速装置として

ウォームとウォーム・ギャーKよっているが,小容量の

11図 2:10ーピング

Fig 11.2:1 Roping

ツナ車

56 (582)

ず石
'

'

12 図

Fig.12.

EM 900 型巻上機

Traction machine.
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場合Kは電動機,ブレーキがすべて歯車箱に一体となっ

て組立てられているのK対して,同一ベッド上に歯車部

分・ブレーキ部分・電動機部分の3つが組立てられてい

る

ウォーム・ギャーを使用しているので占有面積は少く

運転が静かに行われる.滑り速度が高く歯の面圧、多く

なるので,ウォームの浸っている潤滑油の温度が上昇し

ないようKとくに歯車箱には多数の放熱面を付してあ

る.また他の巻上機と同様に歯車の中心距雛を変化でき

る構造になっているから,長年使用した後に背隙(バッ

クラッシュ)が多くなれば調整して歯当りを良くするこ

とが可能である.かつツナ車の主軸には全懸吊荷重が掛

かるので径を大きくして充分な剛性を与えている

ブレーキ部分玉他の巻上機と同じくシューの面積をで

きるだけ大きくとってあるから,単位面積当りの圧力が

低く,円滑K作動させることができ,シューの裏張りの

アスベストの寿命、長い.巻上電動機とは燒み接手をか

ねるこのブレーキ車Kよって連結されている.図の巻上

電動機は 10OHP の直流電動機である

ゴイ.カ

(1)カゴ枠

カゴ枠はカゴ床,カゴ室を支持し巻上ツナによって懸

吊される.構造は多くの場合 13 図に示すよう忙一対の

溝型鋼の上はりと下はり,両側の縦の柱およびそれらを

取付ける目板によって矩形枠が構成される.上はりKは

6

ヅリノ'

2:1 ツナカケのための 2個の 90 巻きの吊り車が取付

けられ,下はりには後述する非常止が設置される.カゴ

床は下はりの上に乗り,4 隅を図で示すように頑丈な丸

鋼のナ十メ控によって支持されてぃる

(2)カゴ床

カゴ床は使用月的に合致するよう製作される.カゴ床

は 14 図に示すように溝型鋼の枠組と,密に並んで置か

れた 1 型鋼または溝型鋼の床はりとからなり,集中荷

重に耐えるようすべて一体に溶接される.床面は図のよ

うに堅木の2重張りにする場合と,縞鋼板を直接枠組に

取付ける場合がある.

(3)カゴ室カゴの戸

大型貨物エレベータでは出入口1幅が広いととが望まし

いので,出入口はカゴ室幅一杯にとり,カゴ室の高さは

出入口の高さと同じにつくられる.15図は貨物エレベー

夕のカゴ室である.'操作盤や照明器具類は壁面より凹ま

せて取付けてあるから,荷の積降しの邪魔になったり,

そのため損傷をうけることはない

壁板は仕上鋼板を用い端を折り曲げ,裏面は山形鋼で

適当に補強されカゴ床,カゴ枠k固定される.また荷の

運搬に車を使う時は当り板を適当な高さに設けて壁を保

護する.

出入口側は高さ 1.8m の金網製のカゴの戸を設ける.

この戸は釣合オモリ付でカゴ壁に取付けられたレールに

沿って上下する.簡単な水平の2つ折りパイプ,いわゆ

る安全棒、時忙は用いられる.いずれの場合に、戸締ス

イッチが設けられ戸または棒が閉じた位置にな仏とエレ

ベータは運転できないようになっている

(4)乗場

エレベータの乗場は昇降路壁または鉄塔に取付けられ

三方枠とシキイおよび戸からできている.大型エレベー

夕では特殊事情のため種々の形式がある.

昇降路の防火上と安全の上から当社が推奨しているの

(583) 57

15 図カゴ室

Fig.15. car

N
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図
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特殊エレベータ・向井・武長

14 図カゴ床

Fig.14. platfrom
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16 図乘場

Fig.16. Hotstway door

は互に釣合った2つ割り上下戸で,16 図は乗場側から見

た図である.上下の各戸は山形鋼で補強された鋼板であ

リ,上の戸には覗き窓をつける.上下の戸は電動戸閉装

置によって自動的に開閉する.戸にはインタロック装置

がついて込て戸が完全に閉じて施錠されなけれぱエレベ

ータは運転できない

停止箇所が2箇所の場合にはカゴの昇降Kよる動きと

連動する蹴上げ蹴下げ戸が用いられる

(5)安全装置

エレベータの安全装置は・一般用エレベータの場合と同

様に種々設置される.17 図は大型貨物エレベータK使用

される非常止めである.この非常止は定格速度が妬m/

m血以下の時に使用される早ぎき非常止めで,機械室に

設置された調速機とと、にカゴが過速した場合にカゴを

直ちに停止させる.クワ工金はピボットピンを中心とし

て動き得る.とのため非常止が作動してカゴを止める力

は滑り子やカゴ枠やレールに、歪を起さないので,作動

が確実でありしか、作用後の調整が容易である.クワエ

金が固定式の、のに対してレールとのすきまを充分大き

くとることができるから,滑り子が摩耗した場合クワエ

金がレールをすったりするととがない.レバー機構、簡

単なのでクワ工金の各コロが確実に同時に作用する

この非常止はツナが切断して宿由落下Kなった場合K

は調速機の作用とは無関係にコロが作用してカゴを停_止

せしめる.

昇降路の下Kはカゴ,釣介オモリ側忙速度,重量に適

、、が、会勢ミ゛弓

包之"越多.〆
、'字三参子弓

手ノ乏

0...

合した大きなばね式緩衝器が設けられている.

(6)ガイドレール

ガイドレールは昇降路全高にわたってカゴ倒ル釣合オ

モリ側とに 2組設けられ,その昇降を案内すると同時に,

非常止が作用した時レールには瞬ル弱金大な力がかかるの

でガイドレールは懸吊荷重に適合した強さを持っている

必要がある.カゴ側の懸吊荷重が 6,80okg まではエレ

ベータレール 24kg を使用しているが,それ以上Kな

る場合にはエレベータレールの大型のサイズの、のがわ

が国では得られないので,当社では鉄道用の 50kg レ

ールの上面,側面を機械加工しかつ接目をホゾ接ぎとし

て使用している

カゴ床の長い大型貨物エレベータでは荷の積降kよる

大きな推力がかかるので,レールの取付は充分強固にし,

スパソのル耶肩を充分密にしてある.

5'標準据付図およひ設置例

大型貨物エレベータは特殊な用途K用いられる場合が

多く,かつ設置玉種々の制約があるので標準を示すこと

は困難である.しかしながら少しで、需要家側のご参杉

となるように将来当社が標準にしたいと考えて込る 2,3

の例を記述する.18,19 図は貨物エレベータ 2:1 ツナ

ノ'
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Fig.19. plan of hoistway
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電々公社(名古屋)110000
伊藤忠商小(東京) 3500
住友釡属σ巳崎)舗00

旭ガラスU巳畷分5000
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グ
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20 図自動車エレベータ

Fig.20. Elevator for motor・caT.

^^川

乘川車,トラックその他人東の運搬

人員,トロッコの運搬

同 上

荷物の運搬

釆川水運搬

貨物自動車運搬

乗川小:運搬

貨物運搬

同 上

Ih]

2500 1、^.2400 3300
3600

レ

速度mjmin

40

゛毛

邑

2 表大型貨物エレペーター覧衷

力式 1制御停止筒所巻_にπ盲動機Jb/J

可変電圧歯車式1カゴ金11.2 . i峨允100

抑釦 5 グ 60グ

グ 603グ 0

交洸1段 1カゴ企111 4 交流30

段抑釦 2

段艸企1レ 2

段艸釦14

段判1金n1 3

段抑釦 3

カゴ釦, 2段

カケの場合である.かイドレール,釣合オモリのための

スペースが乗用の場介忙比して大きくなる.図ポどおり

の小法の場合にはソラセ東は不要である.巻上機台およ

びツナ止め用のはりを支えるサポートを建築時に灰レパの

位置に設定していただきたい.各支持点の倚重は 1表K

水してあるが,この倚重の中には動荷重K対する杉慮は

すでに計算に入っている.ただしコンクリートスフブの

重量は入っていない

容量 5,oookg 以上の場合は諸寸法はすべて特殊とな

特殊エレベータ・向井・武長

納入先

三菱倉

る

当社のとれまで製作した人容¥四貨物エレベータの2,

3 の例を 2表Kル}げてある.⑳図は"動小:エレベータの

,例である

6.むすひ

人型貨物エレベータはまだ一般的K数多くは削いられ

ていないが適所K設置してご使用願うときは便利な点が

多々あるので充分ご理解いただいて利用ねがいたい.
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立山ケ ^

立山開発鉄道株式会社工務課長

本多文一

Ii11the completion of lateyama

Cable Railway

ブノし力 ^

For the purpose of realizing a part of grand ideal to make vertical expansion into

Unexploited regions, the Tateyama Development Railway company has been established

to lay cable railway having such a steep gradient aS 560夕6 0n the snow clad mountain

ranges of Tateyama. An epochal feature of the undertaking is to run trailers together

With passenger cable cats to carry up machines and materials for the development of

mountain distrlcts. of a number of painstaking e丘orts in the design, emergency brakes

Stand out conspicuous with their special devices.

が竣工するまて

Fumikatsu HONDA

Tateyama Development RaⅡWay comP且ny

UDC 621.876.22

1,まえかき

会社咸立の沿革

立山連峰は本州中央山脈の背梨をなし,これを源

とする常願寺,黒部の両大川は急流豊水,きわめて

豊富な電力資源を包蔵する反面,災害、またこれに

随伴して水源地帯の荒廃甚だしき、のがある.昭和

26年度富Ⅱ_1県県士総合開発事業の・一環として立山山

岳地帯開発の方針が策定せられて,治山治水に併せ

て奥地竃力資源の急速なる開発,ならびK地下資源

開発による殖産興業を促進すると共に富山県の誇る

べき立山を主峰とする3,ooom級の僻山連樂とこれ

K連らなる広莚500万坪忙わたる弥陀ケ原高原,四

子おりおりの大景観(とくに 5月新緑下のスキーは

わが国において比を絶する1,のである)を大'ド忙紹

介して,遠く観光客を誘致すると共K,閉ざされた

郷土の大自然を県民・・般に開放して質実剛健の氣風

の溜養K資するなどのため,これら開発目的達成の

基本方策として女山山岳地帯に近代的交通施設を整

備しようという趣旨の下に昭和 26年12月から数

次Kわたり,県内有志の懇談会が持たれ,官民の熱

心な支持を得て急速に進行して昭和 27年4月

釦(58の

..

基',

Fig.1.

1図

Map for

立山山岳地帯総合開発計画図

Tateyama mountain Tange ptojectlon.

三菱竃機. V01.29 NO.10 ・ 1955
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2 図立山ケーブル完成写真

Fig,2. Tateyama cableway completed

1日を、つて立山開発鉄道株式会社の成立を見るK至っ

たのである.

2.当初計画の基本と本ケーブルの特色

計画の基本として運転可能則司を 3月から11月とし

この間の輪送可能量は旅客 20 万人夏期最盛期Kは1日

平均 2.500人(上り)貨物IH最大 10ot (上ゆ輸送

を基本とし,とれを十二分K達成するため客小および付

随車の容量ならびに運転方法をつぎのように杉えた.

(1)客車

型式半鋼製4輪索引屯自重9.5t

最大松0人容積定員80人

(2)付随車

自重 5.8 t型式 4輪錨製貨車

120 袋禎載貨物の セメント

種別および量砂およびバラス(袋詰) 5m'

トラックまたはバス 1両

自重 63t

,、、ゞー、-y ため監督官庁の指導は、ちろん,三菱電

_山_ソ会1 や瓢L 、,4ず,'"機・汽屯東京・三斐三原および日本信号

、、,i,ー/gゞffL属等大メーカの献身的研究を需めた次第で
感'聖之'之みゞム・ータ野IMメ驫むご工、y'ゞ奬ある.筆者がU刀洞126年9月上旬親会社
k、*、j3W"、〆'ξ'.ン.、瑞Lttゞ,11..1釜_ jlj.、

K類例を見ない施設を要するので,現地

の路線決定に関し勾配と輸送力および運

転可能期冏等の諸条件を経済的に結び付

けるためあらゆる角度の検討を要し,路

線の延長僅々1km余ながら路線決定測

量K約1年問、日子を費した.また設計

部面忙対して、貨物輸送と゛ら特殊性を

生かすため全国的に類例のない付随車牽

引に関し連結の方法および制動方法等釧

索鉄道界忙おける画期的工法を生み出す
^

斧鰔のはいらない原始林K分け入り路線

選定測量に播手,相次ぐ人夫の負傷に、

焼ゆまず,また立山山麓1寺有の降雨降雪の悪気象条件K

阻まれながら,幾つ、の方線調査の結果,最終ルートを

決定したのは翌年8月上甸であった.それより息付く暇

もなく実施設計を樹て同年Ⅱ河21日を期し線路士木工

事に芦手,約1年8箇月余りの日子を費して昭和29年

8月 U 日,竣工監否、終り系知哉後Kおける新設ケーブル

カーの第1・珍となった.このリ司現地建設所長として筆舌

K尽くし難し゛電々の難関K逢いながら,疫躯に鞭打ち南

北職争時を画いたアメリカ映画「西北ヘの道」の指揮官

の苦衷を想起しつつ大過なく工事を竣工せしめることの

できたことを再ぶと共に当時の追憶を新たKする、ので

ある.

なお本ケーブルの特色は

(1)貨物輸送の要請に1心え得るよう付随貨車の連結開

放を自由Kし立Ⅱ_1総介開発計画事業の基本施設とした

こと.

(3)運転方法

運行速度 2.5mlsec

最大運行回数旅客輸送

1時問 4.5 回(上扮

0 4.5回(下扮

貨物輸送

0 2 回(上り)

0 2 回(下ゆ

付随車を連結し貨物輸送を行ら

場合には旅客は取扱わない.

現在わが国におけるケーブルカーはすべ

て観光客の輸送のみを目的とするが,本ケ

ーブルカーは観光客の低かK各種資源開発

の先駆交通線として,旅客および貨物を併

せて輸送せんとする目的であるため全国的

立Ⅱ_1ケーブルカーが竣工するまで・本多

趣ψ

Xア、
ポノ

七、、

官、登
"戸一

500

イ一

3図

Fig.3、 Map

ー"'ー'^

600

^

立1打ケーブルカー路線平面図

Of Tateyama cable caT projection.
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星郭決是路線φ返望

、』゛、弌

'6勺0、

、.喜畜誼工
イ"J
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卵一禽這出口368峅 fに,1
"Ξ号腫道み口汐,ONy
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4 図最終決定路線遠望

Fig.4. Fina11y deteTmina1 比ack

(2)車両の制動装置は従来の純機械的制動方式を止

め,わが国始めての空気連動油圧制動方式を採用し保

安度を高めたこと

(3)信号保安装置には高周波誘導無電方式を採用,走

行中の車両より自由に山頂巻揚所の巻揚機械を停止せ

しめることおよび走行中,宿由K両者問の電話合図を

行い同時通話ができるようにしたこと

(4)ロープの安全度を高めるため,丸鋼線三角心を使

用したことなどである

眞川

汁一号燧道叺回 660

_左急称届一

"'

にさらに必須条件としてつぎのことを吉慮する要があ

ると思われる

(a)平面曲線中忙は極力,縦断画曲線の挿入を避け

るとと.これは口ープK設計以上の異常テンシ,ン

が働いた場合,平画曲線の円心方向のスラストと鉛

直方向の浮上力との合成力(上向)Kよ弊泉路遊車か

ら脱輪し易込からで,、し地形上やむを得ない場介,

縦断曲線の水平長算定Kは充分余裕を見込むべきで

ある.すなわち

ι=21.gcoSβ(tap_α一taηβ)
ー'ーつ[1十松(tanα十tanβ).]

恂讐1樫仏四OV

3'路線の選定

各種調査および建設工事を通じて、つと、心労多く無

駄な日子を費したのは路線の選定であった.勾配と輸送

力および運転可能期間と建設費の諸条件を絲済的に合致

せしめるためにつぎの要素を杉点した.すなわち

(1)官庁の意向として現在の機械的制動機の制動力か

ら推して最急勾配を600丸,000以下に艸えた方が良い

(2)線路の縦断形状として山頂と麓の勾配の和は直線

勾配の2倍K近い拠物線状の地形が良φ

(3)使用口ープの最大径はなるべく42mm 以内が望

ましい.これは 42mm 以上で長さ lkm 以上忙な

ると均斉な材質の素線力新与難゛こと,麻心を中心とす

るストランド(素線の撚り縄)の組成が崩れ易いという

理由からである

(4)最大負禍剣犬態と杉えられる(客車白重十釆客 120

人)十付随車自重=22.5tにおける輸送力すなわち索引

力が充分に得られること

(5)盛士は高くなると圧密沈下量が大きく,軌道が局

部的に杠下Lて口ーブの浮上り逸脱の原啄ルなるから

3m 以内K抑えること

(6)なるベq場当りの良好な南側斜画を縫った方が立

山のようK丈余の積雪寒冷地帯では融雪を早め運転可

能期問を約1箇月長くすることができる

なお竣工後,巻揚機および車両の制動試験ならびK営

業運転の結果から推して将来の路線選定Kは上記の抵か

ここで

1=(ロープの張力+衝撃Kよる口ープ張力)の係数

直線区問では普通 1.5 であるが 2~2.5 倍位を採

りたい.立山では 1.60~1.70

r=ある任意の箇所の最大負荷状態Kおける口ープ

の最大張力

つ=ロープの単位長重量

(b)平面曲線の半径は車両の軸距との相対的関連、あ

るが 40om 以上K採りたい、のである.現在立山の

半径 30om の曲線部では乗心地かならずし、良好と

はいえずしか、ブレーキ,シューの摩耗減損が不同の

ため,レールとの問隙調整保持K非常な労力を費して

いる

さて昭和 26年9河上句入山と同時k陸地測量部五万

分の一拡大地図および北陸電力会社の三千分の・一地図を

唯一の指標として原始林を伐採したが,図画が杜撰過き

てか,縦断測量を繰り返すとと第・一次より第三次まで,

共に陽当りの悪い北向きの称名川斜而ばかりで比較的短

距籬ではあるが地勢峻峻,勾配急Kして輸送力は得られ

ず,相当長の橋架あ畔途道ありで巨額の工事費は免がれ

ず,かつその割K線路の縦断形状は理想的でなく,運輸

省ヘ計ったところ再杉を求められた

そこで水平距籬を、つと延ぱし山麓勾配をより急に,

反対に山頂勾配を緩にLたルートを発見すべく運輸省安

藤技官の現地視察等の協力を得て,南側の真川斜面を大

きく迂回する案をたてた.前のようK杜撰な拡大地図に

62 (588)

隆.

T

厶

C

Fig.5

β

S

5 図縦断曲線の水平長

Harizonta11ength of vertical curves
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慨冏

曲線半径

バラスト区問
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Fig,フ. Limit in
the tunnel.

(フ)燧道

a.掘扮ゞ i冉i 7、X幅 8'の底i没導力τをま・ず

巻立掘進,50m位進行すると中割の

掘穿,引き続き頂設導坑の掘進

を行い丸型忙取り掛る.丸型が

20m 位進むとその後から追う

ようKして5尺階Ⅲ肩にセントル

を組み上木を張ってコンクリ

トを打込み批型を巻立る方法す

なわち逝巻力'式を採用した.こ

の力'式は立山のように土被り浅

U乳化が進んで断層や裂諒の多

ト区制

水平長

1,067mm

第一号燧道内

「十'剛行述所分岐

第二号燧道内

ハンカ

才二禮f画

遊蜜鯵 1
、3*6
→て一ブ

彪洛のを避けて旧登山道沿いK トラバ】測量で骨'格を紲

み,全区問を 20~30m問綱に区切り精密な等高線測量

を行い,縮尺1ル,000の等高線図から図上ルートを探索,

これを現地K設定して一部変更の上,最終決定したのが

現在の路線である.

4.軌道

986 m

ク

線路亘長

ノ,L- 2 10一「
k、.卯少島i l

,・」一避
゛、'2叉

而阿π肺区

ヒニ卿 1卯+卯P4J勿
四 MJr"

、」、

オニ種断面

電亘線刀四ず淵す硬銅.ノ

ノ/
1ボノL卜φノ6「ひ'mゞ250の允
汁三種以下建オニ号腿道に準ず

迺信鞍才五%裸便銅線

320m

司・

30om

360m

40o m

い軟弱岩質には非常に適1心したと思わ

れる.

第一'号燧道斜長206m勾配33411,000

岩質は花樹片磨岩または石英班岩の風

化の進んだ、のであったが桜印 125g

タイナマイトを燧道掘穿量 lm.当り

平均 lkg 位使用した

換の巻厚 40,50,印および 70cm

側壁の厚 25 および 30cm

巻立進行速度].om加

第二号燧道余H姦351m勾配39011,000

450/1,000

岩質は火山灰・火山砂・輝石安山岩お

よび凝灰質安山岩の順序で山頂に向っ

ていた.使用グイナマイト量は lm'

当り平均 0.8kg 位使用した.

獣の巻厚 30,40,45,50 および釦Cm

側壁の原 25,30 および 35Cm

(589) 63

b.

水平長 1,272 m

傾斜長 1,371m

(2)両端高低差 505m

最急 56011,000 (29゜15')(3)勾 配

中間 39011,000 (21゜18')

最緩 33411,000 (18゜28')

平均 44711,000 (24゜備')

(4)道 床運輸省の鋼索鉄道建設規程内規K

より勾配 35011,000 以上をゴンク

リート道床区問とし,それ以、Fを

バラスト区間とす

立山ケーブルカーが竣工するまで・本多

電打線研"%硬銅線
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8 図トンネル入口

Fig.8. Tunnel entrance.

(8)椣

巻立進行速度 1.6mル1

条 1形型 29.76k創m 15m長

底幅 109mm 頭剖艸岳釘mm

さ 114mm
rヒ1

「匠i」

八蟠製鉄所圧延加工特高型特殊軌

ニオく

木 a.木枕木(バラスト道床用)

140×200 × 1,800

軌条1著当 17 梃使用

b.鉄枕木(コンクリート道床用)

端末用ι150×90×12×],600

2 梃使用

,・1町司用ι 125×90 × 10×1,600

15 梃使用

(9)恍

3

砂利道床昂分

(10)軌道織造

a.バラス1、道床施工基卿幅 4.10m

道床敷幅 2.82 ウ

道床天端訓川 2.100

道床厚 0,300

保線用歩道Ⅷ 0.950

b.コンクリート道床施工基面冊 築堤箇所4.700

切取箇所3.800ガ

道・沖乱 1.800

道床厚 0.45 ク

山側排水脚幅 0.700

保線用歩道階段幅 0.900

C.軌条継目固定支台および中問固定脚工

バラスト道床区問Kは軌条継何毎にコンクリート

造の固定支台を堅固な地盤まて、1屈下げて築造し,

軌条の甸進移動を防止する.

高幅 1.80m 長 0.86m 0.60~1.20 m

コンクリート道床区問の軌条継目毎K固定艾台

を,盛土箇所は圧密沈下忙よる軌道の杠下を防く

ため 5m 問隔に中問固定脚を在来地肌から築造

し,その上に鉄筋コンクリート版の道床工を載せ,

あたか、士ヰ・.の橋桁のよう Kする.

併(59の

m0

懐

9 図軌道構造倒

Fi野 9. consttuction of track.

加

固定支台幅 1.80m 長 0.90m 高 0.60~1.80 m

中問固定脚工幅 1.80m 長 0.60m 高 1.20~

2.40 m

(Ⅱ)軌道縦断面

最大負荷状態である22.5t を牽引して、絶対に口ー

プの浮上り Kよる脱索を防ぐため,勾配の変換点に

は縦断面曲線を挿入し,全体としてほぽ弛物線状を

なす.

(12)線路遊車

線路遊車の導輪は口ープ(ブリンネル硬度 24のを

損傷しない程度の硬度Kすべく,炭素含有量 0.4%

以下,ブリンネル硬度]70~220 の FC19 の材質K

指定した.また導輪左右中心ル引覇は 20omm を採

用したがアングル,プーレの場合導輪軸受カバー止

めねじの締直し等日常保守点検が困難であることが

判明したので口ープ 42mm 内外の場合には 220~

240mm 位Kした方が良い.

フ゜レーンフ゜ーレa ,

1臣線区問に設置,導輪はラジアルポールベアリン

グ入直径270mm,フランジ先端径340mm,設置

問隔約 9.oo m

b.アングノし,プーレ

曲線区問に設置,導輪はラジアルおよびスラスト

ポールベアリング入直径 30omm,フランジ先端

径 4釦mm,設置問隔 4.50m または 5.03m

C.トング用プレーン,プーレ

分岐器トングに設置,導!綸はラジアルポールベア

リング人正蔀茶 270mm,フランジ先端径454mm,

設置箇所は交換場の前後2箇所

d. BC, EC 用プレーン,プーレ

曲線区問の始点および終点に設置,導輪はラジア

ルボールベアリング入直径 270mm,フランジ先

端前釜 454mm,設置箇所は4箇所

S, C 用シングノしプレーン,プーレe ,

交換場内の反向曲線の則点に設置,導輪はラジア

ルポールベアリング入直径 270mm,フランジ先

τ:菱電機. V01.29 NO.10.1955

Mゴ

肋

1 1
切語"一剖0 1
卯1罰7 勘

y

手

保
線
階
段
中
心

中
Π

五

仞
お
,
L

ー
゛
J
、諭
"
,

響
惹
ぐ
右

1
切

ω
卯
J
2

气
乢
、
.
、
ー

島
,
.
、
ー

念
壱

保
繰
暗
段
忠

軌
道
忠

;
・
・
心
.

゛
,
 
0
 
勘
卯
卯
0
卯

ー
!
 
1
 
4

ー
ニ
、
一
,

1
]"

0

、

y
 
、
、
、
、
ー
で
ノ

.
陽
j
 
'
,
 
J
之
ι

'
"
 
C
ハ
メ
ム
,

}
シ
契
二
一
A

',
ノ



北^

10 図

Fi宮.10.

卦揃茎 420mm,設置箇所は 4箇所

なお,アングル,プーレの傾斜角は普通 60,50 と

あるが口ーフK設計以上些少の異常張力が働いた場

合で、脱索しないよう,円心方向のスラストと鉛直

方向の浮上力との合成力K対し直角以上Kなるよう

K導輪の傾斜角を決めるは、ちろん,ローフ接触側

のフランジの傾きも決めた方が実状K即するものと

杉えられる.

5.車両制動方式

立山ケーブルカーのようK積雪量、大きく勾配、なか

なか強いのに貨物輸送という全国的k類例を見ないので

卓両制動方式にいかなる、のを採用するかは非常K片心

をした.ここにテオドル・ベル改良型である空気連動油

圧制動機を考案した根拠を掲げて参考にしたい.

(1)迅速にして強力な制動力が得られること.

立山のような急勾配線路では口ープ切断等の際瞬間的

K加速度が付き易く(56011,御勾配箇所では 0.3秒問に

定格速度2.5 mlseC の約60%

増4mlseC となる)ギーセ中 貨車

ライ,ベルンのように車輪の
ーー'卑

走行回転につれて機械的に作
止井気匡継 ヘ

動するまで相当時問のかかる 空叉
止

制動装置ではブレーキシュー
、

がレールに触れ始めてより完

全停止まで 3.5m 以上亀走

行する公算大きく瞬時にかか

らない.しか、この場合シュ

ーとレールより物凄い火花を 圧縮空気
作凧井:

発し約 4(川~800゜C の熱を帯
亜

び,シューカ珠勺3mm 深さま

で溶融して飴のような状態と
ブ[1ヲj三弓"壱

なり,粘着係数がいちじるし

く減ずる粘果強力な制動力が
F喰Ⅱ

得られない.したがって半、両

ウ'1Ⅱケノπ力一が竣 f:J 乙キで・木影

山驚駅て・付随車K トラ*ク積込

Loading a truck on a trailer

の幣1'1"転K関係なく瞬畊Kして制動のかかる テオト

式のガが適当である.ノし.ベ、ノ

しかしテオドル・ベル式K、大きな欠点がある.

ブレーキシューホルダを作動させるKは左右トングの間

隔材をなしているブレーキ,ウエッジを引込めなけ

ればならぬ.この場合ウェッジの先端K取付けてあるブ

レーキクロージング.レバーの挺fイ乍用を瞬時にして強

/Jk推進させるようレバーの先端を死艸しているクロ

ージングバノリング(↓ιさ約 1.9m 喋径 160mm 点線

径 42mm)の動作が絶対的Kヅ'全であることが蟇詰さ
れる

ところがこのよう K長さおよび径大きく,したがって

抗張強度の大きなスプリングは容易K均斉な材質の、の

が得られないという大きな欠点、を蔵している.一般的に

いって発条鋼製造の際、つと、注意を要する所は表

面圧延癌の防止と表面脱炭の防止とである.ところがこ

の表面圧延癌および脱炭は100%一杯回避できず国産品

Kおいてとくにしかりである.立山ケーブルの場合計鋳

上所要応張力約 55kg mm.という精度の高いスフりン

グを必要とし,破壊抗張強度 170kgmm'以ヒ耐疲労

性,耐屈挑性が高くブリンネル梗度500以上の Si Mn

Cr かあるいは焼入の際,結晶粒の粗大化を防止するた

めKヴナジウムを 0.2%位加えたものを使用しなけれは

ならないが,このように優秀な、のはなかなか製造でき

ない.とく忙立山ケーブルのような寒冷地帯では炭素の

含有量 05%以上のスプリング鋼は 0~-20゜C 内外に

おいて急激Kシャルピー衝撃値が低下し lkgm/cm'位

を不し一20C では零K近くなって衝撃K対する抵抗ノJ

がほとんど無くなる.

以上の結果,勾配強く気温が一15C 内外まで下降す

る立山ケーブルでは「テオドノレ・ベル式のクロージンク

スプリングの作動部分だけを他の安全な裴置に置換え

るべきでなかろうか.
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12 図半鋼製4輪客車

Fig.]2. semi・S'ee],4 Wheeled passenger cat

(2)連結運転の場合,客屯付随車双方K制動機を取

付けるとと.急勾配区間Kおける口ープ助断等の際,単

車運転でさえ玉線路方向の転倒に対する抵抗モーメント

は COSθの2乗の函数となりきわめて小さくなるのに,

制動機を持たない付随卓索引の場合Kは客車の転倒モー

メントに付随車の減速度からくる噴性モーメントが加重

されて,転覆の公算が大となる.したがって付随車に、

制動機を付けて抵抗モーメントの倍加を計る必要があ

四四 N四四札N
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13 図

Fig.13

また連結運転の場合,客車のブレーキシューが発散す

る熱量は客車付随車の総重量と切断時走行速度の2乗と

の函数となり約 500~1,00σC の上昇を見,ブレーキシ

ユーが約 4mm 以上の深さまで溶融することが予想さ

れる.この場合強力な制動力の得られないことは(1)項

に述ベたとおりである

(3)連結運転の場合口ープW断時Kは客車付随車の

二饗竃1純, V01.29 N0 10.1955
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制動機が同時に作動すること,なおづ"乳Lた際に、双力

のブレーキが述速にかかること.以上の杉察からつぎの

斜請倫を出した.

論ホ吉

を1.全・部圧搾空氣操作忙よる_に、ト車1町1司時捌動力'式

この場合非'帛゛含内の対空艾洪吋亢はきわめて少いた

め口ープ則断後 0.1秒以内でブレーキがかかり始め

る.しかし途中とく忙ブレーキシリング埼IKおける

漏れがあって、,圧搾空気の質からいって漏れの箇

所を確かめることがなかなか難かしいので点検がで

きない.

b.全剖油圧操作Kよる上下卓両制動方式

との場合非常管内の抵抗きわめて多いため,ロ

プ例断後の作動時闇が非常に長くなり 0.8秒以上、

かかるし凍ホ古の懸念は大きい.しかU王搾空気の場

合と反対に外部ヘの漏れは少いから作動力は大き

i

く,たとえ浦羽して、直ぐ'点検できる長所を村してい

C.圧搾空父の減圧による湛lf吋柴作方式

以上 a,b,の場合と、長短があるので構造 W局れ

のきわめて少い部分(1測乍弁一作用弁)や,ヒト小:

連結の長い非常制膨川寺のよらK伝播速度の述速を尊

ぶ簡所には空氣を竹り村せしめ,直接プレーキウエッ

ジを引込む部分には作動力の高い油圧忙より操作せ

しめる方式が、つと、適j心していると思杉される.

しかしこの場合圧搾空氣および油の凍結しないこと

が絶対必須条件である.

6,むすび

以上とく K筆者の苦心した件忙つて,取止め、なく渥

然と追憶をたどってみたがその他の股備の概饗は、ド記の

( 1 ) 車線路

Π1

剛

電水線

( 2 )

(a)

'上

距酢

吊架力法

ン 1ノ十帝良

両

の

架空単靜丘北(電矯および電梨リ1D
交流10OV (電蜷および電熱の
電源川)

断面 70mmB 溝付'硬卸M泉
札

最火30m,最小20m,平均25m
単鎌線吊架式ただL燧道およ
び停東場内は迫接吊架式
3.2mm 7本亜鉛鍍釧赦絲泉ノ →:

類河

所造
、.

仙

員ノだ

最火収容可能人員

冉 Ⅱ,

体寸法

q)専用受電線路

( 8 )

^^

fe'

う゛

暈 J、司一.

j寸

ノ、

フノし

とおりである.

i没伽一覧衷

粒

ホイー

車怜

車体

力

半銅製4輪客車
汽車製造会社東京製作所
両

80 人(Nり市,ゞιj市各40/0
120 人
9.5 t

幅 2,70o mm,長 11,590 mm,
高 3,280 mm

5,70o mm
550 mm

外鈑および屋根は鉄飯張り天井
および幕板,腰板はベニャ板張

キ反リ長りの」ニ,りノリュ床
ーム張り

座1常木造モケット張り
三菱KH型空気述動油圧制動

手動,足踏,自動および空気述
動制動機
ト型パンダグラフ 21尚(内 1個
は予佑D

電熱器70瓜U7個(1両Kつき)

全銅製十胎市
客車K同じ

二一

自動車の場合6.3t,積荷の」昜合
6t

5.8 t

幅 2,70omm,長 11,50o mm,
高 550mm

5,70o mn〕
550mm

祥車に同じ

客車に同じ

ノし^

(593) 61

ス

ケ一

動力式

動機糎類

電装置

の他附属設備
随貨

リ11

試験破断力
剣索忙掛る最火帳力

(b)

頬

( 4 )

フラットンド,ス 1、ラ y 卜丸線
三角心入(12+12)本線財然
F{(2 × 3+3)+12+12}× 6
中心、麻入ラングZ撚電気亜
鉛メッキ
111.9 t

超満員のときⅡ.9t 空車のと
き 6.6t
ー^0-ーー9,4 ・^グーー17

2.5 mlsec (91{m111r)
1,414.5 m

東京塾剣会社

91倫五t2段打金速コニンドレス式
主緊倫(3溝歯車付)直径4,200
Inln

納助索愉(3 溝付') i"径 4,200
Inln

誘導井訓倫 a 溝付')j"径 4,200
n〕n〕

30 23 1

165 220 52.6

手電,非畔X冑四D および過速制
動桜

三菱電機長峅製作所

3樹交泳誘導電動機
250 HP

3,30O V
40A

60CIS 12 弁R
印01川lmin

舗'川 1六予備1六

激相 20RVA2個 15kvA 1個
△結線

単村110kvA2仙 V糸占線

3相 3線式

3,30OV
235 kxv

断面30mm9 裸硬鄭H然線
"失 11

?- i'

北陀電力真川発電所構内変圧室
北陀電力会社

250,000,000円

120,000 人

11〔て 1町

制

制動

Ifl:

( 3 )

1 (5)
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55-74

立山およひ筑波山のケ
本

梶戸孝 *^

Iateya a and lsukubasan cable cars

TO Tateyama and Tsukubasan cable railway projects Mitsubishi supplied en bloc

Winding machines. r011ing stock, cables and other necessary apparatus in July and

November last year respectively, also accepting a part of lnstaⅡation at the former

and restoration of a11 Construction work in addition to the regular routine atthe la杜er

Japan abounds in scenic beauties in mountinous districts where worthy shrines and

temples are built and hundreds of thousands of people visit there,1eading to eventual

development of locaHties and ca11ing for special transportation faciHties. The foregoing

two places are no exception.

1.まえかき

当社は去る昭和 29 午 7月に越中の立山に,また同午

Ⅱ月に常陸の筑波山にそれぞれ巻揚機・車両・鋼索・

その他を納入した.なお筑波山は工事一切を施工した.

立山は新設で筑波は復旧工事であるがそのおのおのの

Π的は,立山は山上駅をさらに起点として立山主峯直下

の室堂k至る尾根伝いの 25km の観光バス道路を作っ

て立山・剣1・を経て黒部峡谷ヘの遊歩道を結び,宇奈11

との循環、可能とするすなわち立山を立体的に開発する

雄大なるi汁画である.

いまこのケーノルのり'成したことはその計1師のモ蟇な

邵分が実現を見た.沢で,ウ.山登山の最急坂路のド丈ケ原

夫女平問の材木坂を楽々と 10分で到達することがで

き,老幼男女の別なく般登山客K使するとM川!iにノ>後

の山上開発資材の運搬を容易にした玉のである.

また筑波は山腹の筑波神社K饗するⅡ1体や家族連れ轡

を僅々8分で山上K運んで,腹ケ浦の波光や富上の秀麗

を望むなど四望宏濶の展望にりクリエーシ,ンの醍醐味

を満喫できる、のである.

2.線路の選定

線路の選定には工事の難易とそれに伴う経費の圖,ま

た開通後の乗客利用の多少に伴5運賃收入の血等を勘案

の上で決定しなければならない.筑波はその点既設の実

禎があったから考える必妾がなかった

立山は新設なので最初の測量予定線路筋の樹木の伐採

68 (594)*竃鉄部

Koichi KAJIWARA

Head 0伍Ce

^ ブノレカ

UDC 621.876.22

^

除去等に当って工事担当者のなみなみならぬ苦心力斗厶わ

れた.

初期の線路は実は現在と反対の山腹を通過する計画で

あったが,その後に山頂付近の急勾配を若干緩やかにす

るためその他の理由で現在の線路に変更された.それで

距雜の方も若干短縮される好結果になった.

3.道床の構築

道床の縦断面は実用的には拠物線を使用(勾配変更点

に縦戡曲線を挿入)するのが通例で,令体から見て山頂

の勾配と111麗の勾配との利が1肖線勾門ιの2倍となる地形

が都介が良いとされている.

このことがらは実際の運転Kあたて小私Ⅱ結ばれた

則楽が線路遊市土から浮き揚らない縦断岫線を狷.たも
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図筑波ケーブル敷設地

Map of Tsukuba cableway
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豊、

窯践

字'

、

のである.施工に当ってはこの勾配と鋼索の挑度を対照

してその当否を確認する必要がある.

道床の種類Kついては急勾配K対してはコンクリート

道床とする必要があるその限界は大略350%となってい

る.筑波は全線バラス道床であるが立山はコンクリート

区問が 986m,バラス区問が 320m (各水平距際D とな

つている.

施工基面は軌冏および車両の幅によって幅員を定め,

かつその一側に(曲線のあるものは外側に)保線j・"の歩

道(約 lm 幅)を設けねばならない.筑波の場合は基

面が決まっている関係上歩道K窮屈な個所、できた.

4'枕木,軌条の敷設

ト道床には鉄枕木,バラス道床Kは木枕木ク】ー

を使用される.

ケーブルのような傾斜画に使ら木枕木はとくK良品を

使って頻度の取替えを避けるべきだ.筑波では木枕木

140×230×2100 を使用した.そして軌問はいずれ、

1067mm である.

軌条は車両の安全装置の種類に1心じてその形状および

付堀.品を定める.立仕ル筑波、八幡製鉄所圧延加工特高

2 図車向(筑波ケーブ儿)

占'^

^

4図

^

中削行述所

川木(筑波

ケーフル)

Fig.4

Crossing

Polnt

ノノノ

型特殊1型で 29kg 76 の、のを使っている.そして村

属品として軌条と枕木の耳訓寸けは螺旋釘が使われ,さら

に剣進を防止する目的で固定装置が適当な問隔で設備さ

れた.

軌条と軌条の継目板が当てられてあることは筑波山、

立山玉変りはないが,軌条ポンドは筑波は軌条を吊線と

して使わないから省1略した.

5'中間行違所

鋼索鉄道の甲・乙の両車両はことで外側の鍔付車輪に

誘導されて行違らこの際,山上側の轍叉のダN揣ではーカ

の車両の車輪が釧索を乗り越して交換されるから鋼索は

軌条面下K納まらねばならないので,この尖端部分には

特殊の傾斜単遊卓数個を使ら.また鋼索と道床が直接接

触することを避けるため忙樫の埋木を朕入した山麓側の

尖端、同様に施工した.

6,山上設備

山上Kは駅舎.乗降場.運転室.機械室.検Ⅲ壕が設

けられるが,山上は風当りが強いから駅介の建築はその

点の注意が必要である.ととに立山は冬期の砧雪は相当

の、のである.

ア.乗降場

釆降場は車両の長さの2佶以上を取ってかつ旅客が改

札口から車両K至る通路と,中両から收札口K至る通路

とは車両の両側をおのおの別K使らことKして,運転室

の前を釆降客が通行して運転員の祝界を妨げるようなこ

とのないよう K引'画されている.

イ.機械室

機械室は地下K設けられてあってここK巻揚機および

電気機器が据付けられる、のであるが,その様式は・、カ_1_1

と筑波とでは床画積の関係 1二1司一ではない.筑波は川基

礎の床血積忙合わせたのでやや窮j心Kなった.

巻揚機は電動機から第一段歯、屯箱および第二段歯屯裴

置を介して主索輪に動力が伝達される.第二段休下屯装置

の大歯車と主索輪は同一軸であって,これと補助索輪の

W_U忙釧索がたすき掛けとなりこの側比同・一軸に誘導索釧

が収付いている.釧索は葡助索愉と誘導索怜の満の上側

から繰川される.
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6 図主索輪および歯車装置

Fig.6. Nlain sheave and gear equipment

そLて索輪の径は錨索径の約100倍が目安となってぃ

て筑波止.立山、100倍K計画した.

また鋼索のスリップを防ぎ損傷を防ルするH的で主索

愉の溝には樫の木を巖入した.

そこで主索輪の溝数は次式Kよって立1」_1・筑波の両方

と、 3溝を採用することにした.

5図

Flg..〕.

筑波ケーブル

機械室因

Machine room.

〒'

は彫え玉のなのでこの意味でっぎのとおり忙決められた.

立山 2.5m/min 所要時問約 10分

本機・予備機共

筑波 3.5m/min 所要時冏約 8分オ斗幾

2.5m/min 所要時問約Ⅱ分予備機

以上の計画運行速度は誘導電動機の回転と歯車比Kよ

つて決めた、のであるが,、し理想的Kいうなればワー

ドレオナード方式が望ましい.しかし種々の関係で従来

から誘導電動機が使われて゛る.電動機の容量の決定は

運転示力線図を基礎として過負荷耐量および起動回転力

を艸えて決定を行い厳重なる工場試験をすませて出荷し
た

r=緊張側の口ープテンシ,ン

t=弛緩側の口ープテンシ,ン

ι=272

μ=ロープと主索輪の摩擦系数=0.14

π=溝数

θ=ロープの接触角

数式中の r および t は最大不平衝荷重の場合の各

張力値を使用した.

巻揚速度は運行粁程と所要時間を説み合わせて決定す

るが,わが国の既設の玉のは 1.5~3.5mlminである.こ

れを所要時問で表わすと 5~10min である.この点は乗

客が車窓の風光を楽Lむ余裕のない程の短時間上するの

70 (596)

ιπμθ>

1 不平衡荷噴

川力
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なお鋼索鉄道においては法規上かならず予備機を必要

とする.そしておのおの容量を同一ーとするかあるいは述

つた容量とするかは年問利用者の各月の増減の有無や目

的によって決める.

立111 250亘P 2台(常用予備機)
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150HP 1 台(予備)
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7 図述動結線則(筑波ケーブル)

Fig.フ. connection diagram of interlocldng

.山は荷物運送や冬期スキーヤーを運

愉する点を杉えて決められた、ので,筑

波は祥秋の多客時と奥冬のやや閉散Kな

るJはを杉えに入れて決めた、のである.

また繼動機Kは各種の保安裴賓が取村

血

.α

Ifa

一卯
Z

ア。
X0

β山

加劃
補豹宙動扶
r--Y"ニ;、ーーーー^

クヲッ子凸這憂it邑

ら・ 1"
DS -ー~ι:

δW
f

0

勿0仲
常用電動桟

SY2卸Υ御ム"m励型

けてある.(第 13 項参熈り

受磁器具としては需害保護の避常器と

してオートバルブアレスタを股備し,受

確桃の油入遮断器は送宙系統のバックパワ一に刈して充

分な遮断容最を持たせ,平時の過負価遮断K対する過負

荷継確器のセッチングは送電会社と協議の'上決定した

しかし送電線が相当距部Kわたる場介は内家発確所とい

らとと、杉えられる.

確動機儲は繊動機の・一次1引路の技人遮断を行い,停屯

とかJ11常停ルのための保'女生噺翌を備えている.(第13項

^'1N、

ー・次接触器は確動機の川松力向を選択し,才欠接触器

盤は継画K取付けた数仙の電磁接触器によって二次抵抗

器を順次短絡して速度の制御と電動機のラッシュカレン

トの抑制を行ら.そしてこれら・一次および二次接触器は

運松室の主幹制御器Kよって操作する方式である.

ウ.運転室

運松室は運転千が屯両の運行状態を監悦しながら巻揚

機の運転を行らものであるから,その月的のために前向

に運転靴説継を股けてこれKはつぎの計器が取付けてあ

る.

客卓位置指示計 (両ホ両の交走状態現示)

速度計 (運行速度指示)

俺圧計および電流計ぐ遜動機の負荷状態指水)

立1_Uおよび筑波山のケーブルカー・梶原
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したがって運岻乎はこの盤の各計器の指示を注説しな

がらな手で.沖符斯卸器の兇千を捉り,右手で彬'用制動機

の兜手を操作する.また脚下Kは非常件川二踏釦が11對寸け

られているからこれらを完令に卵使して安全運松の実を

挙げる、のである.なおⅧ_Ⅱの場介は山_上に濃窃がしぱ

Lば発小するので運松千の視界がきかぬので,列小按近

辨縦裴置を客小位胤折水,汁N幾械的に池ホ1ルて裴讃し

た.

また小1両と巻揚機問の傑安のΠ的で,誘導無線裴匙をお

のおの第 12 項のとおり設備した

山上検車壕^.

検車壕の山上終端には一対のバッフワ一を設けまたそ

の内壁の一側に沿ってU_1麗側からつぎの順膨で保安器具

が取付けてある.(第13項参照)器具問の問隔は車両の

運行速度と1悦み合わせて決定する、ただしチェンジオー

バスイッチのみは両側に取付けて符卓両の専属となって

いる

客市進人速度制限開閉器

チェンジオーノゞスイッチ

紹端保安桴

終端開閉器
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Fig.8.

'彩

運松監視盤(筑波ケーブル)

Operation supervlscry panel

1釦_,暫0

棚ι知 i靜卯、お0、!f鳶,olnト、1ι卯勿

無

フ,山下設備

山下駅の旅客扱いは根本輸送を掌る、の故とくK乗車

客と1峰車客の通路は判然とせしめて混乱の起らぬように

計画しなければならない

乗降場は車両の長さの1倍半以上を取らねばならな

い.検車壕は山麓側係冬端には・一対のバッフワ一が取刊サ

てある.また軌道亘長の長い、のの線路点検燈の全長の

下方の半数はここで点滅操作をする(上力の半数は機械

室で行ら)のが経済的であるから立山、筑波山、そのよ

うになっている.

'粂点、

^

ー、、エ"

七窒コ

孃N

部

8'車 両

立山は客車と付随車(貨車)の2両連結であり,筑波

は客車のみであるがいずれ、釣瓶式の交走運転を行うこ

とに変りはない.客車の車体は両方と、半鋼製である'

由重定員満員座席出入口

立山 9.5t 80 名 120 名 40 名 6 箇所

多欝皮 9t 80 名 120 名 48 名 6 箇所

"飛が同一収容人員K対して筑波が軽い主な理由は11_1入

1_1の構造であって立Ⅱ_1は引戸式で筑波は観音開き式であ

るため戸袋の重量が幌減されたからである.車体寸法は

長111岳
盲二J

立山 2,70omm 11,590mm 3,280mm

筑波 2,50omm 12,ooomm 3,055mm

である.車体の高さが筑波K比して加_"が局いのは冬期

忙スキーの持込みを杉応:Lた玉のである.巾体の長さが

立U_1に比して獄d皮が長いのは既設の軌道敷と燧道の関係

から幅を押えたからであるが,根本は「地力鉄道建設規

翌」忙乗客1人の所要床面禎が定められてあるのでとれ

によった、のである.

中体の勾配は平均勾配によって定めた.また客席はク

ロスシート式とロングシート式とあるが,いずれ、・一長

一短がある.立山、筑波、前行の様式である.

9 図車両寸法図(筑波ケーブル)

Fig.9. Dimension of car.

車両の乗務員室は車掌が進行方向の前面に乗務するの

で両端にあってつぎの器具が取付けてある.

立山

有

4旺

フートペタル(急停車拜D

ハンドブレーキ(車両留置用)

携帯電話器

信号装置

有有急停車挺子

緩停車押釦 有有

有無篭1言舌号昌

有 1旺ヤイクロフォン '、,、

車両の屋根上にはつぎのとおり装備されている.

立山筑波

パンタグラフ(電梨惜&・電燈・イ言号電源用)・・2 台 1!匹

(誘導無線送信用・受信用),・2 条アンテナ

(誘導無線送信用) '气1アンテナ

ただL筑波の場合は車両内の誘導無線用電池を共用電源

として電燈を点じ,また車両出発時にホーンを鳴らすこ

とになっている.

車両の安全装置Kはつぎの種類がある

(筑波忙使川)テオドノしベノし型

ギーセライベノしン雪1!

セレッチタンファニー1W

心力」1に使川)空気連動油圧型

そしてその制動力の計算式はつぎの計算に峯拠した.

獄官皮

有

有

菊

三菱電機・ VO】.29 NO.10.195572 (598)

会

^

0*ゞ、→血の
G=制動力(kg)

W=車両総重量化幻=積載重量十車向自重

S=制動機閉塞してから停止するまでの距齢(m)

V=制動機閉塞時の速度 m内ec

g=重力加速度=9.81 m/sec.

θ=最急勾配角度

卓両は完成時K制動力に対する工場試験を施行の_上発送
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10 図屯両ブレーキ装置(筑波ケーブル)

Fig.10. Brake equipment

9.鋼

綱案は本鉄道の牛命であるからその形状および画径の

決定K当っては充分慎重でなければならぬ.そこで使用

綱索はつぎのように定めた

F{(2×3+3)+12+12}×6 立山

筑波6XR△十7)

法規Kよればつぎのとおりの安全率を持たせる必蟇が

ある.立山、筑波、次式によって確認した

ア.張力に対する安全率

ロープ破断力
>8

最大張力(r)

r=psina+Pア十つh十SI+(P十つ1+Rハ

r=張力(kg)

P=卓両幽重+最大禎載人員釦kg

α=勾配角度

r=車両抵抗=10kg l,oookg

つ=ロープの単位重亘(kg)

h=線路起終点の高低差(m)

S=水平単位長K換算した線路遊卓の摩擦抵抗

=0.16 kg/m

1=線路起終点間の水平距凱(m)

go=重力の加速度 9.81m sec'

九=急起動による卓仙jの加速度 0.2msec'

^

画^^
^^'『ひ
塵闇^^^^呼戸

外
司島

① フレーキシュー

ブレーキシュー案内

プレーキしノぐー

プレーキピン

プレーキレバー軸

テコパネ案内棒

゛.,蛋1
'1 ^

フーコノ、;不

ブレーキパネ調整ボル

プレーキノぐネ

ノ{ソキン

ブレーキ栗受

摺レ板

摺レ板案内

台枠

プレーキ架複元装置

満付ナノト

ブレーキレノぐ一受

ブレーキ架止座金

鎖錠クラノチ爪

鎖徒りンク

クラソチ爪受

ローフレバー作用バネ

ローワレノぐー

ヘタル引棒

ノフッナ^麒^

⑳ レノ、ー

⑳へタル轍

4ゆ連結りソク

@連結ボルト

@プレーキ緩解軸

@緩解軸受

@緩解軸ブ,シュ

@平歯車(小)

田平歯車イ大)

⑰傘歯車

⑱傘歯車

四傘歯車

@傘歯車横軸

@平歯車横軸

⑫平歯車(大)

⑱平歯車(小)

ヘタノ1,

.亀.

.ゞ".、傘鳥.、亀.^,..

.,建..意.%,毛,,^'.
す..

立111および筑波山のケーブルカー・梶原

イ.応張力および曲げ応力の合成応力に対する

安全率

Tateyama)

Tsukuba)

δ
>4

δ'十δb

δ=素線平均払張刀

@浦那瑚凱1に劫

r=最大張力

A=ロープの純断圓積

δ=五(曲げ1心力)

d=素線最大値径

D=巻揚機の宗輪径

E=20,oookg mm,(監督庁指不数値)

製品はっぎのとおり厳重な検査を行ってそれに合格し

た、のを使用した

ウ.素線検査

鯛索を形成する素線ができたときK各形の素線から航

験片を取って索友会の規定Kよってっぎの諸試験を1」
つた

⑮非常開閉器(ヘタル用)

δ'= AU心張ブJ)

外形寸法拡張力延伸屈曲捻1叫

破断試験^.

上記の素線検査に合格した、のを撚り合わせて所定の

線形K製造後さらにその端末に対し破断試験を行って介
格した、のを使用した.そして使用状態Kおいて耐久力

を増すために特種の油を塗布するようKした

10.線路遊車

線路遊車は巻揚識から車両K繁がれた口ープを円滑K

移動せしめて車1両の女定な運行を"1能ならしむる、ので

あるからゆるがせKはできない.軌道の直線部Kは直立

遊卓をまた曲線部分Kは傾斜遊卓を使用し,小間行違所

(599)乃

11 図 b (筑波ケーブル)11 図 a 鋼索断面図

い力」1ケープル)

Fi宮.11. a cross section of cable

Fig.11. b cross section of cable
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にはその両方を適当に配置した

リング入りとした

11.電線路

軌道に沿って保線用歩道の外側に建築限界図Kしたが

つて建柱を行った.本柱K共架した電線の種類はつぎの

とおりである

高圧線

電燈線

電話線

電鈴線

アンテナ線

トロリ線

なお軸受はポールベ十

山上巻揚機動力用

夜問線路および線路遊車点検用

上下駅間通話用

上下駅間車両発車合図用

車両と運転室間連絡用

車両内の電熱器および電燈用

(筑波はなし)

12'通信および信号装置

平坦線の工事と違って電話を利用することがすこぶる

多い筑波の工事K当っては電話を最初K取付けて非'常K

便利であった

立山および筑波においては新しい試みとして車両から

巻揚室K連絡用の誘導無線を実施した.

OU、1上駅に車両接近.(立山)運転監視盤の接点に
よりベル鳴動

山上検車壕エ..

0列車進入速度超過.進入速度制限開閉器

0山上停車車両の巻揚(誤操作)防止.チェンジオー

バスィッチにより一次接触器の正方向接触石倒呆

0巻揚車両の停車位置超過.終端停止保安柞および

終端開閉器Kより 0.C.B.回路遮断

オ.車 両

0鋼索馳緩または切断.自動的に非常制動奘置速動

0線路k落石等の事故発生.乗務員が非常フートペ

タルにより車両に非常制動を速動せしめまた非常

停」以言号挺子により 0.C.B、遮断

0運行途中停車.緩制動信号押釦忙より運転室K信

号を送って常用ブレーキをかける

0元空氣溜および油溜の圧力急下(立山のみ).自

動的に信号により 0.C.B.遮断,ただしあらかじ

め車両の空気溜めに検車壕内の定置式空気圧縮機

によって圧縮空気を充填Lておく

0申両詔置.手動ブレーキによって行ら

0山上駅に車両接近WU皮).乗務員が押釦により電

叉ホーン吹E鳥

以上保安装置Kついて記したがそのうちの車両用の非

常制動機の動作について説明を付け加える.、つと、筑

波山のテオドルベル型は既設のケーブルカーに採用され

て構造、一般に良く判っているから説明を省略して,こ

こでは立山の空気連動油圧制動機の動作忙ついて説明す

る

車両(甲)

-85kC送信→

同上断

100O C/S立山一

゛=ー

巻揚室 車両(乙)

発車合図←135kC送信

非常停止同上断

→緩停車合図←60OC/S

→通話(音声変調)←

筑波一同上断 常停非 止 断肩

-1,00OC/S →緩停車合図←1,150C/S

筑波の場合は携帯電話を車両k積込むことにした

13,保安装置

鋼索鉄道は性質上その安全装置はとくに万全を期する

必要がある.立山および筑波に実施した安全装置はっき
のとおりである

ア.巻揚機室配電盤

0停電 低電圧継電器により 0.C.B.遮断

0電動機過負荷.過電流継電器により 0.C.B.遮断

イ.巻揚機

0電動機過速

-150kc

-110kc

三菱電機・ V01.29 NO.10.1955

^

」^

+一音ア、匁直

発車合図←130kc

0非常制動機故障

0常用制動機

ライナ磨耗

ウ.運転室

0非常制動 足踏開閉器Kより 0.C.B.迭断

0車両発車合図.一次接触器回路不成立

(甲・乙)不合致

0緩停車合図.常用ブレーキ使用

14 (60の

別稿立山の本田氏の「立山ケーブルカーが竣功するま

で」の記事中の説明図 11 図を参,、朝頁きたい

カ.鋼素が切断または弛緩し九場合の自動非常ブレ

ーキの動作

(1)客 車

ロープ①が切断または弛緩した場合ばね⑧との釣合が

破れて口ープレバ②を時計針方向に回転させ同時にロッ

ド④を右方ヘ引張る.その作用により操作弁⑤の弁棒を

押し非常管⑥の圧力を減圧するから作用弁⑧の釣合が破

れ油溜⑩の油圧によりブレーキシリンダ⑪内のぜストン

を左方ヘ押出し襖形ブレー十シュー⑬はレバー⑫を介し

て引出させる.そして襖案内はブレーキばねで押え付け

られているから軌条K対して充分の摩擦力を発生L車両

を確実に停車させる.制動距離はブレーキばねの圧力を

加減することにより適当に調整できる.油の補給は油溜

⑩の検油穴より行われ,空気圧力は各溜⑩⑭の止弁より

行われる

(2)付随車(貨車)

付随車の場合は客車側操作弁⑤より非常管⑥内の空氣

圧が減圧し,付随車側油溜圧力により作用弁を開きブレ

ーキシリンダのピストンを押出してブレーキシューを引

出し制動を行う.

過速制限開閉器Kより 0.C.B

遮断

0.C.B.回路不成立接点

0.C.B.回路不成立接点

話



キ.乗務員が必要を認めてフートペタルを踏んだ場

合の自動非常ブレーキの動作

(1)客 車

釆務員室忙あるベタル⑮を踏むとロッド④が右方また

は左方ヘ引張られる.この場合ばね⑧とロッド④とはぺ

タル側より作動させた場合には縁が助れ運動がばね⑧ヘ

伝達されないような擶造Kなっている.ペタル⑮には安

全装置を施し客が触れても作動しないようになってぃる

(2)付随車(貨車)

客中側足踏ベタルを作動させた場合は付1趙中の非常鴛

内圧力は客車側繰作弁⑤Kより減圧しブレーキを作用さ

せる.付随車側(山下にのみ装備)足踏ベタルを作動さ

せた場合は客車側非常管⑥内の圧力、付随車側操作弁に

より,減圧し作用弁を勧かせ,各車両の油溜油圧をブレ

ーキシリンダに流入し制動を行ら.万一運転中付随車と

の連結が切れた場合,連結ホース⑰が切断するから,各

車両の非常管内圧力は減圧される.とれにより車両は速

かに停止させるととができる

グ.車両の空気溜に圧縮空気を充垣する装置

ホ両K非常ブレーキを掛けた場合あるいは白然のり

ケージによって車両空気溜の圧力は低下する.その補墳

をするためKⅡ_1上は機械室に山下は検車壕内に定置式の

空気圧縮機装買を据付サた.そして必要時にゴムホース

で連結して圧縮空気の供給を行らことにした

との定置式の空気圧縮機は誘導電動機で運転を行い,

できた圧縮空気は一応アフタークーラを通じて空気溜め

ヘ貯蔵し,車両の空氣溜めに給気する場合は空気加熱器

ンリカゲル槽を通じて乾燥した空気を送ることになって

いる.また空気圧縮機の空気圧力の低下を防ぐため圧力

調整器を設けて自動的忙空気圧を保持する構成にした

なおこれらの全装置は単一の枠組に取付けて非常にコン

パクトになっている

ト駅まで運搬することについて玉あらかじめ道筋を調査

して置く必要がある.またこれを据付けの手順K応じて

取出すための仮置場、吉えておかねばならない

当時は立山は富山地鉄の栗巣野駅から山麓駅までの道

はトロ軌道があるのみであったので,車両の運搬はトロ

"ゴを2両繁込でその上K載せて運搬を行った.釧索の

ドラム、との力法で行われたが途中の真川鉄橋の耐荷重

が懸念されたのでガソリン動車と鋼索ドラム積載車の間

隔を作って漸く無事に運搬を完了した.山麓から山上ま

では空中ケーブルおよびトロッコ軌道上をウィンチKよ

つて運搬された

筑波は最寄の常総筑波鉄道の筑波駅から山ド駅付近ま

では立派な道路があるので問題がなかった.とこから山

麓駅まではトロッコ軌道上をウィンチKより巻揚げとの

地点で本線軌道上に横取りして中問行違所までウィンチ

で巻揚げさらに積替えて山上駅K設置されたウィンチに

よって運びあげた.すなわち運搬形態としては本線レー

ルを敷き延しながらこの上を運搬用トロッ=とウインチ

を使用して運般したわけである

14.重量物運搬

機械設備ならびに車両を山上に運搬するKは計画的で

なけれぱならぬことは、ちろんであるが,最寄駅から山

(601)乃

15.むすび

鋼索鉄道は距雜的Kは短いが手数としては路面鉄道の

比ではない.巻揚機・車両・鋼索その他、個々に仕事を

決定すると喰違いが起るおのおのに関連性がある点を充

分に認識Lなけれぱならない.また工事施行の面におい

ては手順があるので工事を併行的に進めて最後に追込み

をきかせることは絶対に不可能である.ーー例をあげると

線路が完成しないと線路遊車が取付かぬ,線路遊車が取

付かぬと鋼索の曳延しができない.鋼索の曳延しが終ら

ねば車両の緊結ができぬ.とれは当然のことであるがと

くに注意を促した゛.要するに割'画の最初において工程

を確立しなけれぱならない

さて工事が竣功の暁には通産省の検査と運輸省の監査

力新丁われる.これについてはあらかじめ一通りの社内検

査を行っておくべきである.これらの事柄に対して両ケ

ーブルカーと、に相当の苦心を払った

以上立山および筑波山ケーブルカーの概要について説

明した.ケーブルカーは縦の交通機関の・ーつとして今後

山岳地帯が開発されるに伴ってますます需要、多くなる

だろう.本稿は要項のみを記述したのであるが多少と、

ケーブルカー計画の参杉の一端になれば幸甚の至りであ

る

王ヤホースι、1妥全井

妥全弁

補北圧力調整暑

τ

里.升力計

Fig

シCU I

12

12

アフタークーラ

吸入塁

Jキ券導、"
重動桟＼

図定置式空気圧縮機装置

Stationary type 日ir compressor

立山および筑波山のケーブルカー・梶原

J「

空気圧縮挨

本稿を終るに当り計画の頭初から監査完了まで懇切な

るど指導を賜わった運輸省監督局鉄道部の各技官殿およ

び関係陸運局の各技官殿や計画元の主任技術者の本多氏

(立ⅡD 田d・岻(筑波ルD K深甚なる感謝の意を表する

ものである
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名古屋製作所におけるエスカレータ生産状況

0

@

点

活況を呈ずるエスカレータ生産

イ

昭和 27年12月,従来の形式を一変した最新型エスカレー

夕を発表して以来,その理想的設計,確実な工作,正確な据

付,親切なサービスと相待って,続々と受注し,理想的工作法

の採用により,一歩一歩と「品質奉仕」の実をあげている.エ

場における仮組立,試運転の実施は据付現場における日程を極

端に短縮し,納入先の好評を頂いている.写真は工場における

組立工程を示す、ので7台のエスカレータがつぎつぎK組立て

られている状況である.

④心出し中の大丸百貨店向4号機

⑧欄干ブラケット取付完了の仙台藤崎百貨店向1号機

◎解体を待つ広島天満屋百貨店向ヌード型1号機

分完成間近い藤崎百貨店向2号機

@写真では見えないが大丸百貨店向トラス5号機

@試運転中の高知大丸向1号機

G 試運転を待つ高知大丸向2号機

⑪出荷を待つ広島天満屋百貨店向2号機で,新型発表以来実

K 57 台K達した.

能率よい電磁クブチ付同期電動機

最近同期電動機が多く用いられるようになった.すなわちセ

メントエ場における原料,あるいはセメント粉砕,火力発電所

における石炭粉砕等K使用されるチューブミノし,ボーノしミノし駆

動等重負荷起動に多くの同期電動機が用いられるK至った.と

れらは従来同期電動機が誘導電動機に比ベ起動特性が劣ってい

るという欠点があったが,当社の電磁クラッチ付同期電動機は

起動K際し無負荷起動する故,起動トルクは全負荷トルクの10

~150。程度で充分である.したがって起動補償噐または起動リ

アクタで減圧起動し,極力起動竈流低減ができる.写真は富士

セメント株式会社K納入した 1,00OHP 187.5rρm で第2次粉

砕機と直結(粉砕機は別室装置)現場Kおける、ので本年5月

より良好な運転を続けている.

リ
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毛捺霜

大容量3相低周波型抵抗溶接機の完成

1,00OHP 電磁クラッチ付同期電動機

当社伊丹製作所では今回 30okvA の大容量3相低周波型抵

抗溶接機を完成した.本機は M11200 剛'菱密生す式イグナイ

トロン6本を使用し,3 相電源より 10 万アンペア忙達する低

周波の溶接電流を得て高性能の抵抗溶接を行5もので,スポ*

ト溶接,シーム溶接,あるいは口ールスホット溶接等各種の溶

接が可能で,つぎのよ5な優れた特長を有しており,とくに従

来の単樹型溶接機では困難とされている軽合金溶接,特殊耐熱

鋼溶接に新しい偉力を発揮する、のである.、ちろんこの種の

亀のとしては本邦最初のもので,航空機τ業用等として輸人さ

れている高価な外国品に対抗すべく数年来の研究試作によって

完成された、のである.

定格

型式 3 相低周波型

容量 30okvA

電源 3 相"0220V,5060C.

最大短絡電流 100,00OA

標準加圧力 2,70okg

標淮懐寸法 1,500×270mm

、
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WT-300 ス末ツト兼川シーム溶接機
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最大引上ストローク

Ii芝大i容接ス 1、ローク

3 相平衡負荷であるため確源設備が小さくてすむ

低周波であるためりアクタンス降下が僅少で,小容最で火

確流を流し得る.

低周波であるため熱効率のよい溶接が可能でかつ均・ーな溶

接が可能である.

確子老;式タイマで溶接下邑流のいわゆるスロープコントロー

ルが可能で予熱,後熱確流を流し得る

再加圧など速応的圧力制御が可能である

詞転冠極は広範開の速度制御ができかっ問歌運転、可能で

ある.

電極材来比してはすぐれた特殊銅合金を使用している.

3

10omm

20mm

4
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7.

カゴ形交流電動揚貨機唖数変換式)

写真は十次胤北して新造された日本郵船株式会社讃岐丸に搭

載された3t36mカゴ形交流確動揚貨機のスヤートな姿である

1.直接交流電源によって駆動する.

2.整流子・滑動衆を必要としない.

3.制御用抵抗器がいらない,

4.船価の低減と保守の容易.

5.起動電流が小さく力率がよい.

6.加速,減速が早く荷役能力の増大

など色々の特長を、つており今後の普及が期待されている

電機品は低とんど当社製品で,装備の主な什様は下記のとおり

160RVA 225V 60CIS 450rpm
/、、

閉鎖韮1己連風3相交流発確機 3 「1

1組デ"ドフロント型主配電継

250Rg 20MIM 交流1段速度歯中.式

h1ここレ(丈ータ

5001250kg 15130m,/m

式1ジブクレーンat嵯詣1早1

1,000150okg l0120mim

懸垂型電動ホイスト

確動3方コック片炉針為品

水密L扉(5 門)用危機品

船尾遮浪扉(3 扉)用紅機品

卯HP(カゴ形)電動機外機関室内補機用冠機品

操舵機用電機品

10HP 交流電動機

10HP 直流(非'常時用帯電池起動)電動機

フ.5HP 主機回転用冠動機

FOL-30 型オードナンスフ丁ン

40mmAqX60m3jmin
1 台FOH-20X 型オードナンスフ丁ン

45 mmAqX35m31min

FOL-20X 型オードナンスフ了ン 台1

40mmAリX20m31min

動力・通信用分電箱および照明電燈用区電箱

12血交流壁掛扇風機

24in 交流天井扇風機

'"ー

、ご二i女,

JPA σapan procurement Admlnistration)上り携帯用1抵

線 SCR-300 を 520 台受注した、

周波数:40~48MC

出力電力.0.35W

変調:周波数変調

電源.4.5VD-C 145VD-C (乾電池使用)

その他.米軍使用の、のと完全互換性あり.
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新造青凾連絡船就航

日本国有鉄遭では青函航路車両航送船を浦賀船渠ならびK新

三菱重工業に各1船宛発注建造を急、いでおったところ,浦賀船

渠分は 7月4日新三菱重工業分は7月8日無事進水式を挙行

した.空知丸,桧山丸と命名され 9月上旬よりそれぞれ就航し

た.本船はいずれ、総屯数 6,ooot 最大出力 5,60OHP 航海速

力 15 ノットの優秀船で,とくに復原力の増大,電動船内区両

の増備,冠動操舵安全度増強,電動船尾扉(空知丸のみ)を付

ナる等不慮の瑛故に文゛し万全の方法を採用されている.

t瓢膨孝
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青函述

"ーー

カゴ形交流電動揚貨機(極数変煥式)

牛寺 1更・

J、

''

11'亀X工勢'
.ゾ'姦と二;

JPA より無線機受注
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SCR-300

携帯用無線機
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禾少て' OK 1150

15 人乗り救命筏完成

ラ

'ぎ

弓

当社では新しく完成した救命筏,ボート,胴衣などの性能実

験を去る8門中旬千葉県館山沖で行った.この結果確実度 100

%信頼のおける自信を得た.このたび完成したのは15人乗り

船舶用 MT-0 型,9人乗り船舶・航空用 MX-0型,航空用 5

人乗り MY-E 型ボートおよび単気室胴衣の4種である.この

製品は合成繊維生地に合成ゴムを塗布した、ので横に 41入り

液化炭酸ボンベが付いている.使用の場合はとのボンベに付い

ている冑動索を引張って海中K投下すると,30秒~50秒で完

全にふくらみ筏になる

MT-0 型は重量 50kg で 15 人乗りであるが,収容人員は

30 人は大丈夫と折紙がついているし,また夕q則Kぶらさがる

とさらに救助人員は増す

',
j

家庭用螢光燈の新製品

すでに火量の光行きを見せた当社の家庭用螢光燈は,さらK

今同 FH-25 型をご家庭に送ることKなった.3 段点滅式豆チ求

付で,誰Kで、簡単に取付けられるの力誹寺長.価格、低廉で,

品質のよいのはすでに定評済.爽快な秋の夜長をうるおす家庭

用螢光燈である

20W 1 燈用デラ,クス冷由色ランプ付 Y I,180.ー

1.救命筏はチ斤畳むと,15 人用 MT-0 型の大型の、ので、

0.フ×0.フ×0.4m の極めて容桜の小さい収納袋におさまる.

2.漁船用Kは従来との種の設備がなかったが,とれはとく

K民間用の大量収容をΠ的とした.

3.ボンベの口金に特殊な工夫を抵どとしたため,確実に作

動する.

4.金勺り道具,日光反身恬呈,懐中電燈,スパナ,塗料(海上

K浮いて込る位置を飛行機からみえるよ5 に海面を染め

る),との他注文に応じ糧食,無線機玉設備できる.

ーニ叩'.'Ξ除'Z五1捻ルイk、兆4 '
ーー七二釜

東京電力新東京発電所向

66,oookW 夕ービン発電機

ノ

家庭川 FH-25 型螢光燦

ν一

鶴見第 2 発電所 66,oookW 3台をすでに納入したが,さら

に新東京発電所向として1台製作完成現在据付中である.

定怖は鶴見向 3 台と同様で

70,588RVA 60,oookW 85タイPF O.5PSIG

81,00ORVA 66,oookW 81.5夕6PF 15PSIG

13,20OV 50 CIS 3,000ゆm である.

機械内容忙おいては鶴見機より進歩しており,固定子コイル

にダイヤレジン含浸のダイヤラスティック絶縁を使用している.

ダイヤレジンは合成樹脂で均一性K富み,耐電圧、陰K,局温

における機械的性質は従来の絶縁K比ベるといちじるしく局い

固定子コイル絶縁Kおいて、つと、優れた、のと考えられる.

荷造重量は回転子 35t 固定子 140t で長崎製作所より東京

主で痔肝寺愉送された

東京地力の確力界K大きな貢献をするの1,近いと見られる.
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(2)イグナイトロン用変圧器はイナティーン不燃性油を充

噴した、ので 1介で上記 4 組のイグナイトロンに斜訴せ力が国最初の交流電関用
し,起動,停止ならびに速度制御は2次タッブとイグナ

イグナイトロン整流装置完成ず イトロンの確圧制御を俳用して行5.

(3)イグナイトロンの冷却液はエチレングリニールを使い

冬季の起動を簡易化し,凍結防止,および保温に至便な

裴1織を付している.

(4)イグナイトロンの仰m゛装置・一式をイグナイトロン木休

の上部に配置して,保勺.,点検の便をはかり小雪野ヒをは

かった.

(5)イグナイトロンは文J虔構造であり,列車の述行時の震

動にヌ、1しては.,.せ弧子の失弧は皆無である.

(6)イグナイ 1、ロンの整流による脈動屯流での誘導障害を

防止するため交流フィルタを設俳jしてあり,とれの冷玉力

作用は_1二場において充分試験済である,

'登三1二1、,.3-^

イグナイ 1、りン艦ヌ(機慢Ⅱ紅は単相交流 20RV を受電して

60OV 級直流確力K変換し,在来の直流冠動機を郭動する力式

の磁気機関車である.

夕三貞はイグナイトロン確艾守鱒捌車に砧裁するイグナイ 1、ロン

本体および制御装耀一式を示Lたものである.この装置の特長

を別記すればつぎのとおりである

(1)単極,液冷式,険封!Wイグナイトロン 2 ポを使い単村1

交流を全波繋流して1台の心流確動機に給確する.肖流

冠動1幾4台装備しているためイグナイトロン8爪を使川

する.イグナイ 1、 U ン箱の重呈は 1,250kg である.
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右側は陽柯U畑熱揣を裴着したもの
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ー、^^^^^^1-1毛最近における当社の社外寄稿一覧

ニ.'1

ビル文化新聞

冷凍協会機関誌

'告 _1 ・生

小産と電気

オ 厶

電燦と鉄道

グ

ク

掲哉号

,、才旨ラiミ:

1月号

^;^;^;^^;^;^;^;宅取近における当社の社タト講演一覧^1=.;^;^;^;^^;^;^

ビル内の照明

毛細管冷凍力式

電気式空気清浄装置クリネヤー

超低温装置

工詳き川テレビジョソ装置

ユングストロームターポ発電機

ノーヒューズ速断器の保守

7月号

8月号

8月号

誰演月日

蓮

1月28日

2月1,2日

2月8日

2月12日

3月11日

3月16~18 旺

4月12~22日

4 見 20 H

4月26日

4 牙 27 貸

4 見 26,27日

主

関東電気協会

照明技術講習会
(当社仙台事務所)

螢光燈説明会
(於富国生命)

螢光燈照明講習会
(当社富山事務所)

中央電力協議会:
照明講習会

中部電力:照明技
術講習会

東北電力:照明技
術講習会

電気通信学会アン
テナ覗三員会

大阪地区
WF研究会

火阪府能率研究会

北陸電力:照明技
術講習会

名

照明のあり方

商店の照明と色彩

螢光燈の照明計画

螢光燈照明のあり方

生産照明計画

工場照明,商店旅館街路照明

商店照明,旅館料飲店照明,電気サイソ

レイドームについて

WFによる初五化時問表

社内標準化

商店照明

池1

小堀富次雄

長沼辰二郎

所属

本社

研究所

神戸

静岡

寸匹弗泉機・

神戸

名古屋

島村和也

巌

洌

題

新案

名

小堀富次雄

グ

乢受油供給奘置

風冷式変圧排

熱型需用電力計イ寸積井.計瓣

共磁型変圧変流器

排育'

磁電管陽M

最近登録された当社の特許および実用新案

グ

ゾC野才三
八十田尚治

火野才三
八十田尚治

浩山下

一断敏火
松井武男

グ

グ

グ

福山

グ

無線機

研究所

研究所

神戸

名古屋

グ

グ

区易

グ

グ

ノ、

グ

特許

ク

グ

グ

80 (606)

グ

変圧群外箱

グ

専述川隆

奈川敏雄

前田幸夫

小堀富吹雄

グ

特許または
登録日

30- 5-9

30- 5-9

30- 5-23

30- 5-23

30【 5-9

30- 5-9

30- 5-22

30- 5-22

30- 5-22

30- 5-22

ク

グ

無線機

本社

井手許または
登録番粧

213343

213347

213728

213729

427995

427996

428683

428684

428685

428686

428687

428773

428774

磁電管陽極

グ

グ

発明,考案者

小椋義正

劣:田 i佐一

門頼雄

前泉成人

30- 5-22

30- 5-23

30- 5-23

所属

浅越泰男
長島四郎

^

研究所

無線機

本社

神戸

伊丹

田宮利彦

加藤義明

武藤正

吉田辰造

1究塁在者

流川転機

演者

閃光放電燈
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^^

^ M 刑小型巻上様
本機は小型で運搬が容易,かつ取扱が便利である.したがって士木工事・建築工事にお

ける材料の揚卸し士砂運搬等K、つと、適している.駆動電動機および歯車は巻胴の内部

におさめ電動機は交流3相誘導2重カゴ形を使用,起動特性を改善し,機械部分は巻胴

始動輪・台床および軸受台からなり,巻胴の運転および停止は強力で確実なブレーキを設

け,良質の材料を使っており,とくに歯車は 20okvA 衝撃高周波焼入により焼入後研磨

を施してある.
0

『ぐ才

10HP 20HP

特長

小型で軽量

据付面積が少く運搬移設が容易

誰に玉容易にしか、安全K運転

ができる.

音響・震動が少く組赱・分解が

容易である.

売

委員長

副委員長

委員

雑誌「三菱電機編集委員会

大久保謙

石川辰雄

浅井徳次郎荒井潔石橋英樹

伊東砧義大久保夙郎岡屋精二

木村武雄小林治一郎小堀富次雄

田宮利彦津村隆成富公一
毎熊秀雄松田新市松尾又

村平横須賀正寿
i」1.

刀く

市村宗明前田亊夫

昭和 30年10月13日印刷

「禁無断転載」定価

30HP

.、

4.

上'

昭和 30年10月15日発行

1 部金釦円(送料別)

市吉惟浩

菅野正雄

進藤貞和

中野光雄

松尾米太郎

(以上 50 音順)

編集兼発行人

印刷所

印刷者

発行所

東京都千代田区丸の内2丁ヨ3番地市村宗明

東京都新宿区市谷加賀町1丁目大日本印刷株式会社

東京都新宿区市谷加賀町1丁口長久保慶

三菱電機株式会社内「三菱電機」編集部
電話和田倉(20) 1 6 3 1

日本出版協会会員番号 2 13 013

東京都下代田区神田錦叫 3 の 1 株式会ネLオームネk書店
電話(29) 0915・0916 振替東京 20018

発
.
.

1
 
2
 
3


		2025-08-18T16:17:58+0900


	



